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復刻版の意義と課題
不二出版株式会社 会長
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　旅
の
図
書
館
は
今
年
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　開
設
以
来
、
観
光
・
旅
行
に
関
す
る
最
新
の
図
書
や
雑
誌
に
加
え
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
戦
前
期
の
古
書
や
地
誌
、
社
史
と
い
っ
た
古
い
資
料
も
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
古
書
の
中
に
は
、
そ
の
分
野
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え

た
だ
け
で
な
く
、
現
代
に
も
通
じ
る
示
唆
を
投
げ
か
け
る
も
の
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
発
見
や
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　本
特
集
で
は
、
古
書
を
活
用
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
先
生
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
古
書
や
、
ご
自
身
の
研
究
に
お
い
て
影
響
を

受
け
た
古
書
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
古
書
の
魅
力
や
古
書
か
ら
学
ぶ
面
白
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
古
書
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。



第239号 October 20181

　
都
市
や
都
市
計
画
の
歴
史
を
軸
に
研
究
し
て
き
た

身
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前

に
発
行
さ
れ
た
図
書
・
雑
誌
類
と
ど
う
接
し
て
き
た

の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
古
書
」に
対
す
る
態

度
に
は
ふ
た
つ
の
異
な
っ
た
道
筋
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
先
人
の
考
え
方
の
中
に
、
現
代
人
の

思
考
の
萌
芽
を
見
い
だ
そ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
そ
の
好
例
と
い
え
る
書
と
し
て
、
橡
内

吉
胤（
と
ち
な
い
よ
し
た
ね
）著
『
日
本
都
市
風
景
』

（
時
潮
社
、1
9
3
4
年
）が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
日

本
の
都
市
景
観
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
評
し
た
お
そ

ら
く
最
初
の
著
作
で
あ
る
。
ま
た
、
三
国
湊
や
東
海

道
の
関
宿
な
ど
の
小
都
市
の
魅
力
を
発
見
し
た
最
初

の
書
だ
と
い
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
三
国
を
歩
き
な
が
ら
、「
こ
う
し
た
古

い
街
に
見
出
す
一
種
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の

が
果
し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
来
る
も
の

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て
み
る
と
い
う
こ

と
も
、
将
来
の
街
を
造
る
の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重

要
な
暗
示
を
持
ち
来
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

（
P
・
2
1
1
、
新
か
な
づ
か
い
に
改
め
た
）
と
述

べ
て
い
る
く
だ
り
な
ど
、
と
て
も
昭
和
初
期
の
感
覚

と
は
思
え
な
い
。
こ
の
本
は
戦
後
、
筑
摩
叢
書
の
一

冊
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
（
1
9
8
7
年
）
の
で
、
目

に
し
た
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。

巻頭言

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
古
書
」の
中
に
、
現
代
で
は
久

し
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
思
想
や
活
動
な
ど
を
見
出

そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
忘
却
の
淵
に
沈
ん
で
し

ま
っ
た
歴
史
的
事
実
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
の
思
想
や
活
動
も
ま
た
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
私
に
と
っ
て
こ
の
面
で
思
い
出
深
い
書
と
し
て
、

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
と
し
て

1
9
1
4
年
か
ら
1
9
4
4
年
ま
で
発
行
さ
れ
た

『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
が
あ
る
。
「
人
為
の
国

宝
」
と
し
て
の
天
然
紀
念
物
（
戦
後
は
「
記
念
物
」

と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
史
蹟
」
↓
「
史
跡
」

も
同
様
。）
が
生
ま
れ
る
過
程
や
天
皇
関
係
の
史
蹟
、

い
わ
ゆ
る
「
聖
蹟
」
が
生
ま
れ
て
く
る
過
程
が
同
時

代
史
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
並
行
し
て
『
歴
史
地
理
』
や
『
史
学
雑
誌
』
な
ど
、

当
時
の
有
力
学
会
誌
の
会
員
動
向
の
欄
を
読
み
込
む

と
、
1
9
0
0
年
代
か
ら
1
9
1
0
年
代
に
か
け
て
、

日
本
各
地
で
「
保
存
会
」
や
「
保
勝
会
」
が
結
成
さ

れ
、
愛
郷
運
動
が
勃
興
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
時
期
が
鉄
道
の
建
設
に
よ
る
地
域
開
発
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
見
事
に
一
致
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
「
古
書
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、

現
代
人
の
立
ち
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
、
ま
こ
と
に
今
日
的
行
為
な
の
で
あ
る
。

古書から学ぶこと

神戸芸術工科大学
教授

西村幸夫
『
日
本
都
市
風
景
』

復
刻
版
、

橡
内
吉
胤
、筑
摩
叢
書
、

1
9
8
7
年

『
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
』

創
刊
号
、

史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
協
会
、1
9
1
4
年
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古
書
か
ら
見
つ
け
る

機関誌

目次

神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授 

西
村
幸
夫

（
一
財
）自
然
公
園
財
団 

専
務
理
事

阿
部
宗
広

不
二
出
版
株
式
会
社 
会
長

船
橋 

治

N
P
O
法
人
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

常
任
理
事

合
田
純
人

第 号239

荒
山
正
彦 （
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　

×

山
口 

誠 （
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
）

　
　
　

×

木
田
拓
也 （
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
教
授
）

〜
旅
行
案
内
書
か
ら
見
る
日
本
の
リ
アル
〜

コ
ラム
❶

コ
ラム
❷

コ
ラム
❸

木
下
淑
夫
と
木
下
文
庫

旅
行
案
内
書
の
系
譜

ジャパン・ツ
ー
リスト・ビューロ
ー
機
関
誌「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

コ
ラム
❹

復
刻
版
の
意
義
と
課
題

進
行
○

構
成
○

編
集
協
力
○

写
真
○

塩
谷
英
生（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

大
隅
一
志（
公
財
）日
本
交
通
公
社

福
永
香
織（
公
財
）日
本
交
通
公
社

井
上
理
江

村
岡
栄
治

旅
行
は
社
会
が
生
み
出
し
た
も
の
。

旅
行
に
関
す
る
古
書
を
通
し
て
、私
た
ち
の
社
会
が
歩
ん
で
き
た
姿
が
見
え
る
。

1
9
2
9
年
創
刊
の「
国
立
公
園
」。今
も
続
く
こ
の
雑
誌
は
、田
村
剛
の
名
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。

1
9
4
2
年
掲
載
の
彼
の
論
文「
国
土
計
画
と
保
養
地
」で
提
案
さ
れ
た
国
立
公
園
の
体
系
は
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
実
現
し
て
い
る
。

『
ベルツ
の
日
記
』。こ
の
本
は
、日
本
人
が
置
き
忘
れ
て
き
た
大
切
な
何
か
、を
考
え
さ
せ
る
。

1

座
談
会

だ
か
ら
古
書
は
お
も
し
ろ
い!

雑
誌「
國
立
公
園
」と
田
村 

剛

P

4
P

15
P

1
P

20



4

ホ
テ
ル
建
築
か
ら
み
た

書
籍
の
情
報
と
時
代
性

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
。そ
れ
が
悪
い
訳
で
は
な
い
が
、自
分
の「
箱
」が
広
が
ら
な
い

古
書
を
ひ
も
と
く「
尺
度
」を
み
が
く

〜
当
館
所
蔵
の
古
書
2
3
0
0
冊
か
ら

神
戸
女
子
大
学

家
政
学
部 

家
政
学
科 

教
授

砂
本
文
彦

5

国
際
観
光
局
の
10
年

立
教
大
学

観
光
学
部 

交
流
文
化
学
科 

准
教
授

千
住 

一

獨
協
大
学 

山
口
ゼ
ミ

溝
尾
良
隆
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

「
旅
の
図
書
館
」館
長

福
永
香
織

コ
ラム
❻

コ
ラム
❼

コ
ラム
❽ 「

1
0
0
年
前
の
観
光
」を
観
光
す
る

古
書
の
探
し
方

（

　
　
　

  

）観
光
関
連
の
古
書・貴
重
資
料
を
所
蔵
す
る
図
書
館・博
物
館

旅
の
図
書
館
以
外

に
も
あ
り
ま
す

コ
ラム
❺

社
史
利
用
の
ス
ス
メ

聞
き
手
○

編
集
協
力
○

写
真
○

福
永
香
織

大
隅
一
志

井
上
理
江

村
岡
栄
治

戦
前
期
日
本
の
観
光
政
策
の
白
眉『
観
光
事
業
十
年
の
回
顧
』。

こ
の
古
書
か
ら
、国
際
観
光
局
が
置
か
れ
た
状
況
と
外
客
誘
致
へ
の
想
い
が
わ
か
る

1
0
0
年
先
で
も
通
じ
る
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
上
で
、

古
書
は
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
。

あ
と
が
き

古
書
を
手
に
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、自
分
の
置
か
れ
た
時
代
性
だ
。古
書
は
いつ
も
、新
し
い
。

旅
の
図
書
館
だ
よ
り

ジ
ャ
パン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビューロ
ー
の
機
関
誌「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

「
旅
の
図
書
館
」の
40
年

P
A
R
T[

1]

P
A
R
T[

2]

P
A
R
T[

3]

旅
の
図
書
館
40
年
の
歩
み
―

小
史
―

た
び
と
し
ょコレ
クション
が
で
き
る
ま
で

旅
の
図
書
館
リ
ニュー
アル
回
想
録 

2
0
1
4
―

2
0
1
6
背
景
と
経
緯

古
書
は

いつ
も
あ
た
ら
しい

視座

イ
ン
タ
ビュー

開設        周年

記念号
40
旅
の図書館

P

60
P

54
P

47
P

46
P

45
P

42
P

55
P

34
P

40
P

24
P

29



4

特
集

1

荒
山
正
彦 

関
西
学
院
大
学 

文
学
部
教
授
　

山
口

　誠 

獨
協
大
学 

外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
　

木
田
拓
也 

武
蔵
野
美
術
大
学 

造
形
学
部
教
授

進
行
○

　
　
　
　
　
　
　

構
成
○

編
集
協
力
○

写
真
○

塩
谷
英
生
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

大
隅
一
志
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

　
　
　
　
　
　
　

福
永
香
織
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

井
上
理
江

村
岡
栄
治

古
書
と
の
出
会
い

事
務
局
…
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
当
館

が
所
蔵
す
る
古
書
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
お
立
場
か
ら
古
書
の
多
様
な
価
値
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
日
は
改
め
て
古
書
を

座
談
会

だ
か
ら
古
書
は 

お
も
し
ろ
い
!

〜
旅
行
案
内
書
か
ら
見
る
日
本
の
リ
ア
ル
〜
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荒
山
正
彦
　

関
西
学
院
大
学 

文
学
部
教
授
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。 

専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行
の
文
化
史
。 

近
代
期
の
旅
行
案
内
書

55
点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜
2
0
1
5 

年
）や
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』の
復
刻（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年
）の
監

修
と
解
説
を
行
っ
た
。 

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』（
創
元
社
、2
0
1
8
年
）。

ひ
も
と
く
意
義
や
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
最
初
に
、
先
生
方

と
古
書
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

荒
山
…
私
は
大
学
院
生
の
時
に
「
近
代
日
本
の
国
土
空
間
の

形
成
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
、
地
理
的
に
日
本
が
ど

う
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
古
い
旅
行
案

内
書
を
手
に
し
ま
し
た
。
旅
行
案
内
書
で
は
対
象
の
姿
が
デ

フ
ォ
ル
メ
さ
れ
魅
力
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
人

び
と
の
認
識
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
思
い
、
関
心

を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

山
口
…
私
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
出
身
な
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、

い
ま
荒
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
観
光
地
を
よ
く
見
せ
る
部
分
も
あ
れ
ば
隠
す
部
分
も
あ
り
、

そ
の
時
代
の
旅
の
あ
り
方
を
活
写
し
た
重
要
な
資
料
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
人
々
が
ど
う
い
う
観
光
を
欲
し
て
い
た

か
を
知
る
に
は
、
統
計
な
ど
数
字
の
資
料
を
使
う
よ
り
も
、

面
白
い
視
点
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

木
田
…
私
は
現
在
、
美
大
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前

は
美
術
館
で
長
く
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
工
芸
や
デ
ザ
イ
ン

が
専
門
な
の
で
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
書
籍
の
内
容
と
い
う

よ
り
も
、
表
紙
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
日
本
の
工
芸
史
も
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
工
芸
家
の

年
譜
な
ど
を
見
る
と
、
昭
和
初
期
に
朝
鮮
半
島
や
満
州
を
訪

れ
た
と
い
う
記
録
が
よ
く
見
ら
れ
、
よ
り
詳
し
く
内
容
を
知

り
た
い
と
思
い
、
植
民
地
や
外
地
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
探
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
関
係
の
古
い
本
は
印
刷
も
今
と

は
違
っ
て
独
特
の
風
合
い
が
あ
り
、

広
告
な
ど
も
す
ご
く
面
白
く
、
当
時

の
空
気
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

古
書
か
ら
わ
か
る
こ
と

事
務
局
…
色
々
な
古
書
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
ご
自
身
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
冊

が
あ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。
ま
た
、
古
書
を
ひ
も

と
く
こ
と
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
山
…
お
よ
そ
20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
外
地
や
植
民
地
へ
の
旅

行
関
係
の
資
料
を
集
め
は
じ
め
ま
し
た
。
1
9
3
1
（
昭
和

6
）
年
5
月
に
、
東
京
鉄
道
局
が
主
催
し
て
一
般
に
募
集
し

た
朝
鮮
と
満
洲
へ
の
約
2
週
間
の
団
体
旅
行
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
団
体
旅
行
の
記
録
『
鮮
満
の
旅
』
を
古
書
店
で

手
に
入
れ
た
こ
と
が
、
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
外
地
・

植
民
地
へ
の
旅
行
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

『
鮮
満
の
旅
』
に
は
、
周
遊
ル
ー
ト
や
集
合
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
本
の
持
ち
主
が
プ
ラ

『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』

荒
山
正
彦
、創
元
社
、2
0
1
8
年

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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山
口 

誠獨協大学外国語学部交流文化学科
教
授
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。 

博
士（
社
会
情
報

学
）。 

専
門
は
観
光
研
究
、メ
デ
ィ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。 

主
な
著
書
に『
ニ

ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
0
年
）、『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩

波
書
店
、2
0
0
7
年
）、『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
、2
0
0
1
年
）、

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
共
著
、新
潮
社
、2
0
0
9
年
）な
ど
。

イ
ベ
ー
ト
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
、
個
人
名
が
は
い

っ
た
「
鮮
満
視
察
回
遊
乗
車
券
」
が
は
さ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
後
に
は
外
地
や
植
民
地
を
旅
行
し
た
際
の
御
朱
印
帳
の

よ
う
な
旅
行
ス
タ
ン
プ
帳
も
手
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
旅

行
記
録
や
ス
タ
ン
プ
帳
な
ど
、
人
々
の
旅
行
の
痕
跡
み
た
い

な
も
の
に
出
会
っ
た
事
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
同
じ
頃
に
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
全
5
巻

か
ら
な
る
英
文
の
旅
行
案
内
書 

A
n 

O
ffi

cial 
G

uide 
to 

Eastern A
sia 

の
存
在
を
知
り
、
そ
の
第
一
巻
が
満
洲
・
朝

鮮
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
第
一
巻
の
出
版
年
が
1
9
1
3

（
大
正
2
）
年
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
時
代
に
こ
う
し

た
旅
行
案
内
書
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
種
の
驚
き

を
感
じ
ま
し
た
。

木
田
…
私
は
美
術
館
に
在
籍
し
て
い
た
2
0
1
2
年
に
、

「
越
境
す
る
日
本
人
│
工
芸
家
が
夢
見
た
ア
ジ
ア

1
9
1
0
s
│

1
9
4
5
」
と
い
う
展
覧
会
を
企
画
し
た
の

で
す
が
、
こ
の
時
に
朝
鮮
総
督
府
が
出
し
た
『
朝
鮮
旅
行
案

内
』
と
い
う
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
町
ご
と
の
人
口
や
現
地
の
学
校
の
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て

い
て
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
と
は
随
分
違
う

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
例
え
ば
当
時
の
ソ
ウ
ル
の
40

万
人
の
人
口
の
う
ち
10
万
人
が
日
本
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
数
字
の
大
き
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
し
、
生
活
に
関
す
る
情

報
も
多
く
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
日
本
人
の
生
活
が
と
て

も
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
…
私
は
最
近
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

ー
の
創
始
者
で
あ
る
木
下
淑
夫
の
遺
稿
集
『
国
有
鉄
道
の
将

来
』
を
繰
り
返
し
読
ん
で
い
ま
す
。
単
に
お
金
儲
け
や
日
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
る
た
め
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
行

う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
び
と
が
世
界
を
移
動
す
る
観
光

の
新
時
代
に
、
極
東
ア
ジ
ア
の
国
が
何
を
す
べ
き
か
、
そ
し

て
国
際
観
光
と
民
間
交
流
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と

い
う
大
局
的
な
観
点
に
立
っ
た
木
下
氏
の
思
考
に
は
、
今
も

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『
紀
念
ス
タ
ン
プ
印
集
』

（
旅
行
ス
タ
ン
プ
帳
）1
9
3
1
年

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』 

山
口
さ
や
か
／
山
口 

誠
、新
潮
社
、2
0
0
9
年

よ
し 

お
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荒
山
先
生
が
紹
介
さ
れ
た 

A
n 

O
ffi

cial 
G

uide 
to 

Eastern A
sia 

も
、
後
藤
新
平
・
鉄
道
院
総
裁
の
も
と
で
木

下
氏
が
制
作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
、
印
象
深
い
本
で
す
。

い
ま
読
み
返
し
て
も
、
じ
つ
に
詳
細
な
情
報
と
豊
か
な
描
写

に
満
ち
て
い
て
、
驚
く
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
同
書
が
誕
生
し
た
1
9
1
3
年
は
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」
が
創
刊
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
英
文
の
日
本
旅
行
案

内
書 A H

andbook for T
ravellers in Japan 

の
最
終
版
が
発

行
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
1
9
1
3
年

と
い
う
の
は
、
日
本
の
観
光
の
歴
史
に
お
い
て
意
義
深
い
年

だ
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
旅
行
案
内
書
が
多
様
化
し
た
と
い
う
お
話
に
関
連
し

ま
す
が
、
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
『
南
洋
案
内
』
も
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。
南
洋
協
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
し
て
い
る
の

で
す
が
、
観
光
旅
行
の
話
は
登
場
せ
ず
、
1
0
0
％
移
住
に

関
す
る
内
容
で
し
た
。
旅
行
案
内
書
と
い
う
書
籍
が
持
っ
て

い
る
裾
野
の
広
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　
ま
た
、
北
海
道
や
樺
太
、
満
洲
へ
の
旅
行
案
内
書
に
も
そ

う
い
う
傾
向
が
あ
り
、
開
拓
や
移
住
、
生
活
一
般
に
つ
い
て

の
情
報
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
、
旅
行
と
い
う
言
葉
が
示
す

イ
メ
ー
ジ
が
現
代
と
は
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。

山
口
…
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
1
9
6
0
年
代
ご
ろ
ま
で
日
本

で
は
海
外
移
住
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
今
の
方

が
旅
行
や
観
光
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
サ
イ
ズ
が
、
意
外
な

ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
3
泊
4
日
で
食
べ
て
買

い
物
を
し
て
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
海
外
旅
行
を
推
し
進
め

　
木
下
淑
夫
は
、
日
本
の
鉄
道
の
近
代
化

に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
実
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
、
ビ
ュ
ー
ロ

ー
）
の
生
み
の
親
で
も
あ
り
、
日
本
の
観

光
黎
明
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。

 

1
8
7
4
（
明
治
7
）
年
に
京
都
府
に

生
ま
れ
、
大
学
で
は
土
木
工
学
、
大
学
院

で
は
法
律
と
経
済
を
専
攻
し
た
木
下
は
、

明
治
32
年
に
逓
信
省
鉄
道
作
業
局
に
入
局

し
ま
し
た
。
2
度
に
わ
た
る
海
外
留
学
や

海
外
で
開
催
さ
れ
た
鉄
道
連
絡
会
議
へ
の

出
席
な
ど
を
経
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う

と
と
も
に
、
先
進
的
な
各
国
の
鉄
道
・
観

光
事
情
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
諸
外
国
の
日
本
に
対
す
る
意
識 「

木
下
淑
夫
と

 

木
下
文
庫
」

の
低
さ
に
落
胆
。
多
く
の
外
国
人
に
日
本

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
日
本
に
来

て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
と
考
え
、
帰
国
後

す
ぐ
に
国
際
親
善
と
国
際
経
済
振
興
の
最

良
策
と
し
て
外
客
誘
致
の
必
要
性
を
説
い

て
ま
わ
り
、
1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
に

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
下
は
観
光
事
業
に
お
い
て
は
、ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
立
や
国
立
公
園
調
査
の
実
施
、外

客
に
向
け
た
案
内
記 A

n O
ffi

cial G
uide 

to E
astern A

sia

（
全
5
巻
）の
編
纂
な
ど

を
お
こ
な
い
、
鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
旅

客
貨
物
の
運
輸
規
定
の
改
正
、
食
堂
車
の

開
始
、
定
期
回
数
券
の
大
衆
化
、
汽
車
時

間
表
の
統
制
、
特
急
列
車
の
運
行
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
木
下
は
夢
想
家
で
あ

っ
た
と
同
時
に
企
画
の
才
に
富
む
理
想
家

で
あ
り
、
利
用
者
本
位
で
様
々
な
改
革
を

成
し
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
多
く
の
人

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
49
歳
と
い
う
短
い
生

涯
を
終
え
ま
す
が
、
木
下
の
意
思
を
継
い

だ
多
く
の
後
輩
た
ち
が
日
本
の
鉄
道
・
観

光
政
策
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
の
7
回
忌
に

は
、
有
志
に
よ
っ
て
木
下
文
庫
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
木
下
文
庫
に
は
木
下
の
蔵
書

を
は
じ
め
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
初
代
監
事
で

あ
る
生
野
團
六
や
国
際
観
光
局
初
代
局
長

の
新
井
堯
爾
な
ど
の
蔵
書
な
ど
も
収
蔵
さ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
太
平
洋
戦
争

で
そ
の
多
く
が
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
館
で
は
90
冊
ほ
ど
の
古
書
を
木
下

文
庫
と
し
て
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

 An O
ffi

cial G
uide to Eastern Asia Vol.1 M

anchuria &
 C

hosen

鐵
道
院
、鐵
道
院
、1
9
1
3
年

『
故
木
下
淑
夫
君
年
譜
』ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内（
木
下
文
庫
）、1
9
3
9
年

木
下
淑
夫

（
1
8
7
4
│

1
9
2
3
）

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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木
田
拓
也

武
蔵
野
美
術
大
学

造
形
学
部
教
授

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
業
後
、佐
倉
市
立
美
術
館
学

芸
員
、東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
主
任
研
究
員
な
ど

を
経
て
現
職
。 

博
士（
文
学
）。 

主
な
著
書
と
し
て『
工
芸
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
代「
日
本
的
な
も
の
」の
創
出
』（
吉

川
弘
文
館
・
2
0
1
4
年
）、『
日
本
の
20
世
紀
芸
術
』（
共

著
・
平
凡
社
・
2
0
1
4
年
）、『
近
代
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
』

（
共
著・美
学
出
版・2
0
0
6
年
）な
ど
が
あ
る
。 

こ
れ
ま

で
に
担
当
し
た
企

画
展
は「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
1
9

6
4 

デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
2

0
1
3
年
）、「
よ

う
こ
そ
日
本
へ
：

1
9
2
0
│

3
0

年
代
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
デ
ザ
イ
ン
」

（
2
0
1
6
年
）

な
ど
多
数
。

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
主
流
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
し
か

し
昔
は
長
く
旅
す
る
と
い
う
意
味
で
の
移
住
が
あ
り
、
ま
た

数
年
か
け
て
海
外
を
め
ぐ
る
長
期
旅
行
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
も
古
書
は
教
え
て
く
れ
ま
す
ね
。

荒
山
…A H

andbook for Travellers in Japan 

で
も
、
前
半
に
は

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
と
言
い
つ
つ
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
日
本
に
滞
在

す
る
外
国
人
に
も
役
立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
木
田
先
生
か
ら
『
朝
鮮
旅
行
案
内
』
に
人
口
の

情
報
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
旅
行
案
内
書
で
は
旅
行
先
の
人
口
な
ど
が
書
か
れ
て

あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
戦
前
の
あ

る
時
期
ま
で
、
旅
行
案
内
書
は
地
誌
の
役
割
も
果
た
し
て
い

た
ん
で
す
ね
。
現
代
の
旅
行
案
内
書
よ
り
も
、
も
う
少
し
客

観
的
に
地
域
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

古
書
を
取
り
巻
く
環
境

　
　

事
務
局
…
な
る
ほ
ど
、
日
本
の
観
光
の
黎
明
期
に
お
け
る
地

域
の
状
況
や
、
旅
行
形
態
、
観
光
政
策
な
ど
が
リ
ア
ル
に
わ

か
る
訳
で
す
ね
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
日
本
の
観
光
史
は
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
古
書

と
い
う
性
格
上
、
閲
覧
で
き
る
環
境
が
少
な
い
こ
と
も
一
因

で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
観
光
の
成
り
立
ち
や

現
在
地
点
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
問
う
歴
史
研
究
を

ど
う
社
会
に
還
元
す
る
か

『
よ
う
こ
そ
日
本
へ
：

1
9
2
0
│

30
年
代
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
』

東
京
国
立
近
代
美
術
館 

編（
木
田
拓
也
）、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、2
0
1
6
年
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荒
山
…
こ
こ
20
年
間
ぐ
ら
い
、
旅
行
に
関
す
る
古
書
資
料
を

集
め
て
き
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達

し
た
お
か
げ
で
、
今
は
非
常
に
手
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
古
書
店
を
回
っ
て
1
点
ず
つ
資
料
を
集
め
て
い
た
時
代

に
比
べ
る
と
、
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
旅
行
史
の
研
究
に
限
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野

に
お
い
て
古
書
資
料
を
用
い
る
研
究
の
環
境
は
向
上
し
ま
し

た
し
、
日
本
に
い
な
が
ら
外
国
の
古
書
店
の
本
や
資
料
も
買

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
…
そ
の
反
面
、
私
が
常
々
感
じ
て
い
る
の
が
、
古
い
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
観
光
系
の
古
書
は
す
ぐ
廃
棄
さ
れ
、
長
期

保
存
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

荒
山
…
一
般
的
に
旅
行
案
内
書
は
、
情
報
が
新
鮮
で
な
い
と

商
品
価
値
が
下
が
る
の
で
毎
年
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
ま
す
ね
。

消
費
者
に
と
っ
て
は
過
去
の
も
の
は
価
値
が
低
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
研
究
資
料
と
し
て
は
情
報
が
新
鮮
で
な
く
て

も
い
い
の
で
す
。

山
口
…
確
か
に
古
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
単
体
で
は
価
値
が

定
ま
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
か
ら
欠
か
さ
ず
全
部
揃
っ
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
な
る
と
、
観
光
史
な
ど
を
研
究
す
る
上
で
、
劇

的
に
利
用
価
値
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
…
2
年
前
に
当
館
が
南
青
山
に
移
転
し
、
開
館
1
年

目
で
閲
覧
が
多
い
資
料
の
上
位
は
、
圧
倒
的
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
「
る
る
ぶ
」
で
す
。
と
は
言
え
、
最
新
号
を
見
に
来
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
く
、
一
人
で
同
じ
地
域

の
「
る
る
ぶ
」
を
何
年
分
か
に
渡
っ
て
ま
と
め
て
閲
覧
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
お
そ
ら
く
学
生
が
研
究
対
象
と
し
て

利
用
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口
…
そ
の
事
実
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
旅
の
図

書
館
の
よ
う
な
専
門
図
書
館
や
、
発
行
元
に
は
、
過
去
に
発

行
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ぜ
ひ
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
2
0
2
0
年
に
向
け
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
印
刷
物
の
配
布
も
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

木
田
…
私
は
観
光
学
と
い
う
存
在
を
長
く
知
ら
ず
、「
よ
う

こ
そ
日
本
へ
：
1
9
2
0
|
3
0
年
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
展
覧
会
を
2
0
1
6
年
に
企
画
し
た
時
に
、

初
め
て
そ
う
い
う
研
究
領
域
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
は
、
日
本
の
観
光
イ
メ

ー
ジ
を
扱
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
国
際
観
光
局
が
発
行
し

T
R

AV
E

L  IN
  JA

P
A

N

と
い
う
雑
誌
な
ど
に
、
そ
う
そ
う

た
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
観
光
は
予
算
が
相

当
つ
ぎ
込
ま
れ
た
領
域
で
あ
り
、
新
し
い
実
験
的
な
試
み
も

行
わ
れ
て
い
て
、
当
時
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
観
光
が
大

き
な
仕
事
だ
っ
た
こ
と
は
、
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
関
わ

り
方
で
感
じ
ま
す
ね
。

　
そ
れ
ら
の
事
実
を
、
観
光
と
い
う
軸
で
統
合
す
る
視
点
が

そ
れ
ま
で
の
私
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
観
光

史
と
い
う
観
点
で
眺
め
返
し
て
み
る
と
、
改
め
て
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
観
光
史
の
研
究
は
歴
史
学
の
一
部
門
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
観
光
や
旅
行
は
歴
史
研
究
の
中
で
は
十
分
に
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
理
学
に
も
観
光
地
理

学
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
観
光

地
形
成
な
ど
の
研
究
が
主
流
で
、
旅
行
や
観
光
の
歴
史
そ
の

も
の
に
注
目
し
た
地
理
学
研
究
は
と
て
も
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
旅
行
案
内
書
の
資
料
的
な
価
値
も
、
必
ず
し
も
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
口
…
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
日
本
政
府
が
観
光
立
国

を
掲
げ
、
民
間
で
も
こ
れ
だ
け
観
光
が
注
目
さ
れ
る
中
、
そ

ろ
そ
ろ
日
本
の
観
光
の
成
り
立
ち
や
現
在
地
点
を
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
に
問
う
歴
史
研
究
や
、
そ
の
社
会
還
元
の
方
法
を
、
し

っ
か
り
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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旅
行
案
内
書
の
変
遷
に
み
る

社
会
の
変
化

事
務
局
…
１
つ
の
旅
行
案
内
書
を
経
年
で
揃
え
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
時
代
を
追
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
旅
行

案
内
書
を
概
観
す
る
と
、
当
時
の
地
域
の
状
況
や
旅
行
形
態

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
よ
ね
。

荒
山
…
古
い
旅
行
案
内
書
を
手
に
し
て
ま
ず
感
じ
る
の
は
、

1
冊
の
案
内
書
を
作
る
た
め
に
非
常
に
手
間
が
か
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
や
は
り
旅
行
に
限
ら
ず
、

印
刷
出
版
物
の
持
っ
て
い
た
価
値
や
意
味
が
今
よ
り
大
き
か

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

木
田
…
今
の
観
光
の
印
刷
物
な
ど
は
写
真
が
主
体
で
す
が
、

戦
前
は
イ
ラ
ス
ト
が
中
心
で
す
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
富

士
山
や
桜
な
ど
お
き
ま
り
の
題
材
が
多
い
で
す
が
、
写
真
を

見
慣
れ
た
今
の
学
生
か
ら
見
る
と
、
イ
ラ
ス
ト
で
日
本
の
観

光
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
新
鮮
に
映
る
よ
う
で
す
。

　
特
に
ポ
ス
タ
ー
に
関
し
て
は
、
今
は
4
色
の
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
が
主
流
で
す
が
、
当
時
は
日
本
画
の
よ
う
な
色
合
い
を

出
す
た
め
に
16
枚
も
版
を
使
用
し
て
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
、

相
当
の
お
金
と
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
一
方
で
載

せ
る
情
報
量
は
限
ら
れ
、
「
J
A
P
A
N
」
と
い
う
文
字
し

か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
と

て
も
強
い
で
す
。

荒
山
…
例
え
ば
江
戸
時
代
に
よ
く
み
ら
れ
た
道
中
記
は
、
現

在
も
存
在
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
旅
行
ガ
イ
ド
に
あ
た
る
と

思
い
ま
す
。
書
か
れ
て
い
る
情
報
量
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
宿
泊
や
飲
食
の
場
所
、
次
の
宿
場
ま
で
の
距
離
な

ど
具
体
的
な
情
報
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
1
8
3
0
年
代
に
製
作
さ
れ
た
歌
川
広
重
の

『
東
海
道
五
十
三
次
』
や
葛
飾
北
斎
の
『
富
嶽
三
十
六
景
』

な
ど
の
木
版
風
景
画
は
、
現
代
の
風
景
写
真
集
の
よ
う
に
、

旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
誘
う
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
普
及
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
木
版
印
刷
は
非
常
に
手
間
が
か
か
る

も
の
で
、
明
治
初
期
に
は
銅
版
印
刷
が
普
及
し
、
明
治
20
年

代
ぐ
ら
い
か
ら
は
活
版
印
刷
が
一
般
的
に
な
っ
て
、
旅
行
案

内
書
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

山
口
…
テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
時
代
、
ポ

ス
タ
ー
や
印
刷
物
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

荒
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
旅
行
メ
デ
ィ
ア
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
型
と
イ
メ
ー
ジ
喚
起
型
の
2
種
類
が
あ
る
と
い
う
系

譜
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
連
続
し
て
い
る
側
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
そ
う
し
た
基
本
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
明
治
期

に
鉄
道
が
登
場
し
て
旅
行
に
も
鉄
道
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
旅
行
そ
の
も
の
や
旅
行
案
内
書
に
は
大
き
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
移
動
す
る
人
の
数
が
圧
倒
的
に
増
え
、

大
幅
に
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
し
か
も
旅
行
費
用
が
安
く

な
っ
た
。
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
旅
行
す
る
母
集
団
が
増
え
、

旅
行
の
質
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
旅
行
ガ
イ
ド
も
イ
メ
ー
ジ
喚

起
を
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
、
そ
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

山
口
…
そ
れ
ま
で
は
移
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
旅
行
の
大
き
な

要
素
だ
っ
た
の
が
、
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
移
動
時
間
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
、
目
的
地
で
過

ご
せ
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
行
っ

た
先
で
何
を
す
る
か
」
が
よ
り

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
移
動
の
か
た

ち
、
つ
ま
り
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
化
が
、
旅
行
の
質
や
形
を
シ

フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
え
ま
す
ね
。

　
旅
行
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
道

中
記
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
い
わ
ば
複
線
化
し
て
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
や
食
事
、
宿
泊
な
ど
行
っ
た
先
で
何
を
す
る
か
に
つ
い

て
紙
幅
を
割
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
現
れ
、
あ
る
時
期
か
ら
種

類
や
数
も
大
き
く
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

古
書
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
を

現
代
に
ど
う
活
か
す
か

事
務
局
…
古
書
の
魅
力
や
面
白
さ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
書
か
ら
今
な
お
学
べ
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
側
面
を
現
代
で
ど
う

生
か
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
活
用
の
方
法
や
可
能

性
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
…
例
え
ば
、
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
が
こ
れ
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
際
に
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

の
原
点
で
あ
る
、
1
0
0
年
前
の
喜
賓
会
の
姿
勢
を
ひ
も
と

発
想
の
転
換
や
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
た
め
の
古
書
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「
旅
行
案
内
書
の
系
譜
」

　
我
が
国
の
旅
行
案
内
書
の
ル
ー
ツ
は
江

戸
時
代
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
徒
歩
で
の

旅
行
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、

街
道
図
や
街
道
沿
い
の
名
所
、
宿
場
の
場

所
、
名
物
、
距
離
な
ど
を
記
し
た
「
道
中

記
」
や
、
名
所
を
図
で
表
し
た
「
名
所
図

会
」
が
旅
行
案
内
書
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。

　
1
8
8
0
年
〜
1
9
0
0
年
頃
に
か
け

て
全
国
の
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
る
と
、

『
鉄
道
院
線
沿
道
遊
覧
地
案
内
』
や
『
鉄

道
旅
行
案
内
』
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
案
内

書
を
私
鉄
や
国
が
発
行
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
満
州
や
樺
太
を
案
内
し
た
も
の
も
日

本
語
で
多
く
出
版
さ
れ
た
他
、
大
阪
商
船

や
日
本
郵
船
な
ど
の
船
舶
会
社
に
よ
っ
て
、

大
陸
や
世
界
一
周
を
旅
行
す
る
案
内
書
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
8
9
4
年
に
日
本
初
の
時
刻
表
で
あ

る
『
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
』（
庚
寅
新
誌

社
）
が
発
売
さ
れ
る
と
、
時
刻
表
も
旅
行

案
内
書
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
中
の
旅
行
者
が
熱
い

信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の
ベ

デ
カ
ー
社
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
社
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
し
た
。
日
本
で
も
こ
れ
ら

を
意
識
し
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
てA

n 

offi
cial guide to Eastern A

sia

（
鉄
道
院
、

1
9
1
3
年
）全
5
巻
を
制
作
し
た
ほ
か
、

1
9
2
9
年
に
は
鉄
道
省
が
総
力
を
あ
げ

て
『
日
本
案
内
記
』（
全
8
編
）
を
発
行
し

ま
し
た
。

　
1
9
1
2
（
大
正
2
）
年
に
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立

さ
れ
る
と
、
翌
年
に
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」
を
発
行
し
ま
す
が
、
同
誌
の
付
録
版

と
し
て
出
さ
れ
た
避
暑
地
紹
介
が
好
評
を

博
し
た
た
め
、
避
暑
の
み
な
ら
ず
四
季
を

通
じ
た
一
般
旅
客
の
た
め
の
旅
行
案
内
書

と
し
て
『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0

年
〜
1
9
4
0
年
）
を
出
版
し
ま
し
た
。

当
時
、
一
般
的
な
旅
行
案
内
書
が
美
文
調

だ
っ
た
の
に
対
し
、
目
的
地
へ
の
交
通
手

段
と
費
用
、
時
間
、
旅
程
案
が
わ
か
り
や

す
く
正
確
に
記
載
さ
れ
た
様
式
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎

年
増
補
改
訂
さ
れ
、
1
9
3
9
（
昭
和

14
）
年
に
は
1
0
0
0
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

大
著
と
な
っ
た
た
め
、
地
域
別
に
分
割
し

た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』（
の
ち
『
東

亜
旅
行
叢
書
』
↓
『
旅
行
叢
書
』）に
引
き

継
が
れ
、
戦
後
の
『
新
旅
行
案
内
』『
最

新
旅
行
案
内
』『
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
』
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
、1
9
2
8
年

『
鐵
道
旅
行
案
内
』

鉄
道
省
、1
9
2
1
年

GREAT BRITAIN、KARL
BAEDEKER、1910 年

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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く
こ
と
も
意
味
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
私
の
ゼ
ミ

生
が
「
喜
賓
会
の
英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
価
値
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
研
究
を
し
ま
し
た
が
、

当
時
の
訪
日
客
に
向
け
た
興
味
深
い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
や
ホ

テ
ル
な
ど
の
情
報
が
満
載
で
し
た
。
な
か
に
は
、
い
ま
も
あ

れ
ば
面
白
い
の
に
、
と
思
う
よ
う
な
「
消
え
て
し
ま
っ
た

N
I
P
P
O
N
」
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
芝
公
園
や
東
京
帝
国
大
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
、
今

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
と
は
随
分
違
う
な
と
。

木
田
…
戦
前
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め
に
多
く
の
観

光
ポ
ス
タ
ー
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
人
に
観
光
に
来
て
ほ

し
い
と
い
う
の
も
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
日
本
と
い
う
国
の
対
外
的
な
イ
メ
ー
ジ
作
り
と
い
う

要
素
も
か
な
り
大
き
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
光
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
は
、
実
は
直

接
旅
行
に
関
わ
ら
な
い
部
分
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
対
外
的
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
思
い
描
い
て
ほ
し

い
か
と
い
う
「
自
画
像
作
り
」
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
う
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
直
接
訴
え
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
観
光
や
旅
行
は
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
楽

し
め
る
も
の
な
の
で
、
い
か
に
戦
争
を
回
避
す
る
か
と
い
う

願
い
も
そ
こ
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

山
口
…
自
画
像
と
い
う
言
葉
は
素
晴
ら
し
い
視
点
で
す
ね
。

当
時
は
あ
る
種
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
体
験
に
対
す
る
公
共

心
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、
移
動
す
る
者
を
支
え
る
精
神
と
、

移
動
す
る
こ
と
に
対
す
る
寛
容
心
が
、
今
と
は
違
う
レ
ベ
ル

で
存
在
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
最
初
の
近
代
的
な
旅
行
会
社
と
言
わ
れ
る
ト
ー
マ

ス
・
ク
ッ
ク
社
も
、
公
共
心
か
ら
観
光
を
組
織
し
、
ツ
ー
リ

ス
ト
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど

話
に
出
た
木
下
淑
夫
も
、
海
外
留
学
中
に
そ
う
し
た
欧
米
の

精
神
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
、1
9
1
2
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
創
設
し
た
時
、「
移
動
す
る
者

に
寛
容
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

荒
山
…
そ
も
そ
も
旅
行
や
観
光
は
独
立
し
て
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
鉄
道
の
誕
生
や
印
刷

技
術
の
近
代
化
、
あ
る
い
は
写
真
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
旅

行
の
ス
タ
イ
ル
は
影
響
を
受
け
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
旅
行
は
私
た
ち
の
社
会
が
生
み
出
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
旅
行
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
私
た
ち
の

社
会
が
ど
う
歩
ん
で
来
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
旅
行
に
関
連
す
る
古
書
資
料
を
通
し
て
、

私
た
ち
の
社
会
が
歩
ん
で
き
た
姿
そ
の
も
の
が
見
え
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

山
口
…
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
い
て
も
、
現
在
あ
る
形
が

最
善
で
も
な
け
れ
ば
唯
一
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
は
1
0
0

年
前
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
行
っ
て
お
り
、
近
代
日
本

の
観
光
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
出
発
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
喜
賓
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
木
下

淑
夫
の
遺
稿
集
な
ど
は
、
改
め
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

考
え
る
材
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

日
本
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
る
側
と
受
け
入
れ
る
側

の
間
で
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
が
あ

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
発
想
の
転
換
や
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
の
に
、
こ
う
し
た
古
書
が
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
は
最
近
、「
観
光
を
観
光
す
る
」と
い
う
こ
と
を
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
経
験
し
た
日
本
旅

行
の
足
跡
を
辿
っ
た
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
片
手
に
観
光
地
を
訪
れ
て
み
た
り
、
他
者
が
行
っ

た
観
光
や
過
去
に
行
わ
れ
た
観
光
を
追
体
験
す
る
と
い
う
こ

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
復
刻
版 

第
Ⅰ
期 

大
正
篇
）

荒
山
正
彦 

監
修
、

ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
年

『
国
有
鉄
道
の
将
来
』木
下
淑
夫
、1
9
2
4
年
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と
で
す
。
他
人
の
旅
を
体
験
す
る
こ
と
は
新
し
い
考
え
方
で

は
な
く
、
松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
小
林
一
茶
が
辿
っ
た
例
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
て
「
観
光
を
観
光
す
る
」
こ
と
で
、
今
あ
る
自
分

の
人
生
を
相
対
化
で
き
、
新
た
な
発
見
も
生
ま
れ
ま
す
。

「
観
光
＝
消
費
」
で
は
決
し
て
な
く
、
そ
う
し
た
き
っ
か
け

と
な
る
の
が
観
光
の
一
つ
の
役
割
で
あ
り
、
そ
こ
で
役
立
つ

の
が
古
書
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
域
も
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ス
ト
ー
リ
ー

を
編
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
歴
史
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
の
は
大
事
で
す
。
や
は
り
、
古

書
か
ら
そ
う
し
た
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
旅
の
図
書
館
へ
の
期
待

事
務
局
…
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
旅
の
図
書
館
へ
の
期

待
や
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
…
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
が
復
刻
し
た
の
は
、
荒
山

先
生
と
旅
の
図
書
館
の
大
き
な
功
績
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
復
刻
さ
れ
た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
研
究
が
で
き
る
の
で
、
古
書
の
可

能
性
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
に
環
境
整
備
す
る
と
い
う
仕

事
も
大
変
重
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
山
…
旅
の
図
書
館
に
対
し
て
は
、
旅
行
に
関
す
る
知
が
集

結
し
て
い
る
場
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
そ
う
い
う
場
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
求
め

て
い
る
人
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
資
料
室
　
T
h
o
m
a
s 

C
o
o
k 

A
r
c
h
i
v
e
s 

が
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ー
タ
ー

バ
ラ
と
い
う
町
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
海
外
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
の
積
極
的
な
提
携
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
口
…
先
ほ
ど
木
田
先
生
が
「
自
画
像
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
始

者
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
観
光
に
深
く
関
わ
っ
た
木
下
淑
夫

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
が
、
旅
の

図
書
館
の
描
く
べ
き
自
画
像
で
は
と
思
い
ま
す
。
実
現
す
れ

ば
、
新
た
な
観
光
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
宝
庫
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

木
田
…
本
や
雑
誌
は
図
書
館
な
ど
で
き
ち
ん
と
保
存
さ
れ
ま

す
が
、
書
籍
や
定
期
刊
行
物
に
属
さ
な
い
観
光
関
連
の
チ
ラ

シ
や
カ
タ
ロ
グ
、
絵
は
が
き
、
映
像
な
ど
は
、
当
時
を
知
る

の
に
非
常
に
い
い
資
料
で
す
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
コ
レ

ク
タ
ー
に
頼
る
し
か
な
く
、
探
す
の
が
難
し
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
と
い
う
名
前
に
縛
ら
れ
ず
、
観
光
に

関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
集
ま
る
受
け
皿
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
と
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
実
物
の
古
書
に
ふ
れ
ら
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
復
刻
版
の
意
味
も
大
き
い
の
で
す
が
、
や
は
り
原
本

を
手
に
し
て
、
木
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
表
紙
の
色

合
い
を
見
た
り
、
紙
の
質
感
を
感
じ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

事
務
局
…
当
館
に
来
る
学
生
さ
ん
か
ら
は
、
古
書
を
見
る
の

が
楽
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

山
口
…
最
初
は
反
応
が
悪
く
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
価
値
を
伝
え

て
か
ら
現
物
に
触
れ
て
も
ら
え
ば
、
お
そ
ら
く
学
生
た
ち
は

楽
し
い
と
感
じ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
学
生
に
は

古
書
の
実
物
を
見
せ
な
い
と
教
育
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。
私

も
学
生
達
に
は
「
図
書
館
で
古
書
を
1
ペ
ー
ジ
で
も
め
く
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
実
物
を
見
て
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
古
書
の
な
か
に
は
読
み
解
く
の
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
技
術
や
学
術
的
な
訓
練
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
価
値
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
方
法
を
考
え
な
い
と
、

観
光
の
学
術
と
現
場
の
間
の
乖
離
が
激
し
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
現
代
の
人
た
ち
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
「
通
訳
者
」
が
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

古
書
を
き
ち
ん
と
再
評
価
し
て
、
ど
う
い
う
面
白
さ
が
あ
る

の
か
を
伝
え
る
こ
と
を
専
門
と
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ベ

ン
ト
や
学
芸
員
な
ど
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

事
務
局
…
古
書
の
魅
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
示
唆
に
富
ん

だ
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
代

に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
の
観
光
政
策

に
生
か
す
た
め
に
も
、
古
書
の
魅
力
を
か
み
く
だ
い
て
広
く

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
旅
の

図
書
館
が
所
蔵
す
る
豊
富
な
一
次
資
料
を
ど
う
活
用
す
る
か
、

本
格
的
に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
や
他
の
専
門
図
書
館
な
ど
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
な
が
ら
、

一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旅
行
・
観
光
に
関
す
る
知
の
集
積
拠
点
、

〝
通
訳
者
〞と
し
て
の
役
割

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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『
国
鉄
興
隆
時
代 

木
下
運
輸
二
十
年
』

日
本
交
通
協
会
、日
本
交
通
協
会
、

1
9
5
7
年

『
旅
の
文
化
誌
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

時
刻
表
と
旅
行
者
た
ち
』

中
川
浩
一
、伝
統
と
現
代
社
、

1
9
7
9
年

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

ジ
ャパン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビュ
ーロ
ー

機
関
誌

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

ー
発
足
当
時
の
事
業
計
画
に
は
、
２
つ
の

出
版
物
の
発
行
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
日
本
紹
介
の
た
め
に
海
外
へ
配
布

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
英
文
日
本
案
内

『
J
A
P
A
N
』（
1
9
1

3（
大
正
2
）年
11
月
発
行
）
で
、
も
う
１

つ
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」（
1
9
1
3（
大
正
2
）年
6
月
創

刊
）
で
す
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
は
国
内
外
が
提
携
し
て

世
界
の
ツ
ー
リ
ス
ト
事
業
の
発
展
を
期
し
、

国
際
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進
す

る
た
め
の
論
説
や
ビ
ュ
ー
ロ
ー
本
部
・
支

部
な
ど
の
業
務
報
告
、
外
客
の
来
訪
状
況
、

各
地
の
遊
覧
案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　
創
刊
当
時
の
編
集
体
制
は
、
ビ
ュ
ー
ロ

ー
の
初
代
監
事
で
あ
っ
た
生
野
團
六
が
編

集
長
を
つ
と
め
、

翻
訳
を
勝
俣
銓
吉

郎
と
C
・
F
・
ス
チ

ー
ブ
ン
ス
が
、表
紙

を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・デ

ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦

非
水
が
担
当
し
ま
し
た
。
両
氏
は
『
J
A
P

A
N
』
と
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
が
縁
と
な
り
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
発
行
物
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
確
な
内
容

と
質
の
高
い
英
文
は
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
刊
行
物
の
伝
統
の
基
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。

　
第
3
号
か
ら
は
英
文
欄
が
追
加
さ
れ
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
員
の
ほ
か
、
国
内
外
の
ホ

テ
ル
や
自
治
体
、
商
工
会
議
所
、
大
使
館
、

新
聞
社
、
旅
行
会
社
、
各
協
会
な
ど
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
1
6（
大
正
5
）年

に
は
編
集
方
針
を
見
直
し
、
会
報
誌
と
し

て
の
性
格
か
ら
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
備

え
た
研
究
誌
的
な
方
向
に
重
点
が
置
か
れ

ま
し
た
。
1
9
1
9（
大
正
8
）年
夏
か
ら

は
東
宮
殿
下
に
も
献
本
し
た
と
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
、
外
客
誘
致
に
対
す
る
考
え
方

が
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
、
多
く
の
誤
解

や
偏
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

仕
事
が
余
計
な
道
楽
仕
事
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
傾
向
も
あ
り
、
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
の

発
刊
は
国
民
の
意
識
醸
成
に
加
え
、
社
内

と
国
内
の
イ
ン
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目

的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
7
月
に
は
日
本

語
の
記
事
を
雑
誌
「
旅
」
に
併
合
し
、
ツ

ー
リ
ス
ト
は
英
文
誌
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
5
月

「
ツ
ー
リ
ス
ト
・
エ
ン
ド
・
ト
ラ
ベ
ル
・

ニ
ュ
ー
ス
」
と
改
題
し
ま
す
が
、
太
平
洋

戦
争
の
さ
な
か
に
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」は
1
9
1
0
年
代
か
ら

1
9
3
0
年
代
に
か
け
て
の
観
光
史
を
ひ

も
と
く
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
多
く

の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
旅
の
図

書
館
で
は
1
9
2
4
年
創
刊
の
雑
誌「
旅
」

と
あ
わ
せ
て
デ
ー
タ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ま
た
、
2
0
1
7
年
か
ら
は
ゆ
ま
に
書

房
よ
り
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
復
刻
版
が
順
次

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」創
刊
号

参考文献
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一
般
財
団
法
人 

自
然
公
園
財
団 

代
表
理
事（
専
務
理
事
）　

阿
部
宗
広

特
集

2

阿
部
宗
広

（
あ
べ・む
ね
ひ
ろ
）

東
京
生
ま
れ
。一
般

財
団
法
人
自
然
公

園
財
団
専
務
理
事
。

１
９
７
７
年
東
京
大
学
農
学
部
林

学
科
卒
業
。 

同
年
環
境
庁
入
庁
。 

中
部
山
岳
、伊
勢
志
摩
、支
笏
洞

な
ど
の
国
立
公
園
で
現
地
職
員（
レ

ン
ジ
ャ
ー
）と
し
て
勤
務
。環
境
省

自
然
環
境
計
画
課
長
な
ど
を
経
て

２
０
０
８
年
関
東
地
方
環
境
事
務

所
長
。 

２
０
１
０
年
退
官
。 

２
０
１

２
年
か
ら
現
職
。 

戦
時
下
の

国
土
休
養
地

計
画

雑
誌「
國
立
公
園
」と
田
村 
剛

國
立
公
園
協
会
、

「
國
立
公
園
」と
田
村 

剛

　
1
9
2
7
年（
昭
和
２
年
）12
月
、
国
立
公

園
の
誕
生
と
そ
の
健
全
な
発
達
を
期
す
こ
と

を
目
的
に
國
立
公
園
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
役
員
に
は
、
貴
族
院
議
員
・
侯
爵

細
川
護
立
を
会
長
に
政
・
官
・
学
及
び
経
済
界

の
要
人
が
名
を
連
ね
た
。
そ
の
1
年
あ
ま
り

後
の
1
9
2
9
年（
昭
和
４
年
）3
月
、
協
会

の
機
関
誌
と
し
て
「
國
立
公
園
」
が
創
刊
さ

れ
た
。
以
来
戦
争
中
の
誌
名
変
更
と
４
年
間

の
休
刊
は
あ
っ
た
が
、
現
在
ま
で
89
年
に
わ

た
り
発
行
さ
れ
続
け
、
昨
年
通
算
8
0
0
号

を
超
え
た（
時
期
に
よ
っ
て
号
数
の
付
け
方
が

変
わ
っ
た
た
め
、現
在
の
号
数
と
は
異
な
る
）。

　
そ
の
機
関
誌
に
創
刊
当
初
か
ら
深
く
関
わ

り
続
け
た
人
が
田
村
剛
で
あ
る
。
田
村
は
1

8
9
0
年（
明
治
23
年
）生
ま
れ
、
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）に
東
京
帝
国
大
学
林
学
科
を

卒
業
、
そ
の
3
年
後
に
東
京
帝
国
大
学
農
学

部
講
師
と
な
っ
た
。
1
9
2
0
年（
大
正
9

年
）に
内
務
省
の
嘱
託
と
な
り（
同
年
林
学
博

田
村 

剛

（「
國
立
公
園
」1
9
7
9
年
11
月
号 

N
o
・
3
6
0
、10
頁
よ
り
）

『
國
立
公
園
』創
刊
号

國
立
公
園
協
会
、1
9
2
9
年
。表
紙
画
：
石
井
柏
亭

特集 戦時下の国土休養地計画2
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士
）、
当
時
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

日
本
の
国
立
公
園
制
度
の
検
討
・
設
計
、
国

立
公
園
候
補
地
の
現
地
調
査
・
資
料
収
集
な

ど
に
携
わ
り
、「
国
立
公
園
の
父
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
國
立
公
園
協
会
に
は
当
初
か
ら

設
立
発
起
人
、
常
務
理
事
と
し
て
参
画
し
、

「
國
立
公
園
」
の
編
集
も
担
っ
た
。

「
國
立
公
園
」と
の
出
会
い

　
私
が
初
め
て
國
立
公
園
誌
に
出
会
っ
た
の

は
今
か
ら
40
年
余
り
前
、
大
学
で
自
然
公
園

や
景
観
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
。

同
誌
は
自
然
公
園
行
政
の
動
き
や
自
然
景
観

に
関
わ
る
研
究
を
知
る
た
め
の
身
近
な
参
考

書
だ
っ
た
。

「
古
書
」
と
し
て
の
國
立
公
園
誌
を
、
創
刊

号
か
ら
戦
争
で
休
刊
と
な
る
1
9
4
4
年

（
昭
和
19
年
）6
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
ま
で

と
考
え
る
と
合
計
1
3
3
冊
に
な
る
。
た
だ

し
、
最
後
の
2
年
は
、「
國
立
公
園
協
会
」は

「
國
土
健
民
会
」
と
、「
國
立
公
園
」は
「
國

土
と
健
民
」
と
改
称
し
9
冊
発
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
の
出
会
い
は
、
学
生
の
時
か
ら
36

年
ほ
ど
後
の
2
0
1
2
年（
平
成
24
）年
に
な

る
。
諸
般
の
事
情
で
解
散
す
る
国
立
公
園
協

会
に
代
わ
り
、
自
然
公
園
財
団
が
発
行
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
歴
史
あ
る
國
立
公

園
誌
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う
双
方
の
思

い
か
ら
だ
っ
た
。
協
会
か
ら
譲
り
受
け
た
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
創
刊
号
か
ら
全
号
が
揃
い
、

国
立
公
園
の
歴
史
・
記
録
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

「
國
立
公
園
」の
内
容
と

田
村 

剛

　
創
刊
号
の
編
集
後
記
を
田
村
が
書
い
て
お

り
、
今
後
掲
載
し
た
い
内
容
と
し
て
以
下
を

列
挙
し
て
い
る
。

● 
国
立
公
園
の
使
命
政
策
行
政

● 

公
園
の
自
然
界
や
野
外
休
養
に

　 

関
す
る
研
究

● 

公
園
の
技
術
的
方
面
の
記
述
、

　 

実
地
に
関
す
る
資
料

● 

海
外
国
立
公
園
の
状
況

● 

我
が
国
国
立
公
園
運
動
の
現
況

● 

国
有
林
、
県
立
公
園
、

　 

一
般
風
景
地
保
養
地

● 

公
園
、
風
景
地
の
遊
覧
客
に
関
わ
る

　 

ツ
ー
リ
ス
ト
事
情

● 

地
方
風
景
を
紹
介
す
る
写
真

　
実
際
に
発
行
さ
れ
た
同
誌
の
内
容
で
い
ま

最
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
の
が
、
国
立

公
園
の
あ
る
べ
き
姿
や
そ
の
実
現
方
策
な
ど

に
関
す
る
論
説
で
あ
る
。
公
園
の
保
護
と
利

用
の
あ
り
方
、
他
省
庁
の
事
業
や
民
間
産
業

と
の
調
整
、
管
理
や
整
備
に
か
か
る
費
用
、

選
定
の
方
針
な
ど
な
ど
、
白
紙
の
状
態
か
ら

生
み
だ
し
、
形
作
っ
て
行
く
過
程
や
当
時
の

関
係
者
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
記
事
数
が
一
番
多
い
の
は
、
候
補

地
や
指
定
後
の
公
園
の
景
観
、
地
形
、
動
植

物
な
ど
の
紹
介
や
学
術
的
な
解
説
、
景
勝
地

の
紹
介
、
紀
行
な
ど
で
あ
る
。
大
判
の
写
真

も
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
往
時
の
姿
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
海
外
、
特
に
ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
園
の
紹
介
記
事
も
多
い
。
1
9

3
1
年
（
昭
和
6
年
）
の
国
立
公
園
法
制
定

後
は
法
律
の
内
容
や
そ
の
運
用
、
公
園
の
施

設
な
ど
に
関
す
る
解
説
記
事
が
増
え
て
く
る
。

　
執
筆
者
は
、
当
時
国
立
公
園
を
担
当
し
て

い
た
内
務
省
を
始
め
と
す
る
政
府
関
係
者
の

他
、
林
学
、
地
理
学
、
考
古
学
な
ど
各
分
野

の
学
者
、
鉄
道
、
舟
運
、
宿
泊
、
旅
行
業
と

い
っ
た
関
係
業
界
や
経
済
団
体
の
ト
ッ
プ
な

ど
極
め
て
多
彩
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
記
事

数
が
ぬ
き
ん
で
て
多
い
の
が
田
村
だ
っ
た
。

そ
の
数
は
、
創
刊
か
ら
戦
争
で
休
刊
す
る
ま

で
の
16
年
間
で
77
本
、
戦
後
を
含
め
れ
ば

1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）
ま
で
１
６
０
本

を
超
え
る
。
内
容
は
国
立
公
園
に
関
す
る

様
々
な
論
説
や
内
外
の
国
立
公
園
の
紹
介
な

ど
広
範
に
わ
た
る
。
編
集
者
と
し
て
執
筆
者

や
内
容
の
決
定
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
自

ら
の
論
を
世
に
問
い
、
檄
を
飛
ば
す
。
國
立

公
園
誌
は
田
村
剛
の
雑
誌
だ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」

　
田
村
の
論
説
の
中
で
特
に
紹
介
し
た
い
も

の
と
し
て
、
1
9
4
2
年
（
昭
和
17
年
）
に

４
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
「
國
土
計
画
と

休
養
地
」
が
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
日
本

の
国
土
全
体
に
お
け
る
国
立
公
園
を
含
む
野

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
の
整
備
・
配
置
計

画
で
あ
る
が
、
68
頁
、
約
12
万
字
、
新
書
に

な
る
ほ
ど
の
大
論
文
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
の
背
景
と
し
て
、
政
府
に
お
け

る
国
土
計
画
策
定
の
動
き
が
あ
っ
た
。

1
9
4
0
年
（
昭
和
15
年
）
9
月
、
政
府
は

国
土
計
画
設
定
要
綱
を
閣
議
決
定
し
た
。
国

防
国
家
態
勢
の
強
化
を
目
標
と
し
た
国
土
の

総
合
的
利
用
開
発
の
計
画
で
、
鉱
工
業
、
農

林
畜
水
産
業
の
配
分
、
交
通
、
動
力
、
治
山

治
水
・
利
水
、
人
口
配
分
な
ど
の
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
動
き
に
田
村

は
素
早
く
反
応
し
、
同
年
の
11
・
12
月
合
併

号
の
巻
頭
に
「
國
土
計
画
と
國
立
公
園
」
と
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い
う
小
文
を
掲
載
し
た
。
田
村
の
主
張
は
、

国
土
計
画
の
樹
立
に
当
た
り
、
国
立
公
園
、

道
府
県
立
公
園
な
ど
を
予
め
計
画
に
位
置
づ

け
、
適
地
を
産
業
そ
の
他
の
利
用
か
ら
保
留

し
て
お
く
の
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。
国
民
大

衆
の
利
用
を
考
え
れ
ば
、
国
際
観
光
の
見
地

を
尊
重
し
た
既
指
定
の
12
公
園
に
さ
ら
に
増

設
し
て
分
布
の
適
正
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
公
園
の
代
用
と
な
り
得
る
国
有
林
、
公

有
林
、
公
有
水
面
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」
は
そ
の
１
年
あ
ま

り
後
に
掲
載
さ
れ
た
。
論
文
を
ま
と
め
上
げ

る
の
に
そ
れ
だ
け
の
時
間
と
作
業
が
必
要
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

論
文
は
以
下
の
８
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
１
　
国
民
と
休
養

　
２
　
国
土
計
画
と
休
養
地

　
３
　
休
養
地
計
画
基
本
資
料

　
４
　
休
養
地
利
用
に
関
す
る
資
料

　
５
　
国
立
公
園
計
画

　
６
　
道
府
県
立
公
園
計
画

　
７
　
都
市
自
然
公
園
計
画

　
８
　
そ
の
他
の
休
養
地
計
画

【
１
、
２
章
】
で
は
一
国
の
国
防
、
産
業
、

文
化
、
厚
生
対
策
に
お
い
て
休
養
問
題
も
重

要
な
意
味
を
持
ち
、
休
養
地
を
国
土
計
画
に

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

【
３
章
】
で
は
休
養
地
計
画
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
要
件
と
し
て
、
休
養

地
の
立
地
条
件
に
よ
り
異
な
る
利
用
適
期
・

期
間
、
利
用
地
点
の
収
容
力
、
利
用
者
の
誘

致
範
囲
、
都
市
と
の
位
置
関
係
、
交
通
機
関

の
状
況
な
ど
に
加
え
、
国
民
の
家
計
や
休
暇

制
度
を
挙
げ
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。

【
４
章
】
で
は
職
業
、
学
齢
な
ど
国
民
各
層

の
人
口
分
布
や
旅
行
の
実
態
、
観
光
地
の
利

用
の
現
状
、
交
通
機
関
の
利
用
状
況
な
ど
を

分
析
し
、
休
養
地
利
用
に
関
す
る
以
下
の
数

値
な
ど
を
推
定
し
て
い
る
。

国
民
の
休
養
地
利
用
回
数
…
年
間
１
人
あ
た

り
１
・
２
回

休
養
地
の
誘
致
圏
…
日
帰
り
旅
行
圏
40
キ
ロ
、

宿
泊
旅
行
圏
1
2
0
キ
ロ

休
養
地
の
利
用
の
年
間
変
化
…
一
季
型
（
大

雪
山
な
ど
）
〜
四
季
型
（
白
浜
温
泉
な
ど
）

利
用
者
数
の
今
後
の
伸
び
…
15
％
／
年
　
10

年
後
4
倍
、
20
年
後
16
倍

【
５
章
】
は
こ
の
論
文
の
眼
目
と
す
る
部
分

で
あ
り
、
最
も
多
く
の
誌
面
を
割
い
て
い
る
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
自
然
条
件
で
厳
選
し
た

た
め
遠
隔
地
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
国
立
公

園
を
国
民
大
衆
の
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す

る
た
め
、
選
定
に
際
し
地
方
ご
と
の
人
口
配

分
の
現
状
と
将
来
予
測
に
関
す
る
考
察
を
追

加
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
非
常
時
下

の
休
止
停
滞
を
考
慮
し
て
計
画
期
間
を
20
年

と
す
る
こ
と
、
人
口
に
基
づ
く
国
立
公
園
の

必
要
量
を
求
め
国
立
公
園
系
統
樹
立
の
一
般

的
標
準
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
に
、
1

9
4
0
年
を
基
準
年
と
し
、
20
年
後
の
1
9

6
0
年
に
必
要
な
国
立
公
園
の
面
積
は

2
0
0
万
ha
で
国
土
の
5
％
、
数
は
20
箇
所

に
な
る
と
し
て
い
る
（
表
１
）
。

　
次
に
全
国
を
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
7

地
方
に
分
け
、
各
地
方
の
20
年
後
の
人
口
、

国
立
公
園
の
利
用
者
数
を
推
計
し
、
こ
れ
を

基
に
国
立
公
園
の
地
域
配
分
を
検
討
し
て
い

る
。
検
討
に
当
た
っ
て
の
方
針
は
以
下
の
４

点
で
あ
る
。

①
全
国
民
が
一
泊
程
度
で
利
用
し
う
る
範
囲

に
国
立
公
園
を
配
置
す
る

②
公
園
の
中
心
か
ら
1
2
0
キ
ロ
を
利
用
圏

（
一
泊
休
養
圏
）
と
す
る

③
一
泊
休
養
圏
で
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」
田
村 

剛
1
9
4
2
年（「
國
立
公
園
」第
14
巻
第
4
号
、1
9
4
2
年
）

＊
戦
争
の
影
響
で
減
少
し
現
況
回
復
に
10
年
要
す

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
毎
年
15
％
増
で
、
20
年
後

に
４
倍
、
年
増
加
率
に
換
算
す
る
と
7
％

特集 戦時下の国土休養地計画2
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※人口9600万人、国立公園利用率25％ 公園利用者数2400万人（現況の4倍）
※国立公園１箇所当たりの面積10万ha、利用者数100万人/年とすると、
　国立公園の必要量は24箇所、240万ha
※関東以南は適地が少ないため、20箇所、200万haを目標として設定すると、
　一人当たりの国立公園面積200㎡、国土面積（38万㎢）の5％となる

表 2 休養地計画総括表

図 1 國立公園配分計畫図（「國立公園」第14巻第2号、1942年、24頁より）

表 1 20年後の国立公園の必要箇所数と面積 ④
公
園
の
収
容
力
を
考
慮
し
、
人
工
稠
密
地

方
で
は
休
養
圏
が
重
な
る
よ
う
に
公
園
を
配

置
す
る

　
こ
の
結
果
、
既
存
の
12
公
園
に
加
え
今
後

9
公
園
を
新
設
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
結

論
を
導
き
出
し
て
い
る
（
図
１
）
。

【
６
、
７
、
８
章
】
で
は
地
方
公
園
（
道
府

県
立
公
園
）
、
都
市
自
然
公
園
、
そ
の
他
の

休
養
地
の
国
土
計
画
へ
の
位
置
づ
け
の
必
要

性
を
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
量
を
算
出
し

て
い
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
全
て
を
合
わ
せ
て
国
土
全

体
で
４
６
３
万
ha
の
休
養
地
が
必
要
に
な
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
（
表
２
）
。

　
こ
の
論
文
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、
国
土

の
国
立
公
園
体
系
を
お
そ
ら
く
我
が
国
で
初

め
て
具
体
的
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
結
果
と
し
て
ほ
ぼ
そ
の
と
お
り
に
実
現
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
設
す
べ
き
と
し
た

９
公
園
は
、
1
9
4
6
年
（
昭
和
21
年
）
の

伊
勢
志
摩
か
ら
始
ま
っ
て
１
９
５
６
（
昭
和

31
年
）
ま
で
に
す
べ
て
指
定
さ
れ
た
（
う
ち

3
つ
は
国
定
公
園
）。国
立
公
園
の
数
は
１
９

６
０
年
（
昭
和
35
年
）
に
目
標
ど
お
り
20
と

1940年現在

人口

国立公園面積

国立公園対国土面積比

人口一人当たり
国立公園面積

人

ha

%

㎡

73,000,000

1,000,000

2.60

137

人

ha

%

㎡

96,000,000

2,000,000

5.30

208

1960年現在

種別 面積（ha） 対国土比

人口
一人当たり
面積（㎡）

公園及び休養地
公園
国立公園
道府県立公園
市立公園
休養地
御料林
国有林
その他国有地
府道県有林
市有林
社寺及び私有地
社寺林及び私有林

4,630,400
2,230,400
2,000,000

172,800
57,600

2,400,000
150,000

1,000,000
100,000
790,000
60,000

150,000
150,000

12.20
5.90
5.30
0.45
0.15
6.30
0.39
2.63
0.26
2.08
0.16
0.39
0.39

482
232
208

18
6

250
16

104
10
82
6

16
16

※図中の1～7の数字は、北海道～九州の7地方を表している
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史
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。
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得
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。
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復
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國
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公
園
』
は
創
刊
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昭
和
4
年

か
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國
土
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民
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と
改
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さ
れ
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昭
和
19
年
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の

も
の
を
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象
と
し
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あ
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。

新
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・
雑
誌
は
そ
の
時
代
の

特
色
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

り
、
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
の

変
化
を
通
覧
す
る
作
業
は
、

歴
史
研
究
に
は
不
可
欠
で
あ

ろ
う
（
全
号
を
揃
え
て
の
復

刻
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
不
可
能

の
場
合
に
は
欠
号
が
あ
る
ま

ま
復
刻
す
る
こ
と
が
あ
る
。

復
刻
版
の
刊
行
が
呼
び
水
と

な
り
、
後
に
読
者
か
ら
所
蔵

情
報
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
）。

　
復
刻
版
の
主
な
対
象
と
し

て
、
敗
戦
前
後
に
各
地
で
大

量
に
焼
却
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
戦
時
中
の
公
文
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
歴
史
研
究
の
基
本

資
料
で
あ
り
、
研
究
者
か
ら

の
需
要
も
高
か
っ
た
。
不
二

出
版
に
お
い
て
も
戦
時
下
統

制
関
係
資
料
の
復
刻
を
数
多

く
手
掛
け
た
。

　
他
方
、
稀
覯
本
の
復
刻
も

盛
ん
で
あ
る
。
大
修
館
書
店

の
『
覆
刻
日
本
の
山
岳
名

著
』
は
1
9
7
5
年
に
刊
行
、

大
部
売
れ
た
様
で
あ
る
。
ま

た
、
日
本
山
岳
会
の
機
関
誌

『
山
岳
』
の
復
刻
を
し
た
出

版
社
も
あ
っ
た
。
不
二
出
版

で
も『
國
立
公
園
』の
ほ
か
に

『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』

『
古
蹟
』『
風
景
』等
、
景
勝
・

観
光
を
主
題
と
し
た
雑
誌
を

復
刻
し
て
き
た
。

　
復
刻
版
も
、
最
近
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
蔭
で
何
で

も
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

ま
た
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
利
用
者
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
今
後
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
鋭
敏
に
捉

え
、
洗
練
さ
れ
た
企
画
を
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
ろ
う
。

復
刻
版

『
國
立
公
園
』

な
り
、
面
積
は
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）

に
１
９
６
万
ha
と
ほ
ぼ
計
画
を
達
成
し
、
そ

の
後
20
年
余
に
わ
た
り
2
0
0
万
ha
か
ら

2
0
2
万
ha
で
推
移
し
た
。

　
所
管
外
の
国
有
林
や
県
有
林
、
都
市
自
然

公
園
な
ど
も
含
め
て
論
じ
た
の
は
、
「
休
養

地
」
で
ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
で
国
立
公

園
の
孤
立
を
避
け
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は

と
思
う
の
は
見
当
違
い
だ
ろ
う
か
。

政
府
も
国
民
も
戦
争
一
色
に
染
ま
る
中
で
、

国
立
公
園
の
存
在
が
打
ち
捨
て
ら
れ
る
こ
と

は
絶
対
に
避
け
た
い
と
い
う
田
村
の
強
い
思

い
、
し
た
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
論
文
で
あ

る
。

特集 戦時下の国土休養地計画2
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日
本
の
温
泉
医
学
、

そ
の
新
時
代へ
の
起
点
を

古
書
か
ら
見
つ
け
る

N
P
O
法
人 

健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

常
任
理
事 

合
田
純
人

特
集

3

合
田
純
人（
ご
う
だ・す
み
と
）

１
９
４
９
年
、香
川
県
生
ま
れ
。１

９
８
６
年
設
立
の
健
康
と
温
泉
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
、世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）と

公
式
関
係
を
持
つ
国
際
温
泉
気
候
連
合
の
ア
ジ
ア・

太
平
洋
協
議
会（
F
A
P
A
C
）初
代
事
務
局
長
を

長
年
兼
務
。国
内
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア・
太
平
洋
地

区
の
温
泉
の
社
会
化
、疾
病
予
防
や
保
健
的
利
用
の

普
及・啓
蒙
に
携
わ
り
、積
極
的
に
温
泉
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
進
め
て
い
る
。国
内
で
は
自
治
体
の
委
員
な

ど
歴
任
。温
泉
地
の
広
域
連
携
や
産
官
学
の
立
体
的

な
研
究
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
や
、温
泉
療
養
の

医
療
費
控
除
な
ど
の
政
策
提
言
、温
泉
関
連
人
材
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。專
門
は
健
康
社
会
学

主
な
著
書「Therm

alism
 in Japan

」（
1
9
8
8

年
） 「
日
本
の
名
湯
百
選
」（
1
9
9
0
年
）「
新
・
湯

治
の
す
す
め
」（
2
0
0
9
年
）「
放
射
能
泉
の
安
全

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
共
著
）（
2
0
1
2
年
）

「
温
泉
か
ら
の
思
考（
共
著
）」（
2
0
1
2
年
）、「
温

泉
実
務
必
携（
共
著
）」（
2
0
1
6
年
）等

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』と

『
日
本
鉱
泉
論
』

　
私
が
こ
の
二
冊
の
本
を
知
っ
た
の
は
、
故

大
島
良
雄
先
生
の
紹
介
だ
っ
た
。
明
治
13
年

発
行
の
『
日
本
鉱
泉
論
』
と
、
そ
の
著
者
で

あ
る
明
治
の
医
学
者
の
日
記
と
し
て
、『
ベ

ル
ツ
の
日
記
』を
ぜ
ひ
読
む
よ
う
に
と
紹
介

さ
れ
た
。
当
時
、
温
泉
の
こ
と
を
何
も
知
ら

な
か
っ
た
私
は
、
後
者
が
日
本
の
温
泉
の
素

晴
ら
し
さ
と
そ
の
医
療
や
保
養
へ
の
社
会
的

活
用
を
説
い
た
貴
重
な
本
だ
と
聞
き
、
本
棚

か
ら
小
さ
な
文
庫
本
を
手
に
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
故
大
島
良
雄
先
生
は
明
治
44
年
に
札
幌
で

生
ま
れ
、
名
付
け
親
は
あ
の
「
武
士
道
」
の

著
者
、
新
渡
戸
稲
造
で
あ
る
。
昭
和
９
年
東

京
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
医
学
部
教
授
と
し

て
、
信
州
大
学
、
岡
山
大
学
、
東
京
大
学
な

ど
各
地
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
。
ま
た
温
泉
や

リ
ウ
マ
チ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
東
洋
医
学
な
ど

の
学
会
の
会
長
を
さ
れ
な
が
ら
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
、
埼
玉
医
科
大
学
名
誉
病
院
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
後
に
私
が
所
属
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
初
代
会
長
及
び
名
誉
会
長
と
し
て
ご
活
躍
、

平
成
17
年
１
月
に
亡
く
な
る
ま
で
日
本
の
温

泉
医
学
の
伝
統
を
大
切
に
守
り
、
ま
た
人
間

と
し
て
も
誠
に
魅
力
あ
る
偉
大
な
日
本
人
で

あ
り
、
そ
し
て
医
学
者
で
あ
っ
た
。
先
生
と

初
め
て
練
馬
の
ご
自
宅
で
お
会
い
し
た
の
が
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『
日
本
鉱
泉
論
』

ベ
ル
ツ
、中
央
衛
生
会
、1
8
8
0
年

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
）

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、菅
沼
竜
太
郎
訳
、岩
波
書
店
、

1
9
7
9
年（
初
版
は
1
9
3
9
年
）

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
量
生
産
、
消
費
が

も
て
は
や
さ
れ
た
高
度
成
長
時
代
の
日
本
で

は
、
温
泉
も
消
費
財
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
明
治
以
降
１
５
０
年
、
日
本
が
近
代
国

家
へ
と
邁
進
し
た
中
で
、
日
本
人
と
温
泉
の

見
せ
る
景
色
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
、

日
本
の
近
代
医
療
の
進
化
の
中
で
、
い
か
に

日
本
の
伝
統
と
、
そ
の
心
、
そ
し
て
温
泉
医

学
が
埋
没
し
て
い
っ
た
の
か
、
温
泉
に
限
ら

ず
、
こ
の
古
書
の
意
味
す
る
急
激
な
近
代
化

と
そ
の
価
値
観
の
変
遷
に
よ
る
日
本
人
の
混

乱
、
そ
の
社
会
的
世
相
を
知
る
と
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
日
本
の
社
会
変
遷
な
ど
、
茶

飲
み
話
に
見
え
て
く
る
。
何
気
な
い
日
常
の

日
記
に
隠
さ
れ
た
ベ
ル
ツ
の
洞
察
力
は
、
日

本
人
が
置
き
忘
れ
て
き
た
「
何
か
」
を
気
付

か
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
「
何
か
」
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。

も
し
も
草
津
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

あ
っ
た
と
し
た
ら

　
明
治
政
府
は
近
代
国
家
を
目
指
し
て
、
急

激
な
近
代
化
を
図
っ
た
。
西
欧
列
強
か
ら
基

本
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
社
会
制
度
や
シ
ス
テ

ム
を
学
び
、
模
倣
す
る
た
め
、
様
々
な
分
野

で
外
国
人
教
師
を
招
聘
し
た
。
医
学
教
育
に

お
い
て
は
、
長
崎
か
ら
蘭
学
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
た
幕
末
頃
か
ら
維
新
を
経
て
も
っ
ぱ
ら

イ
ギ
リ
ス
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

徐
々
に
幕
府
の「
医
学
所
」か
ら「
医
学
校
」

へ
の
変
遷
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
医
学
の
臨
床

医
学
教
育
か
ら
、
学
理
・
研
究
を
重
視
す
る

医
学
へ
と
移
り
変
わ
り
、
ド
イ
ツ
の
医
科
大

学
を
モ
デ
ル
と
し
た
組
織
改
革
が
進
ん
だ
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
ド
イ
ツ
か
ら
新
進

気
鋭
の
近
代
医
学
の
教
師
と
し
て
、
招
聘
さ

れ
た
医
師
の
一
人
で
あ
り
、
東
京
大
学
医
学

部
の
元
と
な
っ
た
東
京
医
学
校
の
内
科
教
授

に
明
治
９
年
に
就
任
し
た
の
が
そ
の
人
、
エ

ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
博
士
で
あ
る
。

当
時
弱
冠
27
歳
の
青
年
医
師
で
あ
っ
た
ベ
ル

ツ
博
士
は
52
歳
で
東
京
医
学
校
（
後
の
東
京

大
学
医
学
部
）
を
退
官
す
る
ま
で
の
約
25
年

間
、
我
が
国
の
特
異
な
水
田
作
業
で
の
寄
生

虫
病
や
風
土
病
の
研
究
と
と
も
に
、
も
と
も

と
鉱
泉
（
温
泉
）
の
持
つ
疾
病
予
防
、
予
防

医
学
的
な
研
究
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

火
山
国
で
あ
る
日
本
特
有
の
強
酸
性
泉
な
ど

に
間
近
に
出
会
っ
て
か
ら
日
本
の
温
泉
の
優

れ
た
医
療
や
保
養
効
果
を
主
な
研
究
対
象
と

し
た
。
東
京
で
政
界
や
皇
族
ま
た
は
企
業
の

お
抱
え
医
師
と
し
て
活
躍
す
る
と
同
時
に
、

草
津
温
泉
や
有
馬
温
泉
、
伊
香
保
温
泉
を
始

め
日
本
全
国
の
温
泉
地
を
訪
れ
、
そ
の
体
験

や
治
験
を
明
治
13
年
に
『
日
本
鉱
泉
論
』

（
中
央
衛
生
会
）
と
し
て
ま
と
め
た
。
特
に
、

そ
の
中
で
草
津
温
泉
に
関
し
て
「
草
津
に
は
、

無
比
の
温
泉
以
外
に
、
日
本
で
も
最
良
の
山

の
空
気
と
、
全
く
理
想
的
な
飲
料
水
が
あ
る
。

こ
ん
な
土
地
が
、
も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ

た
と
し
た
ら
、
カ
ル
ル
ス
バ
ー
ド
（
現
在
の

チ
ェ
コ
に
位
置
し
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第

一
の
温
泉
保
養
地
）
よ
り
も
に
ぎ
わ
う
こ
と

だ
ろ
う
。『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』（
岩
波
文
庫
版
よ

り
）」と
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
温
泉
関

係
者
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
時
間
湯

（
高
温
浴
）
な
ど
当
時
の
日
本
の
温
泉
文
化

の
背
景
と
な
っ
た
仏
教
や
山
岳
信
仰
の
伝
統

的
な
風
習
な
ど
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
い
た
く
草
津
温
泉
が
気
に
入
っ
た

ベ
ル
ツ
博
士
は
、
そ
の
優
れ
た
高
原
的
保
養

環
境
、
気
候
的
環
境
を
活
か
し
、
世
界
的
な

温
泉
保
養
地
に
欠
か
せ
な
い
、
温
泉
医
学
研

究
所
や
療
養
施
設
を
建
設
す
る
よ
う
に
自
ら

の
患
者
だ
っ
た
高
官
や
企
業
家
を
通
じ
て
、

当
時
の
政
府
に
進
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
草

津
温
泉
の
泉
源
の
権
利
や
、
温
泉
街
か
ら
す

こ
し
登
っ
た
、
高
原
地
区
の
広
大
な
土
地
を

自
費
で
購
入
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
地
縁

の
な
い
外
国
人
が
い
く
ら
旗
を
振
っ
て
も
、

地
元
の
特
に
保
守
的
な
地
主
や
温
泉
旅
館
の

経
営
者
が
反
対
し
、
実
現
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

昭
和
60
年
で
、
そ
の
年
が
、
結
果
的
に
私
の

温
泉
元
年
と
な
り
、
以
降
30
数
年
、
平
成
が

終
わ
り
、
新
た
な
年
号
で
温
泉
新
時
代
を
迎

特集 日本の温泉医学、その新時代への起点を古書から見つける3
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1
8
9
1
年

（
明
治
24
）夏
、

草
津
を
訪
れ
た

ベ
ル
ツ
博
士（
左
端
）。

一
井
旅
館

（
現
ホ
テ
ル
一
井
）に
て
。

所
蔵
：
ホ
テ
ル
一
井

結
果
的
に
、
ベ
ル
ツ
の
構
想
に
理
解
を
示
し

て
温
泉
保
養
地
の
計
画
の
見
直
し
が
始
ま
っ

た
の
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
ド
イ
ツ
に
帰
国
す

る
直
前
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の

生
々
し
い
話
を
、
代
々
、
草
津
温
泉
の
地
主

で
町
長
な
ど
し
て
い
た
家
系
で
、
学
生
を
連

れ
て
温
泉
療
養
の
実
習
の
た
め
、
た
び
た
び

草
津
温
泉
に
滞
留
し
た
故
大
島
良
雄
先
生
の

無
二
の
親
友
で
あ
る
故
中
沢
兆
三
氏
に
直
接

お
う
か
が
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
沢
氏

の
祖
父
が
当
初
、
強
固
に
反
対
し
た
の
だ
と

い
う
。
だ
が
、
改
め
て
、
ベ
ル
ツ
の
理
想
を

実
現
し
よ
う
と
、
高
原
に
ホ
テ
ル
や
日
本
初

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
た
り
、
温
泉
研
究
所

を
自
費
で
運
営
し
た
り
、
ベ
ル
ツ
の
理
想
を

実
現
し
よ
う
と
し
た
。
も
う
ひ
と
り
の
明
治

生
ま
れ
の
日
本
人
が
い
た
の
だ
。

伝
統
的
温
泉
療
法
が

消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る

　
ベ
ル
ツ
博
士
の
意
志
を
引
き
継
い
だ
の
は
、

草
津
温
泉
の
故
中
沢
兆
三
氏
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
昭
和
元
（
1
9
2
6
）
年
、
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
に
温
泉
気
候
物
理
医
学
を
研

究
す
る
内
科
物
理
療
法
学
講
座
が
創
設
さ
れ
、

ベ
ル
ツ
博
士
の
温
泉
医
学
研
究
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
我
が
国
の
国

立
大
学
に
お
け
る
温
泉
医
学
研
究
を
柱
の
一

つ
と
す
る
近
代
講
座
の
始
ま
り
で
、
講
座
主

任
に
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
の
出
身
国
ド
イ
ツ
で

温
泉
医
学
、
放
射
線
医
学
を
研
鑽
し
て
き
た

真
鍋
嘉
一
郎
教
授
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
、

三
沢
敬
義
教
授
そ
し
て
大
島
良

雄
先
生
と
引
き
継
が
れ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
1
9
9
8
年
、

内
科
再
編
成
に
伴
い
、ア
レ
ル

ギ
ー
・
リ
ウ
マ
チ
内
科
と
な
っ

て
、
同
講
座
は
消
滅
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
、
九
州
大
学
、

群
馬
大
学
、
岡
山
大
学
ほ
か
全

国
の
温
泉
地
に
あ
っ
た
大
学
附

属
温
泉
研
究
所
も
次
々
閉
鎖
さ

れ
、
今
日
で
は
日
本
の
伝
統
的

温
泉
療
法
が
大
学
医
学
教
育
の

臨
床
医
学
か
ら
忘
れ
去
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
ベ
ル
ツ
博
士
の

蒔
い
た
日
本
の
温
泉
医
学
の
伝

統
が
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
明
治
政
府
の
新
し
い
近
代
的
医

療
制
度
で
あ
る
「
医
制
」
で
の
伝
統
医
学
の

切
り
捨
て
政
策
だ
っ
た
。
日
本
の
近
代
化
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
伝
染
病
な
ど

が
迷
信
や
信
仰
な
ど
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
薬
草
や
漢
方
、
温
泉
や
禊
、

水
行
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
を
全
面
否

定
し
、
西
洋
医
学
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
知

識
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
み
国
家
が
認
め
る
医

学
と
し
て
手
厚
く
育
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
自
然
に
寄

り
添
う
日
本
の
伝
統
や
風
習
、
貝
原
益
軒
の

『
養
生
訓
』
な
ど
の
優
れ
た
教
え
な
ど
、
日

本
人
を
支
え
た
精
神
文
化
ま
で
否
定
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
日
本
の
伝
統
を
守
っ
て
き
た
知
識

『
古
書
に
見
る
温
泉 

私
の
温
泉
史
ノ
ー
ト
抄
』

野
口 

冬
人
、現
代
旅
行
研
究
所
、

2
0
0
4
年

『
ベ
ル
ツ
日
本
文
化
論
集
』

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
、東
海
大
学
出
版
会
、

2
0
0
1
年

『
新
版
日
本
の
温
泉
地 

そ
の
発
達
・
現
状
と
あ
り
方
』

山
村
順
次
、日
本
温
泉
協
会
、

1
9
9
8
年

『
ベ
ル
ツ
と
草
津
温
泉
』

市
川
善
三
郎
、あ
さ
を
社
、

1
9
8
0
年
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人
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
ま
さ
に
１
８
０
度
の
大
転
換
を
す
る
こ

と
で
社
会
的
地
位
を
保
証
さ
れ
、
生
き
残
る

よ
う
な
有
様
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
（
文
語
体
は
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、

筆
者
が
一
部
省
略
し
て
口
語
体
で
翻
訳
し
て

い
る
）

「
日
本
人
は
、
幕
末
か
ら
維
新
と
わ
ず
か

10
年
前
に
あ
っ
た
封
建
制
度
時
代
か
ら
、

（
い
っ
て
み
れ
ば
中
世
騎
士
時
代
の
文
化
状

態
に
あ
っ
た
の
が
）、 

数
百
年
の
時
代
を
一

挙
に
飛
び
越
え
て
、
19
世
紀
に
飛
び
乗
っ

て
全
て
の
知
識
や
科
学
的
成
果
を
即
座
に
、

自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。」

「
そ
し
て
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
培
っ
て

き
た
知
識
や
文
化
を
教
え
る
た
め
に
招
聘

さ
れ
た
我
々
は
、
日
本
人
を
こ
き
下
ろ
し
、

あ
る
い
は
、
日
本
を
賞
賛
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
無
知
に
さ
え
お
べ
っ
か
を
使
っ

て
い
る
。
外
国
人
教
師
の
使
命
を
見
直
す

べ
き
人
た
ち
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
我
々
だ
け
で
な
く
日
本
人
に
も
不
敬
な

人
々
が
多
く
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

西
欧
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
だ

が
、
日
本
人
は
自
分
自
身
の
過
去
に
持
っ

て
い
た
知
識
を
全
否
定
し
、
そ
の
こ
と
を

信
念
と
し
て
重
ね
て
き
た
知
見
や
理
論
に

つ
い
て
は
何
も
思
い
出
し
た
く
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
教
養
人
た
ち
は
そ
れ
を
恥

じ
て
さ
え
い
る
。
『
い
や
、
何
も
か
も
す

べ
て
野
蛮
で
し
た
』、『
我
々
に
は
歴
史
は

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
歴
史
は
今
、
始
ま

る
の
で
す
』
と
い
う
知
識
人
さ
え
い
る
。」

　 「
こ
の
よ
う
な
事
は
急
激
な
変
化
・
変
質

に
対
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
自
然
な
反
発

か
ら
起
こ
り
得
る
こ
と
と
は
理
解
で
き
る

が
、
正
直
、
大
変
不
快
な
感
情
が
湧
い
て

く
る
。
日
本
人
た
ち
が
自
分
の
培
っ
て
き

た
文
化
や
環
境
を
自
己
否
定
し
、
軽
視
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
私
達
の
信
頼

や
理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に

今
の
日
本
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
の
は

日
本
文
化
が
持
つ
す
べ
て
の
貴
重
で
大
切

な
も
の
は
何
か
を
検
証
し
、
そ
れ
を
現
在

と
将
来
を
つ
な
ぐ
大
切
な
も
の
と
し
て
大

切
に
育
て
、
こ
と
さ
ら
ゆ
っ
く
り
と
慎
重

に
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
の
だ
。
」

　
改
め
て
明
治
1
5
0
年
に
あ
た
る
2
0
1

8
年
、
温
泉
医
学
は
西
欧
や
日
本
で
も
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
自

然
医
学
（
森
林
浴
、
海
浜
や
山
岳
地
で
の
気

候
療
法
、
温
泉
療
法
、
漢
方
治
療
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
の
物
理
療
法
）
が
近
代
医
学
と
併

用
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
費
な
ど
の
高
騰
で
、

温
泉
療
養
へ
の
社
会
保
障
費
が
削
減
さ
れ
、

ま
た
従
来
の
温
泉
療
養
の
適
応
症
に
優
れ
た

新
薬
が
開
発
さ
れ
、
温
泉
医
学
の
活
躍
す
る

伝
統
的
な
保
養
地
が
療
養
地
か
ら
休
養
地
も

し
く
は
観
光
地
へ
と
大
き
な
転
身
を
図
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
ア
（
療
養
）
か
ら
ウ
エ
ル

ネ
ス
（
健
康
増
進
）
へ
移
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
そ
の
次
の
世
界
「
ポ
ス
ト
・
ウ
エ
ル

ネ
ス
」
を
見
据
え
、
自
然
と
一
体
化
し
、
心

身
（
心
と
体
）
、
ソ
ウ
ル
（
魂
）
再
生
の
装

置
と
し
て
の
伝
統
を
持
つ
日
本
の
温
泉
地
と

そ
の
文
化
が
世
界
的
に
熱
い
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
日
本
の
温
泉
の
真
価
が
試
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
温
泉
医
療
の
近
代
化
へ
の

示
唆
の
み
な
ら
ず
、
確
固
た
る
伝
統
と
文
化

及
び
信
念
を
失
う
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
し

て
い
る
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
は
、
上
下
２
冊

の
薄
い
文
庫
本
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
故
大

島
良
雄
先
生
が
貫
い
た
信
念
と
人
と
し
て
の

生
き
方
を
改
め
て
思
い
出
し
、
「
日
本
人
が

置
き
忘
れ
て
き
た
大
切
な
何
か
」
を
考
え
る

大
切
な
古
書
と
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
鑛
泉
誌
』（
上
巻
）

内
務
省
衛
生
局
編
、報
行
社
、1
8
8
6
年

『
温
泉
案
内
』

鉄
道
省
、鉄
道
省
、1
9
3
1
年

『
温
泉
か
ら
の
思
考 

温
泉
文
化
と
地
域
の
再
生
の
た
め
に
』

合
田
純
人 

森
繁
哉
、新
泉
社
、2
0
1
1
年

『
写
真
記
録 

日
本
の
温
泉
』

写
真
記
録
刊
行
会 

編
、

日
本
ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
、2
0
1
2
年

『
日
本
温
泉
大
鑑
』

日
本
温
泉
協
會 

編
、博
文
館
、1
9
4
1
年

特集 日本の温泉医学、その新時代への起点を古書から見つける3
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神
戸
女
子
大
学 

家
政
学
部
・
家
政
学
科 

教
授
　

砂
本
文
彦

特
集

4

砂
本
文
彦

（
す
な
も
と・ふ
み
ひ
こ
）

神
戸
女
子
大
学
家
政
学

部
教
授
。 

1
9
9
7
年

豊
橋
技
術
科
学
大
学
大

学
院
修
士
課
程
修
了
。 

2
0
0
1
年
東

京
大
学
・
博
士（
工
学
）「
近
代
日
本
に
お

け
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
開
発
の
史
的
研

究
」。日
本
学
術
振
興
会
特
定
国
派
遣
研

究
者（
韓
国
）等
を
経
て
現
職
。 

単
著
に

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト 

一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』

（
青
弓
社
、2
0
0
8
年
、日
本
観
光
研
究

学
会
賞・建
築
史
学
会
賞
受
賞
）、『
図
説

ソ
ウ
ル
の
歴
史 

漢
城
│

京
城
│

ソ
ウ
ル
』

（
河
出
書
房
新
社
、2
0
0
9
年
）。 

共
著

に『
観
光
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　新
し
い
知

的
領
野
へ
の
旅
立
ち
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、

2
0
1
4
年
）、『
近
代
日
本
の
空
間
編
成

史
』（
思
文
閣
出
版
、2
0
1
7
年
）等
。

ホ
テル
建
築
か
ら
み
た

書
籍
の
情
報
と
時
代
性

景
観
と
歴
史
の
は
ざ
ま
で

　
学
部
生
の
こ
ろ
、
研
究
室
で
愛
知
県
蒲
郡

市
の
都
市
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
与

え
ら
れ
た
。
地
形
や
緑
地
、
街
路
、
家
並
み

な
ど
、
様
々
な
要
素
に
整
理
を
し
て
い
く
の

だ
が
、
突
出
し
た
存
在
感
を
放
つ
建
造
物
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
現
・
蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
、
旧
蒲
郡

ホ
テ
ル
）
だ
っ
た
。
三
河
湾
に
面
す
小
高
い

山
の
上
に
聳
え
た
つ
和
風
の
外
観
を
も
っ
た

洋
式
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
当
時
の
景
観
学
で
は
、
即
物
的
な
〈
モ

ノ
〉
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
〈
メ
タ
〉
な
要

素
に
格
上
げ
す
る
の
が
ス
マ
ー
ト
だ
っ
た
。

蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
も
あ
え
て
言
う
な
ら
、

ケ
ビ
ン
・
リ
ン
チ
が『
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
』の

中
で
示
し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
近
い
。
ど
こ

か
ら
で
も
視
認
で
き
、
も
し
蒲
郡
か
ら
失
わ

れ
る
と
し
た
ら
、
市
民
に
喪
失
感
が
生
ま
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
景
観
的
に
整
理
し
よ

う
と
し
て
も
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。
三

河
湾
に
浮
か
ぶ
竹
島
と
対
を
な
し
て
そ
の
存

在
感
は
圧
倒
的
な
の
だ
が
、
も
と
も
と
蒲
郡

の
地
域
性
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、

う
ま
く
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

こ
こ
は
素
直
に
ホ
テ
ル
の
歴
史
を
読
み
解
く

こ
と
で
そ
の
固
有
性
に
近
づ
こ
う
と
し
た
。

蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

（
旧
蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、蒲
郡
ホ
テ
ル
）

『
近
代
日
本
の

国
際
リ
ゾ
ー

ト 

一
九
三
〇
年

代
の
国
際
観

光
ホ
テ
ル
を

中
心
に
』砂
本

文
彦
、青
弓
社
、

2
0
0
8
年
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1
9
3
0
年
代

国
際
観
光
政
策
に
よ
る

国
際
観
光
ホ
テ
ル

　
1
9
3
0
年
代
の
国
際
観
光
政
策
で
つ
く

ら
れ
た
「
国
際
観
光
ホ
テ
ル
」
は
、
調
べ
て

み
る
と
全
国
に
15
も
あ
っ
た
。
と
な
る
と
、

15
の
ホ
テ
ル
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。『
ホ
テ
ル
建
築
図
集
』（
清
水

組
編
、
1
9
3
6
年
）
に
は
そ
の
う
ち
6
つ

の
ホ
テ
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
さ
っ
そ
く
探
し
出
し
て
手
に
し
て
み
た
。

装
丁
は
豪
華
で
、
図
集
と
あ
っ
て
外
観
や
内

観
の
写
真
、
平
面
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
は
清
水
組
（
現
在
の
清
水
建
設
）
の

設
計
か
施
工
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
か

ら
、
施
主
や
企
業
家
に
施
工
物
件
を
紹
介
す

る
図
集
な
の
で
あ
ろ
う
。「
国
際
観
光
ホ
テ

ル
」
を
求
め
て
頁
を
め
く
る
と
、
新
大
阪
ホ

テ
ル
、
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
グ
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
都
市
ホ
テ
ル
は
、
ク

ラ
シ
カ
ル
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
近
代
的
な

建
物
、
志
賀
高
原
温
泉
ホ
テ
ル
は
欧
州
に
あ

り
そ
う
な
山
小
屋
風
、
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
は
巨
大
な
海
の
家
だ
っ
た
。
結
局
、

「
帝
冠
様
式
」
と
お
ぼ
し
き
蒲
郡
ホ
テ
ル
と

同
系
統
の
外
観
だ
っ
た
の
は
、
琵
琶
湖
ホ
テ

ル
だ
け
で
あ
る
。
拍
子
抜
け
し
た
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
国
際
観
光
政
策
全
体
を
通
底
す
る
よ

う
な
建
築
表
現
に
い
わ
ゆ
る
「
帝
冠
様
式
」

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
蒲
郡
に

適
し
た
様
式
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
た
だ
け

で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
私
の
方
が
建
築
学
の
陥
穽
に
は

ま
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
国
際
観
光
ホ
テ

ル
と
い
う
枠
組
み
か
ら
、
そ
し
て
ホ
テ
ル
建

築
の
近
代
性
を
研
究
す
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
取
っ
た
。
そ
れ
は
観
光
政
策
を
通
じ
た
建

築
の
歴
史
研
究
に
な
る
だ
ろ
う
と
も
思
え
た
。

戦
前
の
ホ
テ
ル
社
史
の

少
な
さ
と
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
ヒ
ン
ト

　
戦
前
の
ホ
テ
ル
に
関
す
る
記
録
は
、
小
冊

子
類
や
雑
誌
記
事
が
大
半
だ
っ
た
。
大
部
の

著
作
は
戦
後
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
に
社
史
と
い
う
形
で
発
行
さ
れ
た
の
は
、

目
立
つ
の
は
ふ
た
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
富

士
屋
ホ
テ
ル
の
社
史
で
あ
る
『
回
顧
六
十

年
』（
山
口
堅
吉
編
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
、

1
9
3
8
年
）
と
、
名
古
屋
ホ
テ
ル
も
経
営

し
て
い
た
大
阪
ホ
テ
ル
の
社
史
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
『
ホ
テ
ル
の
想
ひ
出
』（
下
郷
市
造

著
、
大
阪
ホ
テ
ル
、
1
9
4
2
年
）
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の

建
築
意
匠
が
も
つ
意
味

　
ホ
テ
ル
は
1
9
3
0
年
代
の
国
際
観
光
政

策
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
建

築
学
を
修
め
る
私
は
身
構
え
た
。
独
特
の
外

観
か
ら
、
あ
の
「
帝
冠
様
式
」
を
思
い
浮
か

べ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
帝
冠
様
式
」
は
西
洋
式
の
建
物
躯
体
の
上

に
和
風
の
瓦
屋
根
を
大
々
的
に
載
せ
た
デ
ザ

イ
ン
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
戦
前
の
日
本
に
お

い
て
、
建
築
家
の
「
国
家
主
義
へ
の
迎
合
／

忖
度
」
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

た
。
蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
も
、
西
洋
式
の

躯
体
の
上
に
日
本
建
築
の
屋
根
が
の
っ
て
い

る
。

　
建
築
学
と
い
う
の
は
不
思
議
な
学
問
で
、

あ
の
当
時
の
理
解
に
お
い
て
、
白
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
箱
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
志
向
す

る
こ
と
は
清
廉
潔
白
で
正
し
く
、
一
方
で
、

和
風
の
大
屋
根
を
載
せ
た
「
帝
冠
様
式
」
は

退
廃
的
と
い
う
よ
う
な
、
道
徳
的
価
値
判
断

が
潜
ん
で
い
た
。
一
学
生
の
私
に
も
、
そ
の

刷
り
込
み
は
及
ん
で
い
た
。

『
ホ
テ
ル
建
築
図
集
』

清
水
組 

編
、清
水
組
、1
9
3
6
年

特集 ホテル建築からみた書籍の情報と時代性4
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し
か
な
い
ホ
テ
ル
の
社
史
は
、
日
本
の
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
と
都
市
ホ
テ
ル
の
展
開
と

消
長
を
歴
史
的
に
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
回
顧
六
十
年
』
は
、
日
本
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
の
源
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
富
士
屋
ホ
テ

ル
と
箱
根
の
歴
史
を
年
代
記
的
に
追
う
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人
専
用
ホ
テ
ル

と
し
て
の
歴
史
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま

日
本
の
外
客
誘
致
に
つ
い
て
知
れ
る
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
同
時
に
図
版
や
来
訪
者
に
関

す
る
記
録
も
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
１
９
３

０
年
代
の
国
際
観
光
政
策
の
前
史
を
把
握
す

る
う
え
で
は
豊
か
な
基
本
情
報
を
提
供
し
て

く
れ
、
な
お
か
つ
、
西
洋
人
に
向
け
た
ホ
テ

ル
建
築
を
考
え
る
に
示
唆
が
極
め
て
多
い
。

そ
れ
は
要
約
す
れ
ば
、
①
洋
式
と
い
う
生
活

ス
タ
イ
ル
を
日
本
で
成
立
さ
せ
る
問
題
、
②

イ
ン
フ
ラ
や
建
築
設
備
と
い
っ
た
近
代
化
へ

の
課
題
、
③
彼
ら
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
旅
情

を
満
た
す
た
め
の
空
間
形
成
の
あ
り
か
た
、

で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
箱
根
で
蓄
積
さ
れ
た

個
々
の
取
り
組
み
が
後
に
具
体
的
な
か
た
ち

と
な
っ
た
の
が
、
1
9
3
0
年
代
の
国
際
観

光
ホ
テ
ル
の
建
築
群
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
実
際
、
1
9
3
0
年
代
の
国

際
観
光
政
策
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
形
成
と
ホ

テ
ル
建
築
を
研
究
し
て
い
く
と
、
幾
度
と
な

く
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
試
み
の
再
来
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

『
ホ
テ
ル
の
想
ひ
出
』
は
、
明
治
・
大
正
期

の
大
阪
を
代
表
し
た
都
市
ホ
テ
ル
だ
っ
た
大

阪
ホ
テ
ル
が
そ
の
経
営
を
閉
じ
る
際
に
ま
と

め
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
。
支
店
的
位
置
づ
け

に
あ
っ
た
名
古
屋
ホ
テ
ル
の
記
述
も
含
ん
で

い
る
。
こ
ち
ら
は
年
代
記
と
い
う
よ
り
は
、

会
社
解
散
時
点
の
状
況
を
含
み
編
集
さ
れ
て

お
り
、
読
み
込
み
に
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
の
大
阪
と
名
古
屋
の
都
市
状
況
を
理
解

し
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
が
、
要
は
こ
こ
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
に
都
市
ホ
テ
ル
に
求
め
ら
れ
た
機
能
や

ス
テ
イ
タ
ス
が
、
都
市
の
成
長
に
と
も
な
い

時
々
刻
々
と
変
化
し
、
迎
賓
館
的
要
素
を
持

ち
得
た
都
市
ホ
テ
ル
の
役
割
も
新
た
な
別
の

ホ
テ
ル
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
か
つ
て
の
位
置
に
い
た
の
が
、

大
阪
で
は
大
阪
ホ
テ
ル
、
名
古
屋
で
は
名
古

屋
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
が
、
と
っ
て
か
わ
っ
た

新
た
な
ホ
テ
ル
が
、
1
9
3
0
年
代
の
国
際

観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て
開
業

し
た
新
大
阪
ホ
テ
ル
と
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

だ
っ
た
。
し
か
も
両
者
と
も
、
帝
国
ホ
テ
ル

が
関
与
し
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時

に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
の
宿
泊
機
能
に

特
化
し
た
ホ
テ
ル
も
こ
の
頃
に
多
く
新
設
さ

れ
て
お
り
、
歴
史
だ
け
あ
る
都
市
ホ
テ
ル
で

は
、
中
途
半
端
な
位
置
に
お
さ
ま
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
戦
前
期
に
発
行
さ
れ
た
ふ
た
つ

戦
前
の
都
市
ホ
テ
ル
と

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

新
設
数

　
こ
こ
で
目
安
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る

近
代
期
の
ホ
テ
ル
新
設
数
の
推
移
を
図
1
に

示
す
。『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』（
運
輸
省
、1
9
4

6
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
テ
ル
名
を
カ
ウ
ン

ト
し
、
同
書
に
漏
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
洋

式
設
備
を
備
え
る
宿
泊

施
設
も
他
文
献

『
回
顧
六
十
年
』

山
口
堅
吉
編
、富
士
屋
ホ
テ
ル
、1
9
3
8
年
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図 1 ホテルの新設状況（1858年～1944年）

よ
り
適
宜
補
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
新

設
ホ
テ
ル
の
総
数
は
実
線
で
、
都
市
ホ
テ
ル

と
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
は
わ
け
て
ヒ
ス
ト
グ
ラ

ム
で
示
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
ホ
テ
ル
の
新
設
数
は
明
治

期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
新
設
が
集
中
す
る

時
期
と
し
な
い
時
期
を
繰
り
返
し
、
四
つ
の

時
期
に
増
加
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
は
ホ
テ
ル
新
設
ブ
ー
ム
と
も
呼

び
う
る
時
期
と
考
え
ら
え
る
。

一
期
　
一
八
七
〇
年
〜
七
八
年

二
期
　
一
八
八
五
年
〜
九
六
年

三
期
　
一
九
〇
六
年
〜
一
六
年

四
期
　
一
九
二
七
年
〜
四
〇
年

　
そ
し
て
、
こ
の
増
加
の
波
は
四
期
に
大
き

な
う
ね
り
と
な
り
、
1
9
2
0
年
代
後
半
か

ら
1
9
3
0
年
代
後
半
に
か
け
て
は
急
速
に

新
設
ホ
テ
ル
数
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
種
別
で
見
て
い
く

と
、
一
期
に
は
都
市
ホ
テ
ル
の
割
合
が
多
い

が
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
減
少

す
る
。
反
対
に
四
期
に
近
づ
く
ほ
ど
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
と
く

に
四
期
の
な
か
で
も
1
9
3
0
年
代
後
半
は
、

都
市
ホ
テ
ル
よ
り
も
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
。
中
国
戦
線
な
ど
対
外
関

係
の
厳
し
い
時
期
に
、
国
内
の
ホ
テ
ル
業
界

は
質
的
に
変
化
し
た
〈
ホ
テ
ル
ブ
ー
ム
〉
を

迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
三
つ
の
書
籍
は
ど
う
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
1
9
3
0
年
代
後
半

以
降
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
回
顧
六
十

年
』
は
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
増
築
と
な
る
花

御
殿
竣
工
や
河
口
湖
畔
の

富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
開

業
（
い
ず
れ
も
1
9
3
6

年
）
と
い
っ
た
施
設
拡
充

の
果
て
の
1
9
3
8
年
に

発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
出
版
は
図
1
に
て
示

し
た
よ
う
に
、
1
9
3
0

年
代
後
半
の
全
国
的
な
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
増
加
の

た
だ
な
か
の
出
来
事
で
あ

る
。『
ホ
テ
ル
の
想
ひ
出
』

は
1
9
4
2
年
に
発
行
さ

れ
た
が
、
会
社
解
散
に
際

し
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
は

1
9
3
0
年
代
後
半
の
既

存
の
都
市
ホ
テ
ル
の
置
か

れ
た
厳
し
い
状
況
を
反
映

し
て
い
る
。『
ホ
テ
ル
建

築
図
集
』
は
1
9
3
6
年

に
清
水
組
に
よ
り
発
行
さ

れ
、
さ
ら
に
ホ
テ
ル
建
設

を
担
っ
て
戦
前
の
建
設
会

社
の
な
か
で
も
っ
と
も
ホ

テ
ル
を
建
設
し
た
と
考
え

ら
え
る
。
こ
の
三
つ
の
書
籍
の
発
行
時
期
は
、

ホ
テ
ル
の
新
設
の
状
況
を
内
容
的
に
説
明
し

う
る
図
書
に
も
な
っ
て
い
る
。

『
ホ
テ
ル
の
想
ひ
出
』

下
郷
市
造
、大
阪
ホ
テ
ル
、1
9
4
2
年
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社
史
と
い
う
と
、
そ
の
会

社
の
こ
と
し
か
載
っ
て
い
な

い
も
の
、
し
か
も
一
般
に
は

流
通
し
て
い
な
い
た
め
、
手

に
入
り
に
く
い
も
の
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
観
光
史

を
ひ
も
と
く
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
な
の
で
す
。

　
当
館
に
は
3
2
0
冊
ほ
ど

の
社
史
が
あ
り
ま
す
。
内
訳

は
運
輸
関
係
の
も
の
が
約
1

7
0
冊
と
、
観
光
産
業
関
連

の
も
の
が
約
80
冊
。
残
り
70

冊
が
観
光
行
政
や
一
般
の
企

業
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
『Th

e H
istory of the 

Im
perial 

H
otel
』『
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
三
十
年
略
史
』

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
社
史
は
本
編

と
資
料
編
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
編
は
基
本
的
に
時

系
列
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
時

間
が
な
い
と
き
は
途
中
か
ら

必
要
な
箇
所
だ
け
を
読
み
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
編
よ
り
先
に
ま
ず
は
資

料
編
へ
、
と
い
う
調
べ
方
も

あ
り
ま
す
。
資
料
編
に
は
会

社
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
わ
か

り
や
す
く
図
表
や
写
真
で
示

さ
れ
て
、
年
表
や
索
引
が
あ

る
場
合
も
多
く
、
本
編
以
上

に
分
か
り
や
す
い
場
合
も
あ

る
か
ら
で
す
。
特
に
年
表
は

自
社
だ
け
の
歴
史
は
な
く
て
、

そ
の
時
代
の
世
の
中
の
動
き
、

風
俗
・
文
化
な
ど
が
書
か
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
同
じ
会
社
で
10
年
、
50
年
、

1
0
0
年
と
周
年
ご
と
に
出

版
さ
れ
て
い
る
場
合
、
周
年

版
ご
と
に
詳
細
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
が
違
っ
て
い
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
同
業
種
の

社
史
を
比
較
し
て
み
る
も
の

面
白
い
も
の
で

す
。
社
史
も
、そ

の
時
代
、そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
の
カ

ラ
ー
が
色
濃
く

で
る
の
で
、
同
じ

出
来
事
が
異
な

る
観
点
で
描
か

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　
最
近
は
会
社
の
こ
と
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
わ
か
る
よ
う

に
思
い
が
ち
で
す
が
、
最
新

情
報
が
多
く
、「
沿
革
」で
簡

単
に
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る

パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
。
社

史
は
そ
れ
な
り
に
予
算
と
労

力
を
か
け
て
作
ら
れ
て
い
る

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
見
つ
か
ら
な
い
情
報
が
き

っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。

　
社
史
に
興
味
が
わ
い
て
き
た

ら
、
社
史
だ
け
で
1
9
0
0
0

冊
を
所
蔵
し
て
い
る
「
神
奈

川
県
立
川
崎
図
書
館
」
や
、

渋
沢
栄
一
に
関
連
す
る
社
史

1
5
0
0
冊
分
の
デ
ー
タ
が

検
索
可
能
な「
渋
沢
社
史
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」も
お
す
す
め

で
す
。

　
当
館
で
は
40
周
年
事
業
と

し
て
更
な
る
社
史
の
収
集
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
寄
贈

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
続
・
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』

運
輸
省
欧
米
部
、1
9
4
9
年

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』

運
輸
省
鉄
道
総
局
業
務
局
観
光
課
、1
9
4
6
年

『
ホ
テ
ル
と
共
に
七
十
年
』

犬
丸
徹
三
、展
望
社
、1
9
6
4
年

参考文献

※
社史とは

「企業が自社の歴史を、社内資料に基づいて、会社自身の責任において刊行したもの」
～村橋勝子『社史の研究』ダイヤモンド社、2002年より

書
籍
の
情
報
と
時
代
性

　
2
0
0
8
年
に
拙
著
『
近
代
日
本
の
国
際

リ
ゾ
ー
ト 

一
九
三
〇
年
代
の
国
際
観
光
ホ

テ
ル
を
中
心
に
』
（
青
弓
社
）
を
出
版
し
た

が
、
出
版
当
時
は
、
日
本
が
外
客
誘
致
政
策

を
進
め
て
現
在
の
よ
う
多
く
の
外
国
人
観
光

客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
。
拙
著
の
内
容
は
建
築
学
的
に
主
要

な
課
題
と
も
思
え
ず
、
観
光
学
に
も
貢
献
す

る
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
実
は
書
籍
化
も
時
間

を
要
し
た
。
日
本
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
の
だ
っ
た
ら
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
歴
史
の

編
集
の
仕
方
も
異
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
も
調

べ
て
、
あ
あ
書
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
と

思
う
が
後
の
祭
り
で
あ
る
。

　
古
書
は
与
え
て
く
れ
る
情
報
は
膨
大
、
か

つ
、
同
時
に
示
唆
に
富
む
。
示
唆
は
、
そ
の

古
書
が
世
に
問
わ
れ
た
時
代
も
読
み
解
く
こ

と
で
、
よ
り
内
容
が
増
し
、
か
つ
意
図
す
る

方
向
性
も
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
読
み
込

ん
で
い
る
自
分
自
身
の
状
況
も
、
こ
れ
に
関

わ
る
。
目
の
前
に
記
さ
れ
た
情
報
の
取
捨
は

読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
て
、
古
書
を
手
に
し

て
見
え
て
く
る
の
は
、
実
は
自
分
自
身
の
置

か
れ
た
時
代
性
だ
と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
思

う
の
で
あ
る
。
古
書
は
い
つ
も
、
新
し
い
。

『
T
h
e 
H
i
s
t
o
r
y 

o
f 

t
h
e 
I
m
p
e
r
i
a
l 

H
o
t
e
l
』

Im
perial H

otel,1
9
3
8

観光文化情報センター
司書 泉 佳奈

社史利用
のススメ

年
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立
教
大
学

観
光
学
部 

交
流
文
化
学
科 

准
教
授
　

千
住 

一

特
集

5

千
住 

一（
せ
ん
じ
ゅ・は
じ
め
）

立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後

期
課
程
満
期
退
学
。 

博
士（
観
光
学
）。 

奈
良
県
立

大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授
を
経
て
、2
0
1
5

年
よ
り
現
職
。 

歴
史
学
の
立
場
か
ら
近
代
期
に
お
け
る
観
光
の
意
味
や

役
割
を
検
討
し
て
い
る
。 

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、近
代
日
本
に
お
け
る
植

民
地
と
観
光
の
関
係
性
、近
代
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
の
史
的
展
開
。

国
際

観
光
局
の

　年
10

座
右
の
書

　
い
つ
か
ら
手
元
に
あ
る
の
か
思
い
出
せ
な

い
。
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
の
は
間
違
い
な

い
が
、
そ
れ
が
大
学
院
生
の
時
だ
っ
た
か
、

奈
良
の
大
学
で
働
い
て
い
た
頃
だ
っ
た
か
、

ま
し
て
や
い
く
ら
で
求
め
た
の
か
、
す
っ
か

り
記
憶
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。

要
は
ど
こ
を
探
し
て
も
見
付
か
ら
な
い
、
欲

し
く
て
欲
し
く
て
仕
方
の
な
い
古
書
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
、
少
な
く
と
も
当
時
の
私

に
と
っ
て
。

　
し
か
し
こ
こ
数
年
、
戦
前
期
日
本
の
観
光

政
策
に
つ
い
て
少
々
、と
専
門
を
自
称
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
本
は
文
字
ど
お
り
座

右
の
書
と
な
っ
た
。
当
時
の
観
光
政
策
の
あ

り
よ
う
を
概
観
す
る
上
で
、
国
際
観
光
局
が

1
9
4
0
年
3
月
に
発
行
し
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』（
以
下
、『
回
顧
』）―
―
1
9
3
0 

年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国

際
観
光
局
の
10
年
間
を
振
り
返
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
編
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容

易
に
う
か
が
え
る
―
―
以
上
に
有
益
な
史
料

を
私
は
知
ら
な
い
。

　
書
棚
に
埋
も
れ
か
け
て
い
た
こ
の
本
と
じ

っ
く
り
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
か

つ
て
勤
務
し
て
い
た
大
学
で
「
日
本
近
現
代

『
観
光
事
業
十
年
の
回
顧
』国
際
観
光
局
、1
9
4
0
年

特集 国際観光局の10年5
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カ
を
当
初
か
ら
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
て

お
り
、
開
局
の
翌
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

ま
た
そ
の
翌
年
に
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
そ
れ

ぞ
れ
事
務
所
を
開
設
し
た
だ
け
で
な
く
、

1
9
3
2
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
1
9
3
9
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ

た
万
国
博
覧
会
と
い
っ
た
巨
大
イ
ベ
ン
ト
で

も
積
極
的
に
日
本
の
姿
を
喧
伝
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
宣
伝
活
動
に
は

多
様
な
媒
体
が
動
員
さ
れ
た
。
ポ
ス
タ
ー
、

絵
は
が
き
、
地
図
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

た
定
期
刊
行
物
『
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
』
や
、
日
本
の
文
化
や
風
物
を
紹
介
す

る
叢
書
『
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』

が
万
単
位
で
印
刷
さ
れ
、
旅
行
会
社
、
ホ
テ

ル
、
教
育
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
配
付
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
観
光
局
が
映

画
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
点
も
見
逃
せ
な

観
光
史
」
な
る
科
目
を
担
当
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。
今
で
も
大
し
て
変
わ
り
は
な

い
が
、
戦
前
期
日
本
の
観
光
に
関
す
る
記
述

を
既
存
研
究
に
な
か
な
か
見
出
せ
ず
ウ
ン
ウ

ン
唸
り
な
が
ら
授
業
準
備
を
し
た
挙
句
、
20

名
ほ
ど
の
受
講
者
に
ほ
ぼ
毎
回
『
回
顧
』
の

一
部
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
た
こ
と
が
、
今

と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
。

対
外
宣
伝

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
『
回
顧
』
の
面

白
さ
は
、
国
際
観
光
局
が
何
を
重
視
し
て
当

時
の
観
光
政
策
の
柱
た
る
外
客
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
た
の
か
が
よ
く
分
か
る
こ
と
に
あ

る
。
1
9
3
0
年
に
国
際
観
光
局
が
設
置
さ

れ
て
日
本
に
お
け
る
観
光
の
国
策
化
が
始
ま

っ
た
と
い
う
理
解
は
概
ね
了
解
さ
れ
て
い
よ

う
が
、
こ
の
組
織
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
国
際
観
光

ホ
テ
ル
整
備
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
を
除
い
て

実
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
た
め
、
開
局
か
ら
10

年
の
歩
み
を
ま
と
め
た
本
書
を
繙
い
て
み
よ

う
。

　
国
際
観
光
局
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
た
活

動
は
「
対
外
宣
伝
」、
す
な
わ
ち
海
外
へ
の

日
本
の
宣
伝
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ア
メ
リ

い
。
日
本
の
名
所
、
風
景
、
四
季
、
風
俗
、

伝
統
な
ど
を
題
材
に
し
た
映
画
の
フ
ィ
ル
ム

は
各
在
外
事
務
所
に
常
備
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
会
社
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

に
配
給
さ
れ
た
。

「
外
人
の
招
請
」

　
し
か
し
、
国
際
観
光
局
が
活
用
し
た
メ
デ

ィ
ア
の
な
か
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
「
人

『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』

国
際
観
光
局
、

1
9
4
0
年
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は
日
本
に
行
き
た
い
か
」
で
あ
っ
た
。
当
選

し
た
3
名
の
少
年
は
、
7
月
14
日
に
横
浜
へ

入
港
し
て
日
本
内
地
、
朝
鮮
、
満
洲
各
地
を

訪
問
し
、
8
月
17
日
に
ふ
た
た
び
横
浜
か
ら

出
港
し
て
い
る
が
、
注
視
す
べ
き
は
『
回

顧
』
に
伝
え
ら
れ
る
帰
国
後
の
彼
ら
の
動
向

で
あ
ろ
う
。
曰
く
、「
わ
が
国
を
は
じ
め
鮮

満
各
地
の
感
銘
的
な
印
象
は
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
イ
」
誌
を
は
じ
め
多
数
の
新
聞
雑
誌

及
び
講
演
会
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
全
土
に

伝
へ
ら
れ
た
」（
1
6
3
頁
）。

　
こ
う
し
た
目
論
見
は
以
降
も
継
続
さ
れ
、

例
え
ば
1
9
3
6
年
か
ら
は
「
米
国
太
平
洋

沿
岸
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
女
教
員
」
が
招
待
さ
れ

て
「
内
鮮
満
」
を
見
て
回
っ
て
い
る
し
、
ほ

か
に
も
カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
、
イ
ン

ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ

ア
イ
か
ら
教
員
を
招
い
た
り
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
な

ど
か
ら
作
家
、
新
聞
記
者
、
政
府
関
係
者
ら

を
招
請
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
1
9

間
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
国
際
観
光
局
は
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
そ
れ
以
外
の
国
と
地
域

か
ら
も
「
外
人
の
招
請
」
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
る
。
そ
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
の
が
1
9
3
3

年
に
企
画
さ
れ
た
雑
誌
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

イ
」
で
の
懸
賞
論
文
「
日
本 

―
― 

な
ぜ
僕

『
T
R
A
V
E
L 

I
N 

J
A
P
A
N
』

国
際
観
光
局
、1
9
3
5
年
創
刊

『T
o
u
rist L

ib
ra
ry

』

国
際
観
光
局
、
1
9
3
4
年
創
刊

特集 国際観光局の10年5
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図 3 訪日外国人の数

図 2 国際観光協会決算における「宣伝費」の額

図 1 国際観光局決算に占める「宣伝費」の割合

出典：『観光事業十年の回顧』より著者作成

　出典：『観光事業十年の回顧』より著者作成

　出典：『観光事業十年の回顧』より著者作成

951,648.96778,422.69 
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（年）（人）
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307,882.90219,487.19 1934

252,042.18168,384.531933

254,032.63181,482.121932

103,101.58 94,277.791931

1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938

『
外
客
は
斯
く
望
む 

附 

日
本
旅
館
に
外
人
を
迎
え
る
に
は
』

国
際
観
光
局
、国
際
観
光
局
、1
9
3
8
年

『
外
客
誘
致
の
話
』

国
際
観
光
局
、国
際
観
光
局
、1
9
3
2
年

『
国
際
観
光
事
業
概
説
』

国
際
観
光
局
、国
際
観
光
局
、1
9
3
9
年

『
国
際
観
光
事
業
の
趨
勢
』

国
際
観
光
局
、国
際
観
光
局
、1
9
3
7
年

（
は
し
が
き
2
頁
）
機
関
と
し
て
、
会
長
を

鉄
道
大
臣
に
委
嘱
す
る
か
た
ち
で
1
9
3

1
年
12
月
9
日
に
設
置
さ
れ
た
。
柴
岡
信
一

郎
は
、
著
書
『
報
道
写
真
と
対
外
宣
伝
―
―

15
年
戦
争
期
の
写
真
界
』（
日
本
経
済
評
論

社
、
2
0
0
7
年
）
の
な
か
で
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
は
「
表
裏
一
体
」
の
関
係

に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
確
か
に
『
回
顧
』
を
読
ん
で
い
る
と
、
主

語
が
国
際
観
光
局
な
の
か
国
際
観
光
協
会
な

の
か
判
別
し
が
た
い
場
面
に
し
ば
し
ば
出
く

わ
す
。
し
か
し
そ
の
書
き
ぶ
り
は
何
か
を
隠

蔽
す
る
よ
う
な
意
図
を
感
じ
さ
せ
ず
、
実
際

に
書
き
分
け
が
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
夢

想
で
き
る
ほ
ど
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
対

外
観
光
宣
伝
」
の
あ
り
方
を
国
際
観
光
局
が

立
案
し
国
際
観
光
協
会
が
そ
れ
を
実
行
し
て

い
っ
た
、
と
い
う
理
解
に
誤
り
は
な
か
ろ
う
。

『
回
顧
』
所
収
の
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
図

1
お
よ
び
図
2
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
国

3
9
年
度
に
お
い
て
「
四
百
名
に
余
る
多
き

に
達
し
た
」（
60
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
国
際

観
光
局
が
帰
国
後
の
彼
／
彼
女
た
ち
に
期
待

し
た
役
割
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

国
際
観
光
協
会

　
こ
の
よ
う
な
国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
を

見
て
い
く
上
で
、
避
け
て
通
れ
な
い
団
体
が

存
在
す
る
。
国
際
観
光
協
会
で
あ
る
。
国
際

観
光
局
と
よ
く
似
た
名
を
冠
す
る
こ
の
財
団

法
人
は
、
国
際
観
光
局
に
よ
る
「
指
導
監
督

の
下
に
対
外
観
光
宣
伝
の
実
行
に
当
る
」

14.1
％

22.5
％

13.9
％

11.7
％

8.4
％

9.4
％

9.6
％ 8.5

％

7.0
％

33,572

27,273
20,960

26,264

35,196

35,196

42,568
40,302

28,072

34,755

29,800

26,386

…宣伝費（円）
…決算（円）
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『
観
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本
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研
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る
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光
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概
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ー
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国
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観
光
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9
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0
年

『
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テ
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経
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常
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・
カ
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ニ
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、

国
際
観
光
局
訳
、国
際
観
光
局
、1
9
3
7
年

『
観
光
行
政
百
年
と
観
光
政
策
審
議
会
三
十
年
の
歩
み
』

内
閣
総
理
大
臣
官
房
審
議
室
、1
9
8
0
年

『
国
際
観
光
事
業
の
話
』

国
際
観
光
局
、国
際
観
光
局
、1
9
3
5
年

際
観
光
協
会
設
立
以
降
、
国
際
観
光
局
決
算

に
お
け
る
宣
伝
費
の
割
合
が
縮
小
傾
向
に
あ

る
一
方
、
国
際
観
光
協
会
の
宣
伝
活
動
費
は

拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

「
事
変
下
の
日
本
を

正
し
く
宣
示
す
る
」

　
で
は
、
な
ぜ
国
際
観
光
局
と
国
際
観
光
協

会
の
二
人
三
脚
は
対
外
宣
伝
に
邁
進
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
（
あ
る
い
は
し
た
と
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
）。『
回
顧
』か
ら
読
み
取
れ
る
ひ

と
つ
の
こ
た
え
は
、
1
9
3
1
年
の
満
洲
事

変
と
翌
年
の
上
海
事
変
を
契
機
に
国
際
社
会

で
悪
化
し
た
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
是
正
で
あ
る
。

図
3
に
あ
る
よ
う
に
、
当
時
は
訪
日
外
国
人

の
減
少
が
目
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
『
回
顧
』
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
む
し
ろ
か
う
し
た
際
に
こ
そ
大
い
に
海
外

宣
伝
の
拡
充
を
は
か
り
、
た
ゞ
に
外
客
誘
致

の
た
め
に
す
る
宣
伝
の
み
で
な
く
、
事
変
を

め
ぐ
る
海
外
諸
国
の
対
日
謬
論
を
是
正
し
、

好
転
せ
し
め
る
意
味
に
於
て
国
情
文
化
宣
伝

の
方
面
に
も
十
分
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
つ

た
」（
28
|
29
頁
）。

　
観
光
宣
伝
は
国
際
社
会
で
醸
成
さ
れ
た
日

本
に
対
す
る
誤
解
を
取
り
除
く
の
に
役
立
っ

た
、
と
い
う
説
明
は
そ
の
後
も
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
先
述
し
た
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー

イ
』
誌
に
お
け
る
取
り
組
み
は
「
他
の
如
何

な
る
国
情
、
政
治
宣
伝
に
も
ま
し
て
わ
が
国

の
正
し
い
姿
、
正
し
い
意
図
を
知
ら
し
め
る

に
役
立
つ
た
」（
36
頁
）
と
評
価
さ
れ
、
帰

国
後
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
女
教
員
た
ち
に
つ
い

て
も
同
様
に
「
正
し
い
日
本
、
優
れ
た
日
本

の
宣
伝
紹
介
に
少
か
ら
ぬ
寄
与
を
し
た
」

（
51
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
前
者
に

関
し
て
は
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
の
一
因

と
な
っ
た
「
満
洲
国
」
を
訪
問
し
た
意
図
を

以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
。「
日
本
の
絶
大

な
支
援
に
よ
つ
て
着
々
近
代
国
家
と
し
て
の

姿
態
を
整
へ
つ
ゝ
あ
る
新
興
満
洲
国
の
実
情

を
紹
介
し
た
事
は
ア
メ
リ
カ
人
全
体
の
興
味

と
関
心
を
惹
く
に
十
分
で
あ
つ
た
」

（
1
6
3
頁
）。
国
際
観
光
局
に
よ
っ
て
招
聘

さ
れ
た
外
国
人
の
多
く
が
内
地
だ
け
で
な
く

鮮
満
も
あ
わ
せ
て
周
遊
し
て
い
た
理
由
が
、

こ
こ
に
あ
る
。

　
1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
戦
線

が
拡
大
す
る
と
、
こ
う
し
た
表
現
は
よ
り
直

截
的
に
な
っ
て
い
く
。
見
出
し
に
掲
げ
た

「
事
変
下
の
日
本
を
正
し
く
宣
示
す
る
」

（
60
頁
）
は
前
述
し
た
1
9
3
9
年
に
開
催

さ
れ
た
ふ
た
つ
の
万
博
で
の
宣
伝
に
関
し
て

記
さ
れ
た
文
言
で
あ
る
し
、
上
で
詳
し
く
述

べ
た
「
招
請
外
人
」
に
つ
い
て
は
、「
聖
戦

に
処
す
る
わ
が
国
の
真
姿
態
を
正
し
く
海
外

に
伝
へ
る
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
」（
59
頁
）
と
そ
の
意
義
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
開
局
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
1
9
4
0
年
に
お
け
る
国
際
観
光
局
の
立

ち
位
置
は
、
次
の
一
文
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

「
今
や
東
亜
の
新
秩
序
を
目
指
し
て
太
平
洋

に
雄
飛
せ
む
と
し
つ
ゝ
あ
る
わ
が
国
の
真
姿

態
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
世
界
に
顕
揚
す
べ

く
万
般
の
準
備
を
整
へ
て
ゐ
る
」（
74
頁
）。

対
外
宣
伝
史
観
を
越
え
て

　
約
2
0
0
頁
か
ら
な
る
『
回
顧
』
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
対
外
宣
伝
に
関
す
る
記
述
や

デ
ー
タ
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
時
局
柄
、
国

際
的
な
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
是
正
に
力
を
尽
く

す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
さ
な
が
ら
国
際
観
光
局

は
開
局
以
降
海
外
へ
の
宣
伝
活
動
に
終
始
し

て
い
た
と
宣
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
残
念

な
が
ら
国
際
観
光
局
に
ま
つ
わ
る
史
料
の
発

掘
状
況
は
芳
し
く
な
い
が
、
開
局
か
ら

1
9
4
2
年
の
閉
局
に
至
る
ま
で
の
歩
み
と

そ
の
意
味
を
対
外
宣
伝
史
観
と
は
異
な
る
視

角
か
ら
描
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
改
め
て

『
回
顧
』
を
読
み
返
し
な
が
ら
空
想
し
た
。

特集 国際観光局の10年5



44

溝
尾
良
隆

み
ぞ
お・よ
し
た
か
●
立
教
大
学
名
誉
教
授
。理
学
博
士
。公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
評
議
員
。

群
馬
県
出
身
。東
京
教
育
大
学
理
学
部
地
理
学
専
攻
卒
業
。1
9
6
4
年
株
式
会
社
日
本
交
通
公

社
外
人
旅
行
部
に
入
社
、1
9
6
9
年
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
へ
移
籍
。1
9
8
9
年
立
教
大

学
社
会
学
部
観
光
学
科
教
授
。観
光
学
部
教
授
、観
光
学
部
長
、日
本
観
光
研
究
学
会
会
長
を
歴
任
。

古
書
２
３
０
０
冊
を

概
観
し
て
感
じ
た
こ
と
、

旅
の
図
書
館
所
蔵
の

古
書
の
特
徴

事
務
局
…
当
館
で
は
、
主
に
戦
前
の
本
を
古

書
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、（
私
が
担
当
に

な
っ
た
）
2
0
1
4
年
頃
は
古
書
・
稀
覯
書

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
が
3
6
0
0

冊
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
1
9
7
0
〜
8
0
年

代
と
い
っ
た
比
較
的
近
年
出
版
さ
れ
た
本
や
、

他
の
図
書
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
本
も
含

ま
れ
て
い
た
の
で
、
再
分
類
し
て
2
3
0
0

冊
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
当
館
に
あ
る
古
書
の
特
性
や
収

集
状
況
な
ど
を
十
分
に
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、

最
低
限
の
書
誌
デ
ー
タ
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た

の
で
す
が
、
旅
行
案
内
書
を
研
究
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
関
西
学
院
大
学
の
荒
山
正
彦
先
生

を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
研
究
者
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
当
館
に
あ
る

古
書
の
価
値
を
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、「
昨
年
度
か
ら
「
所
蔵

古
書
の
概
要
把
握
と
保
存
・
活
用
に
関
す
る

研
究
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
溝
尾
先
生
に
は

古
書
の
特
性
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
2
3
0
0
冊
全
て

を
見
て
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

溝
尾
…
こ
う
い
っ
た
本
は
大
事
だ
と
い
う
意

識
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
て
い
く
と
非

常
に
良
い
本
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
て
見
な
く
て
は
い
け
な

い
、
も
っ
と
良
い
本
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
全
部
確

認
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
冊
ず
つ
重
要
度

を
星
印
で
三
ツ
星
か
ら
一
ツ
星
、
除
籍
し
て

も
よ
い
も
の
に
Ｘ
を
つ
け
、
コ
メ
ン
ト
を
入

れ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
私
の
主
観
な
の

で
、
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
よ
く
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
三
ッ
星
の
も
の
は
ぜ

ひ
読
ん
で
欲
し
い
で
す
し
、
除
籍
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
永
…
全
体
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ

わ
か
る
、
当
館
の
古
書
の
特
徴
は
あ
り
ま
す

か
。

　
ま
た
、
改
め
て
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
。

溝
尾
…
特
に
旅
行
案
内
書
や
観
光
政
策
関
連

の
古
書
は
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
部
分
で
抜
け
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
買
い

足
し
て
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

戦
前
は
鉄
道
省
国
際
観
光
局
と
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
日
本
の
観
光

イン
タ
ビュー

古
書
を
ひ
も
と
く

「
尺
度
」を
み
が
く

〜
当
館
所
蔵
の
古
書
２
３
0
0
冊
か
ら
〜

視座

「
旅
の
図
書
館
」館
長
○

　
　
　
　
　
　
　副
館
長
○

聞
き
手

福
永
香
織

大
隅
一
志

編
集
協
力
○

写
真
○

井
上
理
江

村
岡
栄
治

立
教
大
学
名
誉
教
授
・
理
学
博
士

古
書
は

い
つ

も

あ
た
ら
し
い

interview
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を
牽
引
し
て
い
た
の
が
刊
行
さ
れ
た
本
を
み

れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
観
光
史
を
調
べ
る

上
で
、
国
際
観
光
局
が
昭
和
5
年
に
で
き
て

か
ら
何
を
や
っ
て
き
た
か
に
私
は
す
ご
く
興

味
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
局
は
『
ツ
ー
リ

ス
ト
移
動
論
』（
オ
ギ
ル
ヴ
ィ
エ
、
国
際
観

光
局
、
1
9
3
4
年
）『
観
光
経
済
学
講
義
』

（
ア
ン
ヂ
ェ
ロ
マ
リ
オ
ッ
テ
イ
、国
際
観
光
局
、

1
9
3
4
年
）
と
い
っ
た
よ
う
に
海
外
の
古

典
的
名
著
と
も
い
え
る
観
光
関
連
の
本
を
数

冊
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
私
が
気
に
な
る
の
は

イ
タ
リ
ア
語
や
ド
イ
ツ
語
の
ど
う
い
う
言
葉

を
観
光
と
訳
し
た
の
か
で
す
。
国
際
観
光
局

が
翻
訳
し
た
『
観
光
学
概
論
』（
ア
ル
ト
ゥ
ル
・

ボ
ー
ル
マ
ン
、
1
9
3
0
年
）に
は
（
本
書
に
お

け
る「
観
光
」は
F
r
e
m
d
e
n
v
e
r
k
e
h
r

の
訳
語
で
あ
る
。
こ
の
語
の
本
来
の
意
味
は

「
外
来
者
交
通
」
で
あ
っ
て
、「
観
光
往
来
」

或
は
「
観
光
事
業
」
に
当
た
る
場
合
が
あ
る

の
で
あ
る
が
、本
書
で
は
一
貫
し
て
「
観
光
」

の
訳
語
を
用
い
た
。）
と
い
う
注
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
の
が
一
番
あ
り
が
た
い

で
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
中
に
は
復
刻
版
が
出
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
忠

実
に
復
刻
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、『
特
命
全
権
大
使
米
歐
回
覽
実

記
』（
久
米
邦
武
・
編
、
1
8
7
8
年
）
は
、

観
光
の
本
で
は
な
い
で
す
が
、巻
頭
に
「
観
」

と
「
光
」
を
1
文
字
ず
つ
2
ペ
ー
ジ
に
分
け

て
記
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
復
刻
版
で
は

こ
れ
を
1
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
意
味
合
い
が
違
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

研
究
者
は
す
べ
て
復
刻
版
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
本
当
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
観
光
」

を
冒
頭
に
大
き
く
掲
げ
た
の
は
、「（
先
進
国

を
）
見
て
回
る
（
学
ぶ
）」
の
決
意
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
今
日
的
な
意
味
が
す
で
に

知
れ
渡
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
観
光
」

を
な
ぜ
取
り
上
げ
た
か
の
話
が
あ
る
と
面
白

い
の
で
す
が
。

　
有
名
な
ウ
エ
ス
ト
ン
の『
日
本
ア
ル
プ
ス
』

（
岡
村
精
一
訳
・
1
9
5
3
年
）
と
い
う
本

が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
こ
の
本
で
一
番
好
き

な
の
が
「
日
本
ア
ル
プ
ス
は
、
氷
河
に
覆
わ

れ
た
峰
の
光
輝
を
見
せ
て
は
い
な
い
。
そ
れ

は
事
実
で
あ
る
。
又
そ
の
規
模
は
有
名
な
ス

イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
較
べ
る
と
ほ
ん
の
三
分

の
二
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
谷
間
の
画

の
よ
う
な
美
し
さ
、
壮
大
な
山
腹
を
覆
う
鬱

蒼
と
し
て
静
寂
な
森
の
壮
麗
さ
は
、
私
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
放
浪
中
に
見
た
ど
れ

よ
り
も
美
し
い
も
の
で
あ
る
。」（
原
文
マ
マ
）

と
い
う
一
節
で
す
。
こ
れ
を
書
い
て
く
れ
た

お
か
げ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
日
本
ア
ル
プ
ス

に
興
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
山
は
山
頂
を
征
服
す
る
の
で
は
な

く
、
頂
上
に
行
く
ま
で
の
景
色
を
楽
し
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
頂
上
は
そ
の
結
果

だ
と
。
そ
う
す
る
と
原
書
の
英
語
版
で
は
何

と
書
か
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。

旅
の
図
書
館
は
英
語
版
の
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ALPS.（
1
8
9
6
年
）も
持
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
一
節
の
日
本
語
版
と
英
語
版
を
比
較
し

て
見
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
を
追
う
ご
と
に
内
容

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
オ

視座 古書はいつもあたらしい
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リ
ジ
ナ
ル
の
本
を
し
っ
か
り
残
し
て
お
く
こ

と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
　

　
あ
と
、
古
書
が
大
事
だ
と
思
っ
た
の
は
、

昭
和
48
年
に
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
が

『
新
日
本
ガ
イ
ド
』
と
い
う
本
を
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
例
え
ば
神
戸
を
み
る
と
、
初
版

で
は
近
畿
編
全
3
5
0
ペ
ー
ジ
の
う
ち
神
戸

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
4
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
終
版
で
は
12
ペ
ー
ジ
に
増
え
て

い
て
、
神
戸
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
万
十
川
は
観
光
地
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
初
版
本
で
は
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
版
で
は
囲
み

で
半
ペ
ー
ジ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
古
い
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
比
較
を
す
る
と
観
光
地
の
変
遷

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
本
地
理
風
俗
体
系 

中
部
お
よ
び
北
陸

地
方
』
（
昭
和
34
年
）
に
日
本
ア
ル
プ
ス
と

い
う
項
目
が
あ
り
、
全
4
1
5
ペ
ー
ジ
の
う

ち
2
2
5
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昭
和
6
年
に
発
行
さ
れ
た

『
日
本
地
理
体
系
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
別
冊

が
丸
1
冊
（
Ｂ
５
版
・
2
7
1
ｐ
）
、
富
士

山
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
重
点
を
置
く
も

の
に
は
本
当
に
力
を
入
れ
る
ん
だ
な
と
感
心

し
ま
す
。
富
士
山
自
体
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

『
国
立
公
園

案
内

附 

旅
程
と

そ
の
費
用
』

国
立
公
園
協
会
、

1
9
3
3
年

『
観
光
経
済
学
講
義
』

ア
ン
ヂ
ェ
ロ
マ
リ
オ
ッ
テ
イ
、国
際
観
光
局
、

1
9
3
4
年

『
ツ
ー
リ
ス
ト
移
動
論
』

オ
ギ
ル
ヴ
ィ
エ
、鉄
道
省
国
際
観
光
局
、

1
9
3
4
年

『
観
光
学
概
論
』

ア
ル
ト
ゥ
ル
・
ボ
ー
ル
マ
ン
、

日
本
交
通
公
社
、1
9
3
0
年

『
日
本
ア
ル
プ
ス
』

ウ
エ
ス
ト
ン
著
、岡
村
精
一
訳
、創
元
社
、

1
9
5
3
年
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い
な
い
の
で
、
富
士
山
を
研
究
す
る
な
ら
、

こ
う
い
っ
た
本
を
見
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。
一
方
で
、
最
近
は
食
べ
る
も
の
と
遊

ぶ
こ
と
に
関
す
る
本
が
多
い
で
す
よ
ね
。
悪

く
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
し
か
な
い
と
い
う

の
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
、
昭
和

9
年
に
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
を
日
本
最

初
の
国
立
公
園
と
し
て
い
る
記
事
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
国
立
公

園
協
会
は
、
1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
3
月

に
『
国
立
公
園
案
内 

附 

旅
程
と
そ
の
費
用
』

を
刊
行
し
、
12
を
候
補
で
な
く
国
立
公
園
と

し
て
選
定
し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
で
は

『
特
命
全
権
大
使

米
歐
回
覽
一
記
』

久
米
邦
武
編
、

博
聞
社
、

1
8
7
8
年

『M
O
U
N
T
A
IN
E
E
R
IN
G
 

A
N
D
 E
X
P
L
O
R
A
T
IO
N
 IN
 

T
H
E
 JA
P
A
N
E
S
E
 A
L
P
S
.

』

R
E
V
. W
A
LT
E
R
 W
E
S
T
O
N
,

1
8
9
6
年

『
日
本
風
景
論
』

志
賀
重
昂
、政
教
社
、1
8
9
7
年

『JA
P
A
N
E
S
E
 IN
N

』

O
liver S

tatler, R
A
N
D
O
M
 H
O
U
S
E
, 1
9
6
1
年

視座 古書はいつもあたらしい
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な
ぜ
昭
和
9
〜
12
年
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
決
定
後
に
現
地
で
境
界
を
決
め
る
杭

打
ち
に
時
間
が
か
か
っ
た
だ
け
の
話
で
す
。

　
ま
た
、
水
上
温
泉
が
栄
え
た
の
は
、
上
越

線
と
清
水
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
か
ら
で
す
。

古
書
を
み
る
と
開
通
前
は
、
わ
び
し
い
様
子

で
し
た
が
、
開
通
後
は
新
潟
か
ら
の
新
婚
旅

行
の
1
泊
目
に
な
っ
た
り
し
て
、
栄
え
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
古
い
本
が
あ
れ

ば
、
上
越
線
の
開
通
前
後
で
の
比
較
が
で
き

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
古
い
本
の
利
用

方
法
と
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
丁
寧
に
読
む
と
大
事
な
こ
と

が
見
え
て
き
て
、
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
古
書
と
い
う
よ
り
、
大
事
な
の
は

原
書
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
本
は
大
事
に
残

し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
自

分
の
尺
度
が
決
ま
っ
て
来
ま
す
。

福
永
…
一
般
的
に
、
古
書
は
な
じ
み
の
な
い

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

溝
尾
…
や
は
り
自
分
の
好
き
な
分
野
か
ら
入

る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山

が
好
き
な
ら
志
賀
重
昂
の
『
日
本
風
景
論
』

を
読
む
で
し
ょ
う
し
、
そ
こ
か
ら
ウ
エ
ス
ト

ン
、
小
島
烏
水
、
日
本
八
景
、
国
立
公
園
へ

と
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

地
域
に
関
わ
る
人
が

読
む
べ
き
本
、

自
分
が
感
銘
を
受
け
た
本

溝
尾
…
最
近
の
若
い
人
は
仕
事
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
悪
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
「
箱
」
が
広
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
地
方
を
例
に
と
る
と
、
遠
野
の
仕
事
を

す
る
時
は
『
遠
野
物
語
』（
柳
田
國
男
、
1

9
1
0
年
）
は
読
む
で
し
ょ
う
が
、
釜
石
の

仕
事
を
す
る
時
は
、
市
長
で
素
晴
ら
し
い
仕

事
を
し
た
『
反
骨
　
鈴
木
東
民
の
生
涯
』（
鎌

田
慧
、
講
談
社
文
庫
、
1
9
9
2
年
）
の
本

ま
で
目
が
行
き
届
か
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

地
域
の
仕
事
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地

域
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
む
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す

る
時
も
そ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
否

か
で
理
解
力
や
相
手
の
反
応
が
変
わ
り
ま
す
。

私
は
ど
こ
か
で
「
旅
と
本
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
連
載
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
自
分
が
ど
う
い
う
旅
を
し
て
、
ど
う
い

う
本
を
参
考
に
し
た
の
か
を
執
筆
す
る
も
の

で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
視
点
か
ら
、
1
9
8

0
年
半
ば
前
後
か
ら
日
本
各
地
に
、
ニ
コ
ニ

コ
共
和
国
、
ア
ル
コ
ー
ル
共
和
国
な
ど
ミ
ニ

独
立
国
が
続
々
誕
生
し
ま
す
。
最
盛
期
に
は

2
0
0
を
超
え
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
井

上
ひ
さ
し
さ
ん
が
1
9
8
1
年
の
8
3
4
頁

の
長
編
『
吉
里
吉
里
人
』（
新
潮
社
）
を
刊

行
し
た
か
ら
で
す
。
岩
手
県
大
槌
町
吉
里
吉

里
が
、
日
本
国
か
ら
独
立
す
る
パ
ロ
デ
ィ
ー

で
す
。

大
隅
…
図
書
館
も
新
し
い
本
ば
か
り
に
目
を

つ
け
て
い
て
は
だ
め
で
、
過
去
の
も
の
で
あ

っ
て
も
、
記
録
と
し
て
重
要
な
も
の
を
き
ち

ん
と
残
し
て
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

ね
。

溝
尾
…
た
ま
た
ま
こ
れ
も
東
北
に
な
り
ま
す

が
、
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
と

き
に
、
1
9
6
8
年
に
出
版
さ
れ
た
『
自
分

た
ち
で
生
命
を
守
っ
た
村
』（
菊
地
武
雄
・

岩
波
新
書
）
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
長
い
間
、
医
者
が
い
な
い
村
で
あ
っ
た
貧

し
い
岩
手
県
沢
内
村
で
、
深
沢
晟
雄
氏
が
村

長
に
な
っ
て
高
齢
者
の
医
療
十
割
負
担
と
乳

児
の
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
医
療
改
革
を
お

こ
な
っ
た
話
で
す
。
今
の
少
子
高
齢
化
対
策

に
あ
た
り
ま
す
が
、
村
長
や
町
長
は
こ
の
く

ら
い
の
気
概
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
ゼ
ミ
生
に
は
だ
い
た
い
読
ま
せ
て
い
ま

す
し
、
研
究
員
に
も
こ
う
い
う
本
を
読
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

福
永
…
も
う
少
し
色
々
な
方
が
古
書
を
手
に

と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
が
、
先
生
は
授
業
で
古
書
は
使
い

ま
す
か
。

溝
尾
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
ウ
エ
ス
ト
ン
の
一

節
を
引
用
し
た
り
明
治
40
年
代
に
来
日
し
た

キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
「
日
本
は
風
景
が
多
す
ぎ

る
」
と
い
う
の
も
好
き
な
言
葉
で
、
よ
く
話

し
ま
す
。

福
永
…
海
外
と
の
比
較
に
よ
っ
て
日
本
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
当
時
の
お
雇
い
外
国
人
が
日
本
を
ど
う

見
て
い
た
か
と
い
う
の
も
紐
解
く
と
面
白
い

で
す
よ
ね
。
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溝
尾
…
そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
桂
離

宮
が
評
価
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ブ
ル

ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
「
桂
離
宮
が
真
の
日
本
的

な
建
物
で
、
東
照
宮
は
日
本
的
で
は
な
い
」

（『
日
本
の
芸
術
』（
春
秋
社
、
1
9
5
0
年
））

と
い
っ
た
言
葉
な
ど
も
し
っ
か
り
残
し
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

「
旅
の
図
書
館
」
の

今
後
の
あ
り
方

福
永
…
最
後
に
、
当
館
の
今
後
に
向
け
た
課

題
や
役
割
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

溝
尾
…
以
前
か
ら
伝
え
て
い
ま

す
が
、
除
籍
の
フ
ロ
ー
と
除
籍

の
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ
く

良
い
本
を
残
し
、
い
ま
や
不
要
、

あ
る
い
は
意
外
に
よ
く
な
か
っ

た
本
は
除
籍
す
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
か
な
り
傷
ん
で
い
る
本

も
あ
る
の
で
、
き
れ
い
に
直
し

て
、
公
開
の
可
否
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
研

究
者
に
は
目
録
を
提
供
す
る
と

か
、
そ
う
い
っ
た
情
報
提
供
を

し
て
あ
げ
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

ネ
ッ
ト
の
現
代
に
お
い
て
、
こ

こ
に
あ
る
本
に
つ
い
て
ど
う
い

う
情
報
提
供
を
し
て
い
く
か
で

し
ょ
う
ね
。
情
報
収
集
手
段
が

参考文献
『
全
訳 

遠
野
物
語
』

石
井
徹 

訳
注
、無
明
舎
出
版
、

2
0
1
2
年

『
新
日
本
ガ
イ
ド
四
国
』

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
、

1
9
7
8
年

『
観
光
学
の
基
礎
』

観
光
学
全
集
1
、溝
尾
良
隆
編
著
、

原
書
房
、2
0
0
9
年

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
提
供
す

る
側
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
し
ょ
う
ね
。

大
隅
…
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
一
方
で
、
本

そ
の
も
の
を
見
ら
れ
る
こ
と
も
す
ご
く
大
事

か
と
思
い
ま
す
。

溝
尾
…
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
す
ご
く
大
事
で

す
ね
。
い
い
本
を
入
れ
て
、
質
の
高
い
情
報

を
提
供
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
難
し
い
の
は
似
た
よ
う
な
本
も
多
い
な

か
で
、
ど
の
本
を
通
じ
て
、
何
を
提
供
す
る

か
で
す
ね
。

大
隅
…
観
光
文
化
2
3
1
号
で
紹
介
し
た

「
一
度
は
読
み
た
い
観
光
研
究
書
＆
実
務
書

1
0
0
冊
」
で
も
新
刊
図
書
の
評
価
は
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。
古
書
の
定
義
に
つ
い

て
も
今
後
10
年
、
20
年
経
っ
た
時
に
、
い
つ

ま
で
、
戦
前
、
戦
後
を
を
境
に
し
て
い
て
い

い
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
永
…
図
書
館
の
あ
り
方
も
昔
と
は
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
本
を
集
め
る
だ
け
で

な
く
相
手
に
合
っ
た
情
報
を
ど
う
提
供
し
て

い
く
か
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
古
書
の
読
み
方
や
、
古
書
の
中
で
現
代
に

通
じ
る
視
点
な
ど
を
紹
介
し
て
い
く
と
か
。

一
方
で
、
蔵
書
に
つ
い
て
は
当
館
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
の
で
、
他
の
専
門
図
書
館
な
ど

と
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
か
と
思
い
ま

す
。

　
溝
尾
先
生
、
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視座 古書はいつもあたらしい
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「
旅
の
図
書
館
」

館
長
　
福
永
香
織

あ
と
が
き

　
当
財
団
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
古
書
の
存

在
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

閉
架
資
料
で
あ
る
が
ゆ
え
、
誰
も
が
見
ら
れ

る
場
所
に
な
か
っ
た
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
上
で

図
書
登
録
さ
れ
た
の
が
ほ
ん
の
5
年
前
で
あ

る
こ
と
も
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
6
年
に
研
究
本
部
と
一
体
と
な
っ

て
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
に
な
り
、
観
光
に
特
化
し
た
独
自
の
分
類

方
法
を
導
入
し
た
。
そ
の
際
に
、
あ
わ
せ
て

古
書
の
分
類
作
業
も
お
こ
な
っ
た
。
当
時
ま

だ
図
書
館
の
担
当
で
は
な
か
っ
た
私
は
、
古

書
分
類
作
業
の
た
め
に
広
げ
ら
れ
た
、
妙
に

セ
ン
ス
の
良
い
古
書
の
表
紙
や
興
味
深
い
タ

イ
ト
ル
を
見
て
、
と
て
も
興
奮
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。

　
無
事
移
転
も
終
わ
り
、
新
し
い
図
書
館
の

運
営
が
落
ち
つ
き
は
じ
め
た
2
0
1
7
年
度

に
入
り
、
「
所
蔵
古
書
の
概
要
把
握
と
保

存
・
活
用
に
関
す
る
研
究
」
に
着
手
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
当
館

の
古
書
の
価
値
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

書
誌
デ
ー
タ
の
精
度
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
、
今
あ
る
古
書
を
な
る
べ
く
劣
化
さ
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
良
い
状
態
で
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
観
光
に
特
化

し
た
専
門
図
書
館
で
あ
る
当
館
だ
か
ら
こ
そ

観
光
関
連
古
書
の
充
実
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
書
誌
デ
ー
タ
の
修
正
作
業
や
古
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
保
存
箱
の
作
成
な
ど
に
着

手
し
た
が
、
特
に
、
旅
行
案
内
書
、
国
立
公

園
、
登
山
、
温
泉
な
ど
分
野
ご
と
の
歴
史
を

概
観
し
、
当
館
古
書
の
収
蔵
状
況
と
追
加
で

入
手
す
べ
き
古
書
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
過
程
で
は
様
々
な
発
見
が
あ
っ

た
。
そ
の
成
果
は
館
内
の
古
書
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
定
期
的
に
展
示
し
紹
介
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
書
と
い
う
と
単
純
に
古
い

本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
本
や
雑
誌
の
位

置
づ
け
は
現
在
と
異
な
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ
ビ
な
ど
が
な
い
当
時
、
本
や
雑
誌

は
今
以
上
に
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
も

あ
っ
た
。
特
に
雑
誌
「
國
立
公
園
」
や
「
ツ

ー
リ
ス
ト
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
定
期
刊

行
物
は
、
誌
面
上
で
最
新
状
況
が
報
告
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
最
前
線
で
活
躍
す
る

研
究
者
や
実
務
者
に
よ
っ
て
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
た
。
媒
体
が
限
ら
れ
て
い
た

当
時
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
情
報

共
有
や
意
識
醸
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
時
代
を
経
た
今
、
古
書
を
ど
う
捉
え

た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
各
章

で
先
生
方
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
巻
頭
言
で
西
村
先
生
が
提
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
2
つ
の
視
点
を
元
に
整
理
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
古
書
か
ら
「
現
代
人
の
思
想
の
萌
芽
を
見

出
そ
う
と
い
う
姿
勢
」
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
多
く
の
人
び
と
が
世
界
を
移
動
す
る
観

光
の
新
時
代
に
、
極
東
ア
ジ
ア
の
国
が
何
を

す
べ
き
か
、
そ
し
て
国
際
観
光
と
民
間
交
流

は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
大
局

的
な
観
点
に
立
っ
た
木
下
淑
夫
の
思
考
（
1

章
）
や
、
国
土
計
画
に
国
立
公
園
や
道
府
県

立
公
園
な
ど
を
予
め
国
土
計
画
に
位
置
付
け

る
べ
き
と
訴
え
た
田
村
剛
の
視
点
（
2
章
）、

「
人
」
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
日
本
の

姿
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
に
尽
力
し
た
国
際

観
光
局
の
視
点（
5
章
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
当
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
1
0
0
年
後
に

も
通
じ
る
哲
学
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
生
ま
れ
え
た

の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
共

通
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
の
目
的
が
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
や
日
本
人
の
豊

か
な
生
活
の
実
現
な
ど
で
あ
り
、
観
光
は
そ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
キ
ー
マ
ン
の
哲

学
や
熱
意
、
行
動
力
を
見
て
い
る
と
、
今
の

日
本
は
観
光
を
通
し
て
何
を
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

観
光
の
黎
明
期
を
作
り
上
げ
た
先
人
の
真
摯

な
「
姿
勢
」
と
「
先
を
見
通
す
力
」
、
「
利

用
者
本
位
の
意
識
」
こ
そ
、
い
ま
我
々
が
学

ぶ
べ
き
点
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
「
現
代
で
は
久
し
く

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
思
想
や
活
動
を
見
出
そ

う
と
い
う
姿
勢
」
に
つ
い
て
は
、
名
所
図
会

や
道
中
記
な
ど
を
ル
ー
ツ
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

型
・
イ
メ
ー
ジ
喚
起
型
に
発
展
し
て
き
た
日

本
の
旅
行
案
内
書
の
特
徴
や
、
移
住
先
の
情

報
を
記
し
た
地
誌
と
し
て
の
役
割
が
旅
行
案

内
書
に
あ
っ
た
こ
と
（
1
章
）、
緻
密
な
計
画

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い
っ
た
国
立
公
園（
2

章
）
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
の
経
緯
（
3

章
）
、
お
雇
い
外
国
人
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
発
展
し
て
い
っ
た
日
本
の
温
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泉
地
（
4
章
）
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
据
え
、
戦

略
的
に
海
外
へ
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ
て
い

た
国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
（
5
章
）な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
や
経
緯
を
ひ
も
と
く
こ
と

で
、
戦
前
は
意
外
に
も
諸
外
国
と
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
海
外
の
先
進
的
な

旅
行
案
内
書
や
観
光
施
策
を
参
考
に
し
て
い

た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
過
去
や
古
書
が
全
て
優
れ
て

い
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
今
と
は
異
な
る

時
代
背
景
で
行
わ
れ
て
い
た
取
り
組
み
を
現

代
で
取
り
入
れ
る
べ
き
で
と
い
う
訳
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
古
書
を
取
り
ま
く

状
況
を
概
観
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
過
去
を

イ
メ
ー
ジ
で
語
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
日
本
の
観
光
が
歩
ん
で
き
た
経
緯
が
十

分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
掘
り

起
こ
さ
れ
た
歴
史
が
〝
い
ま
〞を
研
究
し
て

い
る
人
や
実
務
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
観
光
文
化
の
特
集
テ
ー
マ
を
「
古

書
か
ら
学
ぶ
」
に
設
定
し
た
の
は
、
古
書
か

ら
得
ら
れ
る
発
見
や
現
代
で
も
通
用
す
る
先

人
の
考
え
方
が
意
外
に
も
多
い
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
、
日
本
の
観
光
を
と
り
ま
く
状
況
は
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
よ
り
新
し
い

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
ネ
ッ

ト
や
雑
誌
な
ど
か
ら
最
新
の
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
歴
史
を
ひ
も
と

く
こ
と
で
見
え
て
く
る
〝
い
ま
〞
と
〝
こ
れ

か
ら
〞
も
あ
る
。
1
0
0
年
先
で
も
通
じ
る

考
え
方
や
日
本
な
ら
で
は
の
観
光
の
あ
り
方

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
、
そ
し
て
自
分
の
尺
度
を

広
げ
る
上
で
は
古
書
も
大
き
な
力
に
な
っ
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
2
0
1
8
年
10
月
11
日
、
当
館
は
開
設
か

ら
40
年
を
迎
え
る
。「
観
光
は
そ
れ
自
体
が

文
化
で
あ
り
、
そ
の
観
光
文
化
を
向
上
さ
せ

た
い
」
と
い
う
開
設
当
時
の
想
い
は
大
切
に

し
な
が
ら
、
人
、
知
、
情
報
が
集
ま
る
観
光

研
究
・
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
図
書
館
の
ス
タ
イ
ル
に
と
ら
わ

れ
な
い
様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
。
実
践
的
学
術
研
究
機
関
の
図
書
館

と
し
て
新
旧
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
を
越
え

て
伝
え
て
い
く
べ
き
こ
と
を
発
信
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
「
旅
の
図
書
館
に
行
け
ば

〝
研
究
の
種
〞
や
〝
現
場
に
活
か
す
ヒ
ン

ト
〞
が
見
つ
か
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
観
光
に
携
わ
る
全
て
の
人
の
力
に

な
れ
る
図
書
館
で
あ
り
た
い
。
今
後
も
引
き

続
き
、
ご
愛
顧
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

「
旅
の
図
書
館
」1
階
の
古
書
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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獨
協
大
学
山
口
ゼ
ミ

「
旅
の
図
書
館
」を
訪
問
す
る
獨
協
大
学
山
口
ゼ
ミ

　
い
ま
か
ら
1
2
0
年
あ
ま
り
前
に
設
立
さ
れ

た
「
喜
賓
会
」
は
、
多
数
の
欧
文
出
版
物
を
刊

行
し
、
訪
日
外
国
人
客
の
誘
致
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
、U

seful N
otes and Itineraries 

for Travelling in Japan

に
は
、
い
ま
も
有
名

な
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
消
滅
し
た
観

光
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
、
商
品
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
喜
賓
会
の
英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
着
目

し
た
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
の

山
口
ゼ
ミ
で
は
、
現
在
、「
1
0
0
年
前
の
観

光
を
観
光
す
る
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
第
12
回
・
た
び
と
し

ょ
カ
フ
ェ
（
2
0
1
8
年
2
月
開
催
）
お
よ
び

『
観
光
文
化
』
第
2
3
6
号
で
報
告
さ
れ
た
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
実
践
で
あ
り
、
今

号
の
座
談
会
で
取
り
上
げ
た
古
書
を
活
用
し
た

大
学
教
育
の
実
例
で
も
あ
り
ま
す
。

　
学
生
た
ち
は
喜
賓
会
の
英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

か
ら
自
分
で
研
究
対
象
を
選
び
、
「
旅
の
図
書

館
」
や
大
学
図
書
館
で
調
査
を
重
ね
、
古
書
が

伝
え
る
「
消
え
た
観
光
」
の
価
値
を
考
察
し
た

一
文
を
著
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ゼ
ミ
の
研
究

成
果
か
ら
、
2
つ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
喜
賓
会
の
英
文
ガ
イ
ド
に
掲
載
さ
れ

た
広
告
の
う
ち
、
①
は
「
金
幣（
金
兵
衛
）写
真

館
」、
②
は
「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
」
に
つ
い
て
調

べ
た
も
の
で
す
。

　
日
本
と
西
洋
が
出
会
い
交
流
し
て
生
ま
れ
た

観
光
文
化
は
、
い
わ
ゆ
る
和
洋
折
衷
や
和
魂
洋

才
と
は
異
な
る
水
準
の
自
律
し
た
文
化
で
あ
り
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
や
「
ハ
ー
フ
」
で
は
な
く
「
第

三
文
化
（T

hird C
ultures

）」
と
し
て
位
置

付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
、

1
0
0
年
前
の
「
消
え
た
観
光
」
の
価
値
を
論

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
成
果
の
骨
子
は
、
観
光
学
術
学

会
・
第
7
回
大
会
の
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
部

で
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
い

ま
だ
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
途
中
で
す
が
、

今
後
も
「
旅
の
図
書
館
」
の
研
究
資
源
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
に

努
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
山
口 

誠
）

　
い
ま
も
横
浜
の
港
街
の
中
心
部
を
つ
ら
ぬ

く
、
日
本
大
通
り
。
1
5
0
年
前
、
こ
こ
は

日
本
と
西
洋
の
境
界
線
だ
っ
た
。
そ
の
通
り

の
向
こ
う
に
広
が
る
外
国
人
居
留
地
で
、
あ

る
「
J
A
P
A
N
」
が
生
ま
れ
た
。

　
そ
れ
は
西
洋
出
身
の
写
真
家
F
．
ベ
ア
ト

が
1
8
6
3
年
ご
ろ
か
ら
手
が
け
た
、
日
本

の
人
物
や
風
景
を
撮
影
し
て
着
色
し
た
写
真

で
あ
り
、
の
ち
に
横
浜
写
真
と
呼
ば
れ
た
観

光
土
産
で
あ
る
。
西
洋
の
ま
な
ざ
し
を
色
濃

く
反
映
し
た
「
J
A
P
A
N
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
居
留
地
で
流
行
し
、
横
浜
写
真
は
多
数
の

写
真
館
で
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
1
8
8
1
年
、
あ
る
日
本
人
が
写

真
館
を
開
業
し
た
。
ベ
ア
ト
の
直
弟
子
で
、

そ
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
吸
収
し
た
日
下
部
金

兵
衛
だ
っ
た
。
フ
ジ
ヤ
マ
、
サ
ム
ラ
イ
、
ゲ

イ
シ
ャ
な
ど
典
型
的
な
演
出
写
真
を
得
意
と

し
、
鮮
や
か
な
絵
具
で
着
色
さ
れ
た
金
兵
衛

の
横
浜
写
真
は
、
師
を
超
え
る
成
功
を
み
た
。

だ
が
写
真
史
で
は
、
西
洋
へ
の
媚
売
り
、
ま

た
は
偽
物
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
長
ら

く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
た
し
か
に
金
兵
衛
の
写
真
は
、
あ
り
の
ま

ま
の
日
本
の
姿
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
西

洋
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
媚
び
る
だ
け
の

「
J
A
P
A
N
」
と
も
言
い
難
い
。
日
本
と

西
洋
の
境
界
線
に
長
ら
く
生
活
し
た
彼
は
、

そ
の
二
つ
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
血
肉
化
し
、

若
い
こ
ろ
学
ん
だ
焼
物
の
絵
付
の
着
色
技
法

を
駆
使
し
て
、独
自
の「
N
I
P
P
O
N
」を

表
現
し
た
。そ
れ
は「
日
本
」で
も「
J
A

P
A
N
」で
も
な
い
、第
三
文
化（T

h
ird 

「
１
０
０
年
前
の
観
光
」を
観
光
す
る

古
書
を
活
用
し
た
大
学
教
育
の
実
例

❶
「
N
I
P
P
O
N
」と

出
会
う
大
通
り

き  

ひ
ん 

か
い

く
さ  

か   

べ  

き
ん

べ    

え
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「
金
幣（
金
兵
衛
）写
真
館
」の
広
告（
第
5
版
、1
9
0
7
年
）

「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
」の
広
告（
下
半
分
、第
5
版
、1
9
0
7
年
）

観
光
学
術
学
会
・
第
7
回
大
会

（
2
0
1
8
年
7
月
）で
の
研
究
発
表

U
seful N

otes and Itineraries for Travelling in Japan

（
第
8
版
、1
9
1
0
年
）

C
ultures

）と
し
て
の「
N
I
P
P
O
N
」だ
っ

た
と
い
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
金
兵
衛
の
写
真
に
映
し
出
さ
れ

た
「
N
I
P
P
O
N
」
は
、
ど
こ
に
も
な
い
。

そ
こ
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ

で
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
居
留

地
の
外
国
人
た
ち
は
彼
の
写
真
館
を
訪
れ
、

ベ
ア
ト
仕
込
み
の
西
洋
の
写
真
術
と
日
本
の

伝
統
的
な
彩
色
技
術
が
交
流
し
て
生
み
出
し

た
、
息
を
呑
む
よ
う
な
色
彩
を
湛
え
た

「
N
I
P
P
O
N
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
た

の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
居
留
地
も
、
金
兵
衛
の
写
真
館
も
、

も
は
や
消
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
日
本
大

通
り
は
、
い
ま
も
ま
だ
あ
る
。
そ
こ
は
か
つ

て
日
本
と
西
洋
の
境
界
線
だ
っ
た
が
、
い
ま

は
過
去
と
現
在
の
境
界
線
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
大
通
り
の
向
こ
う
に
広
が
る
世
界
を
想

像
し
な
が
ら
観
て
歩
け
ば
、
彼
方
に
消
え
た

「
N
I
P
P
O
N
」
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
。

　
　（
中
植 

渚
、
片
山
さ
つ
き
、
榊
原
瑠
美
）

　
日
本
を
代
表
す
る
避
暑
地
、
軽
井
沢
。
そ

の
原
点
に
は
、
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
A
・
C
・
シ

ョ
ー
が
西
洋
式
の
別
荘
を
建
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
だ

が
軽
井
沢
に
は
個
人
所
有
の
別
荘
だ
け
で
な

く
、
ホ
テ
ル
も
存
在
し
て
い
た
。
喜
賓
会
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
広
告
を
掲
載
し
た
「
軽
井

沢
ホ
テ
ル
」
も
、
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
中
仙
道
の
宿
場
町
と
し
て
江
戸
期
に
栄
え

た
軽
井
沢
に
は
、
本
陣
を
は
じ
め
多
数
の
旅

館
が
あ
っ
た
。
明
治
期
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ

た
影
響
で
軽
井
沢
宿
は
ひ
と
た
び
廃
れ
た
が
、

外
国
人
や
洋
行
帰
り
の
日
本
人
が
集
う
国
際

的
な
避
暑
地
と
し
て
再
生
し
た
同
地
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
別
荘
に
加
え
て
、
客
室
に
ベ
ッ

ド
や
洗
面
台
や
浴
室
を
備
え
た
西
洋
式
の
ホ

テ
ル
も
建
設
さ
れ
た
。
な
か
で
も
旧
軽
井
沢

宿
の
本
陣
の
主
が
1
9
0
0
年
に
開
業
し
た

「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
」
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
高
次
に
実
現
し
た
こ
と
で
、
人
気
を
博
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
は
、
広
縁
の
あ
る
客
室

だ
っ
た
。
広
縁
は
、
客
室
の
窓
辺
の
小
さ
な

空
間
で
あ
り
、
客
室
内
に
作
ら
れ
た
縁
側
の

一
種
と
も
い
え
る
。
旅
館
や
社
寺
な
ど
伝
統

的
な
日
本
建
築
で
は
珍
し
く
も
な
い
広
縁
だ

が
、
そ
れ
を
ベ
ッ
ド
や
浴
室
を
備
え
た
西
洋

式
ホ
テ
ル
の
客
室
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、

宿
泊
者
は
広
縁
の
椅
子
で
談
笑
し
、
室
内
に

い
な
が
ら
窓
の
外
に
広
が
る
庭
や
、
そ
の
後

方
に
開
け
た
景
色
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
室
外
と
室
内
を
明
解
に
切
り
分
け
、
頑
丈

な
壁
で
仕
切
ら
れ
た
ホ
テ
ル
の
居
室
に
慣
れ

た
西
洋
人
に
と
っ
て
、「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
」

の
広
縁
が
実
現
し
た
内
と
外
の
融
合
空
間
は
、

独
特
な
価
値
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
日
本
の
伝
統
旅
館
で
も
、
ま
た
西
洋

を
模
倣
し
た
ホ
テ
ル
で
も
な
く
、
そ
の
両
者

を
交
流
さ
せ
て
実
現
し
た
第
三
文
化

（T
hird C

ultures

）
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　
い
ま
は
も
う
「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
」
は
現
存

し
な
い
が
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
は

日
本
各
地
の
ホ
テ
ル
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

時
を
経
て
、
久
し
ぶ
り
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

活
況
に
沸
く
現
在
、
新
た
な
第
三
文
化
の
ホ

テ
ル
が
誕
生
す
る
こ
と
も
、
期
待
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

　（
山
木
満
莉
奈
、
阿
部
美
咲
、
志
村
琴
乃
）

❷
「
消
え
た
ホ
テ
ル
」か
ら

観
え
る
未
来
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こ
れ
ま
で
様
々
な
古
書
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

古
書
を
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
入
手
す
れ
ば
い
い
の
か
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
古
書
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
方
法
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
館
で
探
す

当
館
に
は
古
書
が
約
2
3
0
0
冊
あ

り
、
内
訳
は
左
の
通
り
で
す
。
特
に

観
光
政
策
や
旅
行
案
内
書
が
充
実
し

図
書
館
で
探
す

　
一
般
的
な
方
法
と
し
て
は
、
古
書

を
所
蔵
し
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
、

大
学
図
書
館
、
地
元
の
公
共
図
書
館
、

専
門
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と

で
す
。
H
P
な
ど
か
ら
蔵
書
を
検
索

で
き
る
場
合
も
多
い
の
で
、
関
心
の

あ
る
分
野
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、
古
書
も
閲
覧
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
国
立
国
会
図

書
館
で
は
順
次
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
を
進
め
て
お
り
、
w
e
b
上
で
全

ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
る
古
書
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
他
館
の
情
報
を
横
断

的
に
検
索
で
き
る
機
能
（N

D
L 

S
earch

）
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

  
ま
た
、
観
光
は
多
様
な
分
野
に
ま

た
が
る
た
め
、
閲
覧
し
た
い
古
書
の

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
ｐ
45
以
降
で

紹
介
し
て
い
る
よ
う
な
特
定
テ
ー
マ

を
専
門
と
す
る
専
門
図
書
館
に
蔵
書

や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

  

地
域
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
の
に
有

効
な
地
誌
な
ど
を
探
し
た
い
場
合
は
、

公
共
図
書
館
や
博
物
館
を
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
地
元
に
関
す
る
様
々

な
資
料
を
収
集
し
て
お
り
、
地
域
資

古
書
店
で
探
す

　
全
国
に
は
観
光
関
連
の
古
書
を
専

門
と
す
る
古
書
店
が
あ
り
ま
す
。
観

光
関
連
と
は
い
え
、
旅
行
案
内
書
、

鳥
瞰
図
、
満
州
関
係
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

得
意
分
野
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自

身
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
の
古
書
を

扱
う
古
書
店
を
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
全
国
の
約

9
0
0
軒
の
古
書
店
が
参
加
し
て
い

る
「
日
本
の
古
本
屋
」
と
い
う
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
、
お
探
し
の
古
書
を

横
断
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

古
書
店
に
よ
っ
て
は
、
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
な
い
古
書
も
あ
り
、
独
自

の
目
録
を
作
成
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
直
接
書
店

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

古
書
の
探
し
方

復
刻
版
を
み
る

　
ア
ル
ト
ゥ
ル
・
ボ
ー
ル
マ
ン
の

『
観
光
学
概
論
』
や
柳
田
國
男
の

『
遠
野
物
語
』
な
ど
著
名
な
書
籍
の

中
に
は
、
現
代
語
訳
さ
れ
て
出
版
さ

れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
書
店
で
購

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
雑
誌「
國
立

公
園
」『
鉄
道
旅
行
案
内
』「
ツ
ー
リ
ス

ト
」「
旅
行
満
州
」
の
よ
う
に
、
観
光

史
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な
も
の
は
、

不
二
出
版
や
ゆ
ま
に
書
房
と
い
っ
た

専
門
の
出
版
社
か
ら
復
刻
版
と
し
て

出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
一
式
で
販
売
さ
れ
て
い
る

た
め
比
較
的
高
額
で
す
が
、
当
館
を

は
じ
め
、
大
学
図
書
館
で
購
入
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
ぜ
ひ
問
い

合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

料
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
館
で
は
古
書
は
主
に
戦

前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
定
義
し
て

い
ま
す
が
、
古
書
の
定
義
は
図
書
館

や
書
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
古

い
書
籍
で
も
開
架
資
料
と
し
て
自
由

に
閲
覧
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

F
600
観
光
産
業・政
策・

観
光
事
業

観
光
産
業
、観
光
政
策
、観
光
事
業
、観
光
論

【
蔵
書
例
】『
國
際
観
光
』『
日
本
鉄
道
史
』な
ど

地
誌・

観
光
地
事
情

地
理
、地
誌
、風
俗
風
習
、地
域
の
全
般
的
な
紹
介

（
社
会
情
勢
、生
活
）

【
蔵
書
例
】『
日
本
名
勝
地
誌
』「
國
立
公
園
」『
日
本
風
景
論
』な
ど

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク・

旅
行
案
内

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、観
光
地
案
内
、旅
行
案
内
、時
刻
表

【
蔵
書
例
】Baedeker’s H

andbook
Cook’s Traveller’s H

andbook 『
日
本
案
内
記
』

『
鐵
道
旅
行
案
内
』『
旅
程
と
費
用
概
算
』な
ど

地
図・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

地
図
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

【
蔵
書
例
】『M

ap of Japan

』『
日
本
全
国
パ
ノ
ラ
マ
地
図
』な
ど

旅
行
記・

エ
ッ
セ
イ

紀
行
、旅
行
記
、エ
ッ
セ
イ
、旅
行
雑
誌
な
ど

【
蔵
書
例
】『
日
本
ア
ル
プ
ス
』『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』な
ど

文
化・芸
術

文
化
、芸
術

【
蔵
書
例
】Tourist Library 『
英
文
武
士
道
』な
ど

そ
の
他

【
蔵
書
例
】『
故
木
下
淑
夫
君
年
譜
』『
志
賀
重
昴
全
集
』な
ど

F
601

F
602

F
603

F
604

F
605

F
606

分
類 

て
い
る
ほ
か
、「
旅
」
と
「
ツ
ー
リ

ス
ト
」
を
全
巻
デ
ー
タ
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、

木
下
文
庫
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス

ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
生
み
の
親
で
あ

る
木
下
淑
夫
の
蔵
書
）
は
当
館
な
ら

で
は
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

蔵
書
の
概
要
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休館日：日・毎月第2木・年末年始・資料総点検期間　
●入館料…無料　●資料公開…公開　●OPAC…有（一般公開）
●図書館・蔵書の概要…工業専門図書館としての性質を有する神奈川県第2の県立図書館。1958年の開館以来、工業専門図書館であるとともに
公共図書館の機能も果たしてきたが、2018年4月に川崎市高津区かながわサイエンスパーク（ＫＳＰ）へ移転。同年5月、「ものづくり技術を支える」
機能に特化した全国的にも例のない特色ある図書館として開館。
●蔵書数…約58.5万冊（ＫＳＰ約30万冊、外部書庫等約28.5万冊）。開架書架は約7万冊。雑誌は約8,700タイトル。
●特徴的コレクション/観光関連古書…ものづくり技術を支える基盤から最先端の専門書・専門誌が揃う。なかでも開館当初から収集してきた社史
は約19,000冊に及び、あらゆる産業分野を網羅。わが国を代表する社史コレクションを誇る。
【観光関連】社史は日本十進分類法（NDC）により産業別に分類されている。鉄道・航空・観光、旅行代理店・旅館・ホテルなど観光産業関連の社史
も充実。Webサイトではバーチャル「社史室」（更新作業中）で書架を覗くことができ、OPACでは業種別の検索もできる。

〒213-0012神奈川県川崎市高津区坂戸3-2-1
企画情報課
044-299-7825
044-299-7826
http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/
神奈川県教育委員会 
1958年

館内 書庫

問い合わせ
FAX

運営組織
設置年

e-mail
URL

…日本文化観光関連テーマ国際日本文化研究センター図書館

●利用案内…開館日時：平日9:00～17:00　土:9:00～17:00（要予約）　
●休館日…日・祝、その他（要問い合せ）　
●入館料…無料
●資料公開…大学・公共図書館を通して事前申し込み
●OPAC…一般公開
●図書館・蔵書の概要…「日本文化に関する国際的及び学術的な総合研究並びに世界の日本研究者に対する研究協力」をミッションとする国際日
本文化研究センター（日文研）の情報管理施設（図書館）。海外の研究資料を含む日本文化に関する多種・多様な資料を所蔵。
●蔵書数…日本語約36万冊、外国語約18万冊、雑誌：日本語7,000誌、外国語約1,500誌。
●特徴的コレクション/観光関連古書…地図、古文書・和漢書・和装本、写真、漫画、音声資料・音楽資料、映像、特定外国語資料等を重点収集。医
学、物理学、考古学、地理学、民俗学等各分野の著名学者のコレクションも多い。
【観光関連】地図、地誌・地史、観光事業、満州関係資料など

〒610-1192京都府京都市西京区御陵大枝山町3-2
資料課資料利用係
075-335-2093
riyou@nichibun.ac.jp
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国際日本文化研究センター 
1988年　　

館内（閲覧室） 地誌関係の古書

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

FAX
URL

…地理・地誌、旅行案内、観光事業等観光関連テーマ三康文化研究所附属三康図書館

●利用案内…開館日時：平日9:30～17:00
（入館・出納・複写受付は16:30まで）　
休館日：土・日・祝／年齢制限：16歳以上／入館料：有料（100円）
●資料公開…限定　●OPAC…一部のみ有（一般公開）
●図書館・蔵書の概要…1902（明治35）年開館の古い歴史をもつ大橋図書館の蔵書を継承して発足した図書館。1957年、仏教文化の研究を主目
的とする㈶三康文化研究所の設立にともない1964年研究所の附属図書館となり、1966年より一般公開。2018年6月よりFacebookページ公開。
●蔵書数…約25.9万冊、雑誌約7,000タイトル（2018年3月現在）。蔵書は大橋図書館旧蔵書と研究所設立以降の受入図書で構成されている。
●特徴的コレクション/観光関連古書…1902（明治35）年から解散する1953（昭和28）年まで一般公開されていた大橋図書館の旧蔵書は約18
万冊。当時のベストセラー本から全国の地方誌、博文館発行の雑誌など多岐にわたり、まさに古書・貴重書の宝庫。
【観光関連】地理・地誌、旅行案内書、観光事業等旅行・観光関連図書も多く、大橋図書館は博文館主を創設者とするだけに、地理・地誌関連図書は
質・量とも圧巻である（これらの蔵書はデータ未入力のため、冊子体目録にて検索）。

〒105-0011東京都港区芝公園4-7-4（明照会館1階）　
図書部
03-3431-6073　
03-3431-6082
http://sanko-bunka-kenkyujo.or.jp/sanko-toshokan/toshokan_index.html
（公財）三康文化研究所
1965年
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ライブラリー外観

閲覧室

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

FAX
URL

…鉄道、交通観光関連テーマ鉄道博物館ライブラリー
●利用案内…開館日時：平日10:00～17:00（要事前予約） 土・日・祝10:00～17:00 
休館日：火・年末年始（その他要問い合わせ） 
入館料：有料（一般1,300円）
●資料公開…公開　●OPAC…なし
●図書館・蔵書の概要…鉄道博物館内にある図書室。
　鉄道工学、鉄道史、鉄道に関する地方史など。
　統計、地図、社史・年史、伝記、写真、図面などを重点収集している。
●蔵書数…図書約3.8万冊、雑誌：日本語52誌、外国語6誌。
●特徴的コレクション（観光関連）…鉄道古文書、時刻表など。

〒330-0852 埼玉県さいたま市大宮区
大成町3-47

学芸部 
048-651-0088 
048-651-0570
http://www.railway-museum.jp/
公益財団法人東日本鉄道文化財団
2007年

博物館本館1階

閲覧室

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

URL

…鉄道観光関連テーマ京都鉄道博物館 図書資料室
●利用案内…開館日時：10:00～17:30（入館～17:00）※平日は要事前予約
休館日：水（祝日は開館）、年末年始／入館料：有料（一般1,200円）
●資料公開…公開　●OPAC…有（一般公開）
●図書館・蔵書の概要…京都鉄道博物館内3階にある図書資料室。鉄道を中心に交通・運
輸に関する図書や資料を収集・保存。蔵書数：図書約2.5万冊、雑誌：約7000誌。
●特徴的コレクション（観光関連）…1900年代初期の鉄道関係資料、鉄道旅行案内など。
錦絵、ポスターなど図書以外の貴重資料も多数。古書類は現在デジタルアーカイブ中。
※備考/公益財団法人交通文化振興財団の本部（大阪）「交通資料調査センター」では、交通
の歴史や文化に関わる資料の収集・保存活動を進めており、Web等を通じて公開している。

〒600-8835 京都市下京区観喜寺町
図書資料室
0570-080-462　
http://www.kyotorailwaymuseu
m.jp/guide/index.html#library
公益財団法人交通文化振興財団
2016年

博物館外観

閲覧室

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

FAX
URL

…船舶・海運、港湾史観光関連テーマ日本郵船歴史博物館
●利用案内…開館時間：10:00～17:00（最終入館は16：30）
休館日：月(祝日の場合は翌平日)
入館料：一般・大学生/400円、65歳以上・中高生/250円、小学生以下/無料
●資料公開…限定（開架資料のみ公開）　●OPAC…なし
●図書館・蔵書の概要…日本郵船の社史を通し近代日本海運の歴史を知ることのできる
博物館。主な収集分野は日本郵船関係図書、海運実務関連書、船舶・港湾史、海運業関係
会社の社史など。戦前の客船文化に関する書籍も閲覧できる。
所蔵図書は約13,000冊で、そのうち約1,600冊を公開。閲覧可能図書はWebページで公
開している。

〒231-0002 神奈川県横浜市中区海岸通3-9
図書担当
045-211-1923　
045-211-1929
https://www.nyk.com/rekishi/ 
日本郵船歴史博物館
1993年

閲覧室

開架書架

問い合わせ
TEL

運営組織

設置年

FAX
URL

…日本のガイドブック、旅行記観光関連テーマ（独）国際交流基金ライブラリー
●利用案内…開館日時：平日10:00～19:00　
休館日：土・日・祝・その他要問い合わせ／入館料：無料　
●資料公開…公開　 ●OPAC…有（一般公開）
●図書館・蔵書の概要…国際交流基金（ジャパンファウンデーション）の実施事業に関する
資料や、国際文化交流・文化政策に関する図書資料、外国語で書かれた日本を紹介する図
書・映像資料などを所蔵。蔵書数：約3. 8万冊、雑誌約510誌。
●特徴的コレクション（観光関連）…1945年以前に刊行された外国語による日本のガイド
ブック約130点や、旅行記等約350点を所蔵している。1700年代に海外で刊行された日
本見聞記・旅行記も30点ほど収蔵。

〒160-0004 東京都新宿区四谷4-4-1
ライブラリー
03-5369-6086　
03-5369-6048
https://www.jpf.go.jp/j/
about/jfic/lib/
独立行政法人国際交流基金
（ジャパンファウンデーション）
1972年 

館内（閲覧室）

貴重資料が並ぶ書庫

問い合わせ
TEL

運営組織

設置年

FAX
URL

…都市問題、地方自治観光関連テーマ（公財）後藤・安田記念東京都市研究所市政専門図書館
●利用案内…開館日時：平日9:30～17:00／休館日：土・日・祝日・年末年始　
入館料：無料　
●資料公開…公開
●OPAC…有（一般公開）
●図書館・蔵書の概要…日比谷公園内にある1922年に開館した古い歴史をもつ都市問
題・地方自治に関する専門図書館。統計や郷土資料、研究報告書、行政資料等を重点収集
している。
蔵書数は日本語約11万冊、外国語約2.2万冊、雑誌：日本語158誌、外国語18誌。戦前の
都市政策などを調べるのに有益。

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園1-3
市政専門図書館
03-3591-1264　
03-3591-1278
https://www.timr.or.jp/library/ 
(公財)後藤・安田記念東京都市研
究所
1922年

渋沢史料館

渋沢社史データベース

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

FAX
URL

…社史・年史観光関連テーマ渋沢栄一記念財団渋沢史料館/情報資源センター　
●利用案内…（渋沢史料館）開館日時：平日10:00～17:00 土・日：10:00～17:00　
休館日：月・その他／要問い合わせ／
入館料：有料（一般300円）　
●資料公開…公開
●OPAC…なし
●施設・蔵書の概要…渋沢史料館は渋沢栄一の活動を広く紹介する博物館として1982
年に開館。渋沢栄一並びに本邦実業史に関する文書、書簡、写真、書籍、書画などの諸資料
を収集。情報資源センターではインターネットで「渋沢社史データベース」、デジタル版『渋
沢栄一伝記資料』等を公開しており、旅行・観光関連情報も充実。

〒114-0024 東京都北区西ヶ原2-16-1
渋沢史料館/情報資源センター 
03-3910-0005（渋沢史料館） 
03-3910-0029（情報資源センター） 
03-3910-0085
https://www.shibusawa.or.jp/
（公財）渋沢栄一記念財団
1982年（渋沢史料館）、2003年（情
報資源センター） 

外観

なつかしい雑誌が並ぶ書庫

問い合わせ
TEL

運営組織
設置年

FAX
URL

…旅行・観光関連雑誌観光関連テーマ（公財）大宅壮一文庫
●利用案内…開館日時：平日10:00～18:00 土：10:00～18:00　
休館日：日・祝日／入館料：有料（500円）、会員制（10,000円）　
●資料公開…公開
●OPAC…なし
●図書館・蔵書の概要…評論家・大宅壮一（1900－1970）の雑誌コレクションを引き継ぐ
日本で初めての雑誌専門図書館。明治時代以降130年余りの雑誌を所蔵。雑誌記事索引
データベースにより、主な所蔵雑誌の記事を検索することができる。
「旅の手帖」、「ノジュール」「トランヴェール」など旅行・観光関連雑誌も多数保存されており、
アンノン族を生み出した「an・an」「non・no」の特集記事など過去の歴史をたどる上で役立つ。

〒156-0056 東京都世田谷区八幡山
3-10-20

事業課
03-3303-2000　
03-3306-4660
http://www.oya-bunko.or.jp/
公益財団法人大宅壮一文庫
1971年
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表 1 来館者数の推移からみる図書館（1978-2015年）

旅
の
図
書
館

　年
の
歩
み 

小
史

40

観
光
文
化
資
料
館
が
誕
生
す
る
ま
で（
前
史
）

＊
世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）発
足（
1
月
）

「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
設
置（
7
月
）

当
財
団
資
料
室
内（
大
手
町
ビ
ル
別
館
5
階
）に
、

「
教
養
型
旅
行
者
」の
情
報
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
目
指
し

「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。

対
象
者
を
限
定
し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

1
9
7
6
年
一
般
公
開
。

＊
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催（
1
9
7
5
年
7
月
〜
1
9
7
6
年
1
月
）

機
関
誌「
観
光
文
化
」創
刊（
12
月
）

1
9
8
5
年
5
月（
V
o
l・52
）か
ら

2
0
1
1
年
3
月（
V
o
l・2
0
6
）ま
で
図
書
館
が
編
集
を
実
施

＊「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」閣
議
決
定（
11
月
）

　
西
尾
氏
は
、
か
ね
て
か
ら
観
光
文
化
資
料

館
を
開
設
す
る
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
た
。

「
旅
行
は
単
な
る
物
見
遊
山
で
終
わ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
旅
行
者
が
事
前
に
目
的
地
に
関

し
て
調
べ
、
十
分
な
知
識
を
得
て
か
ら
出
か

け
れ
ば
、
そ
の
旅
行
の
内
容
は
濃
い
も
の
に

な
る
。
交
通
の
便
利
な
場
所
に
専
門
の
図
書

館
を
設
け
て
利
用
者
の
勉
強
の
手
助
け
を
し

た
い
と
い
う
の
が
　
西
尾
氏
の
思
い
で
あ
っ

た
。（
社
内
営
業
部
門
か
ら
の
反
対
意
見
が

あ
る
な
か
で
、）「
旅
行
専
門
の
図
書
館
を
政

府
に
期
待
し
て
も
実
現
は
な
か
な
か
難
し
い

だ
ろ
う
し
、
世
の
た
め
に
そ
う
い
う
文
化
的

な
仕
事
を
す
る
こ
と
こ
そ
公
益
法
人
に
相
応

し
い
使
命
だ
ろ
う
」
と
西
尾
氏
は
考
え
る
の

だ
。
」

※
『
観
光
文
化
資
料
館
二
十
年
史
』
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
理
事
・
社
団
法
人
日
本
交
通
協
会
副
会
長

兼
理
事
長
　
柳
井
乃
武
夫
氏
「
観
光
文
化
資
料
館
創

設
者
　
西
尾
氏
の
横
顔
」
原
稿
よ
り
引
用

観
光
文
化
資
料
館

開
設
に
対
す
る

西
尾
壽
男
会
長
の
思
い

「
観
光
は

そ
れ
自
体
が

文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を

向
上
さ
せ
た
い
」

旅の図書館
の
40年

旅の図書館 副館長・大隅一志

旅の図書館は、2018（平成30）年10月、
開設から４0年の節目を迎えました。

1978（昭和53）年の開設からの20年は
「観光文化資料館」として、

その後の20年は「旅の図書館」へと名称を変え、
今日まで歩んでまいりました。

この間、時代は昭和から平成へと移り、
当館を取り巻く社会環境も大きく変わる中で、

3度の移転も経験しました。
ここでは、周年史に代えて、

当館の40年の歩みを時代とともに
振り返り紹介します。

’78
0

5,388

’79 ’80 ’81 ’82 ’83 ’84 ’85 ’86 ’87 ’88 ’89 ’90 ’91 ’92 ’93 ’94 ’95 ’96 ’97 ’98 ’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15

32,696

第1鉄鋼ビル1階から
第2鉄鋼ビルB1階に
移転（1996年)

24,925

「旅の図書館」へ
名称変更
（1999年)

25,239

「旅の図書館」書架を増床
(63本→106本)、
閲覧席24席→30席へ（2000年)

11,472

八重洲ダイビル
B1階に移転
（2012年)
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草
創
期
観
光
文
化
資
料
館
の
開
設
〜
図
書
館
と
し
て
の
基
盤
の
確
立

1
9
7
8
〜
1
9
8
4

＊
新
東
京
国
際
空
港（
現
成
田
国
際
空
港
）開
港（
5
月
）

＊
日
本
、世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）に
加
盟（
7
月
）

「
観
光
文
化
資
料
館
」開
設（
10
月
11
日
）

東
京
駅
八
重
洲
北
口
の
第
一
鉄
鋼
ビ
ル
1
階
に
開
設
。「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
観
光
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

教
養
志
向
型
旅
行
を
目
指
す
人
へ
の
情
報
提
供
に
資
す
る
図
書
館
と
し
て
誕
生
。

【
蔵
書
数
】4
0
6
2
点（
地
図
を
含
む
）。

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）に
加
盟

＊
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク（
2
月
）

来
館
者
数
が
1
万
人
を
突
破（
8
月
）

開
設
2
周
年
記
念「
第
１
回
文
化
講
演
会
」を
開
催（
講
師
：
井
上
靖
氏
）（
11
月
28
日
）

開
設
3
周
年
記
念「
第
２
回
文
化
講
演
会
」を
開
催（
講
師
：
松
本
清
張
氏
）（
2
月
16
日
）　
　

＊
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発（
9
月
）

　
開
設
準
備
段
階
で
の
仮
名
称
は
「
旅
行
図

書
館
」で
し
た
。「
単
な
る
物
見
遊
山
の
旅
行

の
た
め
の
図
書
館
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
。「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」が
提
供
し

て
き
た
「
国
内
と
海
外
の
歴
史
地
理
、
風
俗
、

芸
術
、
芸
能
、
民
芸
、
衣
装
、
祭
礼
、
行
事
、

温
泉
保
養
、
味
覚
探
訪
な
ど
〝
学
ぶ
観
光
〞

〝
文
化
教
養
型
旅
行
〞
に
つ
い
て
の
情
報
」

を
提
供
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
色
合
い
を
強

く
前
面
に
打
ち
出
し
た
名
称
に
し
た
い
、
と

い
う
思
い
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

館
名
の
由
来

（
な
ぜ「
観
光
文
化
資
料
館
」

だ
っ
た
の
か
）

　
私
は
昭
和
39
年
に
㈱
日
本
交
通
公
社
（
現

㈱
J
T
B
）
に
入
社
し
ま
し
た
。
丸
の
内
1

丁
目
1
番
地
に
日
本
交
通
公
社
の
ビ
ル
が
あ

り
、
そ
の
地
下
に
図
書
室
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
社
員
が
読
む
た
め
の
本
が
多
か
っ
た

の
で
、
外
人
旅
行
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行

の
各
担
当
者
は
そ
こ
か
ら
本
を
借
り
て
、
私

も
随
分
本
を
借
り
ま
し
た
よ
。

　
㈶
日
本
交
通
公
社
（
以
下
、
財
団
）
の
資

料
室
が
で
き
た
の
は
、
別
館
に
移
転
し
た
時

で
す
。
当
初
は
国
鉄
か
ら
来
た
方
が
図
書
の

整
理
に
あ
た
っ
た
の
で
す
が
、
全
国
の
図
書

館
と
同
じ
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
で

分
類
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
か
つ
て
、
鈴
木

忠
義
先
生
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
が

考
え
た
観
光
の
図
書
分
類
に
則
り
、
観
光
や

開
設
当
時
の
思
い
出

（
立
教
大
学
名
誉
教
授・溝
尾
良
隆
氏
）

　
場
所
の
制
約
や
周
知
不
足
か
ら
一

般
の
利
用
が
限
定
的
で
あ
っ
た
観
光

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
を
改
編
・
拡
充

す
る
か
た
ち
で
、
観
光
文
化
資
料
館

を
東
京
駅
八
重
洲
口
そ
ば
に
開
設
。

当
時
、
日
本
経
済
は
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
不
況
か
ら
抜
け
出

せ
ず
混
迷
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
あ
り

ま
し
た
が
、
時
代
は
〝
モ
ノ
〞
へ
の

欲
求
か
ら
〝
こ
こ
ろ
〞
の
豊
か
さ
を

求
め
は
じ
め
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
旅

行
が
増
え
始
め
た
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
、
周
年
事
業
を

展
開
す
る
な
か
で
、
観
光
文
化
の
向

上
と
い
う
開
設
時
の
理
念
を
受
け
た

文
化
講
演
会
の
開
催
や
、
機
内
誌
、

時
刻
表
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
開
館
6
年
目
と
な
る
1
9
8
4
年

に
は
来
館
者
数
が
1
0
万
人
を
突
破

し
、
年
間
来
館
者
数
は
2
万
5
千
人

を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

文化講演会

開設当時の観光文化資料館（外観）

館内

館内図（書架レイアウト）
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来
館
者
数
が
10
万
人
を
突
破（
5
月
）

開
設
5
周
年（
10
月
）

＊
国
際
科
学
技
術
博
覧
会（
科
学
万
博
│

つ
く
ば
’85 
）開
催（
3
月
）

＊
国
鉄
民
営
化（
4
月
）

＊「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」閣
議
決
定
／

　
総
合
保
養
地
域
整
備
法（
リ
ゾ
ー
ト
法
）成
立（
6
月
）

＊
運
輸
省「
海
外
旅
行
倍
増
計
画

　（
テ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
計
画
）」発
表（
9
月
）

開
設
4
周
年
企
画

国
際
線
の
機
内
誌（
33
誌
）を
収
集・公
開

国
内
各
地
の
私
鉄
や
バ
ス
時
刻
表（
23
種
）を
展
示（
10
月
）

来
館
者
数
が
20
万
人
を
突
破（
2
月
）

開
設
10
周
年（
10
月
）

＊
年
間
日
本
人
出
国
者
数
1
0
0
0
万
人
達
成

＊
湾
岸
戦
争
勃
発（
1
月
）

来
館
者
数
が
30
万
人
を
突
破（
7
月
）

「
民
族
文
化
の
旅
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」開
催（
1
9
8
3
│
8
4
年
、計
4
回
）

＊
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン（
4
月
）

成
長
期
来
館
者
の
着
実
な
増
加

1
9
8
5
〜
1
9
9
5

旅
行
と
し
て
独
自
の
分
類
を
構
築
し
た
方
が

い
い
と
提
案
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
別
館
か
ら
㈱
日
本
交
通
公
社
の

本
社
ビ
ル
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

㈱
日
本
交
通
公
社
の
図
書
室
と
財
団
の
資
料

室
が
一
体
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
当
時
は
㈶
日
本
交
通
公
社
調
査
部
の

情
報
管
理
室
が
資
料
室
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
が
、
1
9
7
4
年
に
西
尾
壽
男
氏
が
財
団

の
会
長
に
な
る
と
、
財
団
の
公
益
性
を
発
揮

す
べ
く
「
観
光
文
化
振
興
基
金
」
を
創
設
し
、

そ
の
最
重
点
事
業
と
し
て
「
観
光
文
化
資
料

館
」
を
開
設
し
た
の
で
す
。
旅
行
を
豊
か
に

す
る
文
化
的
情
報
を
社
会
一
般
へ
提
供
す
る

こ
と
が
西
尾
会
長
の
強
い
願
い
で
し
た
。

「
観
光
文
化
資
料
館
」
の
前
段
階
と
し
て
1

9
7
5
年
に「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」を

財
団
資
料
室
内
に
発
足
さ
せ
、
試
行
的
に
首

都
圏
の
J
T
B
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
に
応
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
利
用

件
数
も
多
く
、
各
方
面
か
ら
の
要
望
も
強
か

っ
た
こ
と
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し

た
形
で
「
観
光
文
化
資
料
館
」
を
開
設
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄
鋼
ビ
ル
の

１
階
に
開
設
し
た
段
階
で
、
外
部
の
方
が
旅

行
の
下
調
べ
や
勉
強
を
す
る
場
所
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
財
団
職
員
に
と
っ
て
は
少
し

遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
学

に
観
光
関
連
の
学
部
学
科
が
増
え
て
き
た
こ

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
増
大
、
専
門

書
と
旅
行
図
書
と
の
中
間
の
本
が
た
く
さ
ん

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

2
0
1
6
年
に
研
究
本
部
と
図
書
館
が
一
体

化
で
き
「
旅
の
図
書
館
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
。

財
団
研
究
員
の
研
究
の
幅
も
広
が
る
し
、
外

部
の
方
々
も
じ
っ
く
り
と
調
べ
る
環
境
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【文化講演会＆ゼミナールの開催】

　
開
館
5
周
年
を
迎
え
た
後
も
、
リ

ゾ
ー
ト
法
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

観
光
政
策
の
展
開
や
旅
行
市
場
の
拡

大
と
と
も
に
、
来
館
者
数
も
着
実
に

増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

来
館
者
数
は
1
9
8
8
年

に
は
20
万
人
を
超
え
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
低
迷
す
る
社
会
経
済

の
中
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
運
営
を
続
け
、
1
9
9
1

年
に
は
3
0
万
人
を
突
破
。
1
9
9

5
年
に
は
年
間
来
館
者
数
が
約
3
万

7
千
人
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

開設2周年、3周年には、より豊かに収穫あ
る旅をめざし、井上靖氏、松本清張氏とい
う文壇の巨匠を講師に招いた文化講演会を
開催（毎日新聞社共催、NHK後援）。その後、

文化講演会は、㈱日本交通公社創業70周年
記念出版『世界旅行－民族の暮らし』を基
に題材を設定するかたちで継続され、『民族
文化の旅ゼミナール－講演と対話』として、

アカデミズムで活躍されている方々を講師
に1983年から1984年まで4回にわたって
開催。以降は㈱日本交通公社主催の「JTB旅
行文化講演会」として今日に至っている。

来館者であふれる館内（1991年）

文化講演会＆ゼミナール記録

民族文化の旅・冬季ゼミナール
「働く・遊ぶ」　仕事の民俗学、民族と遊び

松原正毅氏（国立民族学博物館助教授）
岩田慶治氏（国立民族学博物館教授）

藤井知昭氏（国立民族学博物館教授）
小島美子氏（東京芸術大学講師）

民族文化の旅・秋季ゼミナール
「創る・祀る」　アジアの民族音楽をたずねて、
日本音楽の古層をたずねて

大丸弘氏（国立民族学博物館助教授）
飯塚信雄氏（明治大学教授）

民族文化の旅・春季ゼミナール
「着る・飾る」　見る眼と着る心、
民族衣裳とファッション

杉本尚次氏（国立民族学博物館教授）
栗田靖之氏（国立民族博物館助教授）

民族文化の旅・春季ゼミナール
「住む・憩う」　南太平洋民族文化の旅、
現代ヨーロッパの家、日本の家

松本清張氏（作家）観光文化資料館開設3周年記念文化講演会
「古代史の旅」

井上靖氏（作家）観光文化資料館開設2周年記念文化講演会
「シルクロードの旅から」

第 回4

第 回3

第 回2

第 回1

第 回2

第 回1

1984年 2月18日

1983年 10月29日

1983年 3月22日

1983年 3月15日

1982年 2月16日

1980年 11月28日

回 開催日時 テーマ 講師
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開
設
15
周
年
：
特
別
記
念
展
示「
世
界
と
日
本
の
時
刻
表
フ
ェ
ア
」開
催（
10
月
）

国
内
外
の
鉄
道
お
よ
び
バ
ス
時
刻
表（
約
32
か
国
80
点
）を
公
開

＊
屋
久
島
、白
神
山
地
が
世
界
自
然
遺
産
、姫
路
城
、法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録（
12
月
）

月
間
来
客
者
数
過
去
最
高
を
記
録（
4
月
）

来
館
者
数
が
40
万
人
を
突
破（
7
月
）

＊
阪
神
・
淡
路
大
震
災（
1
月
）

＊
W
i
n
d
o
w
s
9
5
、日
本
で
発
売（
11
月
）

年
間
来
館
者
数
3
6,
8
7
6
人
を
記
録（
1
9
9
5
年
度
）

＊
運
輸
省「
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン
21
」発
表（
4
月
）

第
一
鉃
鋼
ビ
ル
1
階
か
ら

第
二
鉃
鋼
ビ
ル
地
下
1
F
へ
移
転（
10
月
）

書
架・施
設
の
拡
充
を
目
的
に

10
月
1
日
再
開
館
。

転
換
期
2
度
の
移
転
、環
境
変
化
の
中
で
専
門
図
書
館
と
し
て
の
力
を
蓄
積

1
9
9
6
〜
2
0
1
5

　
1
9
9
6
年
に
最
初
の
移
転
、
1

9
9
9
年
に
は「
旅
の
図
書
館
」へ
と

名
称
を
変
更
、
さ
ら
に
2
0
1
2
年

に
は
2
度
目
の
移
転
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

よ
る
旅
行
情
報
の
収
集
方
法
の
変
化

な
ど
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一

方
で
こ
の
時
期
は
、
貴
重
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
図
書
館
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ
め
、
時
代
変

化
に
対
応
し
た
専
門
図
書
館
と
し
て

の
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
次
第
に
、
研
究
機
関
が
運
営
す

る
専
門
図
書
館
と
し
て
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
も

い
ま
し
た
。
調
査
研
究
部
門
の
あ
る

当
財
団
本
部
と
の
一
体
的
な
移
転
計

画
が
具
体
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
本
格
的
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
2
0
1

5
年
9
月
末
、
一
時
閉
館
し
ま
し
た
。

第二鉃鋼ビル移転後の図書館（館内）館内図（1996年）

観光文化セミナー開催記録

「はじまりの奈良、めぐる感動-平城遷都1300
年祭の事業戦略と戦術」

福永浩貴氏（（株）アール・プロジェクト・インコーポレイテッド
代表取締役、ザ・リョカン・コレクション代表）　　

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

第 回11

第 回12

第 回13

2006年　10月26日

小野打恵氏（（株）ヒューマンメディア代表取締役社長）
　

第 回3 2005年　10月26日

村山友宏氏（（社）日本ウォーキング協会副会長）

小林亨氏（前橋工科大学教授）　第 回2 2004年　10月13日

岡崎篤行氏（新潟大学工学部建築学科准教授）

茶谷幸治氏（イベント・プロデューサー）

沢木泰昭氏　

家田仁氏（東京大学大学院教授・当財団専門委員）

福井昇平氏（平城遷都1300年記念事業協会チーフプロ
デューサー）

矢島道子氏（ＮＰＯ法人地質情報整備・活用機構）

「世界の風水都市」 目崎茂和氏（南山大学総合政策学部（環境学・地理学）教授）第 回1 2003年　10月10日

2008年　4月24日

2007年　10月24日

2007年　4月26日

2009年　10月27日

2009年　4月21日

橘川栄作氏（茨城県候補戦略室室長補佐・総括）

東惠子氏（東海大学開発工学部感性デザイン学科教授）

2008年　10月23日

2011年　4月26日

2010年　10月28日

2010年　4月27日

「ジオパークとジオツーリズム」-地球に親しむ
観光とは-

「港の景観形成と美しいみなとまちづくり～清
水港を代表例として」
「『桜田門外ノ変』映画化と観光振興-茨城の
魅力を全国に発信」

「ラグジュアリートラベルとは何か」

「歴史的景観の意義と保全活用に向けての諸
問題」

「観光」の系譜

「国土観光のすすめ」

「日本ポップカルチャーとアキハバラ」

「景観論と食文化」

「歩きたくなる観光地作り-その五原則と
提言八策」
「長崎さるく博が切り開いた都市観光の可能
性」

回 開催日時 テーマ 講師
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【
蔵
書
数
】1
9
́
3
8
9
冊（
図
書
の
み
）。

来
館
者
数
が
50
万
人
を
突
破（
5
月
）

＊
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
2
│

3
月
）

＊「
21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」閣
議
決
定（
3
月
）

開
設
20
周
年
：
記
念
式
典

「
観
光
文
化
資
料
館
開
設
20
年
を
祝
う
会
」を
開
催
、

『
観
光
文
化
資
料
館
二
十
年
史
』発
行（
10
月
13
日
）

海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
開
催（
10
月
）

1
2
0
0
冊
を
収
集・展
示

「
旅
の
図
書
館
」へ
名
称
を
変
更（
4
月
）

〝
旅
の
図
書
館
〞は
、観
光
文
化
資
料
館
開
設
時
か
ら

当
館
の
特
徴
を
伝
え
る
表
現（
愛
称
）と
し
て
用
い
て
き
た
も
の
で
、

開
設
2
0
年
を
機
に
館
名
も
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入（
4
月
）

＊
米
国
同
時
多
発
テ
ロ（
9
月
）

＊
蔵
書
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
増
床（
6
月
）

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（「
ツ
ー
リ
ス
ト
」「
旅
」）館
内
で
一
部
閲
覧
開
始（
9
月
）

＊
愛
知
万
博「
愛
・
地
球
博
」開
催（
3
│

9
月
）2
0
0
5

韓
国
文
化
観
光
政
策
研
究
院
と
研
究
交
流
協
定
を
締
結

＊「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」施
行（
1
月
）

「
旅
の
図
書
館
講
座
」の
開
講
ス
タ
ー
ト

〝
教
養
指
向
型（
テ
ー
マ
の
あ
る
旅
）〞の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
回
土
曜
日
の
午
後
に
開
催
。2
0
1
1
年
1
月
ま
で
に
全
10
回
開
催

＊
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
日
韓
大
会
開
催（
5
月
）

雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』『
旅
』の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手（
7
月
）

「
観
光
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催
ス
タ
ー
ト（
10
月
）

開
設
2
5
周
年
を
記
念
し
て
は
じ
ま
っ
た
旅・観
光
に
関
す
る

様
々
な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
。

2
0
1
1
年
4
月
ま
で
に
全
13
回
開
催

『観光文化資料館二十年史』

「旅の図書館講座」風景（第5回）

「ツーリスト」・「旅」

旅の図書館講座開催記録

「旅して食べて・・・」

「マカオと日本　今昔（いまむかし）　世界文化遺産の基盤を
築いたのは信長、秀吉！-「鉄」と「銀」を交換した戦国意外史-」

「日本のスピリチュアルな世界-里山・神話の里」

向笠千恵子氏（フードジャーナリスト、エッセイスト、
農林水産省食アメニティ・コンテスト審査員）第 回1

第 回2

第 回3

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

2006年　7月8日

「富士の四季を撮る」 樋口健二氏（フォトジャーナリスト）2007年　2月3日

「植物を通しての日欧文化交流」 加藤僖重氏（獨協大学国際教養学部教授）2007年　7月7日

「まち歩きを楽しむ」 高橋美江氏（絵地図師）2008年　1月26日

「落語で楽しむ旅の味わい」 柳家小蝠氏（落語家）2008年　7月5日

「鉄道の旅・・・その魅力とわざ」 野村正樹氏（作家）2009年　1月24日

「暮らしに息づく京都1200年の文化資産」 土居好江氏（ＮＰＯ法人遊悠舎京すずめ理事長、
京都文化観光研究所所長）

串間努氏（昭和レトロ文化研究家）

ケビン・ショート氏（ナチュラリスト、フォークロア
研究者）

沢木泰昭氏（旅行ジャーナリスト）

2009年　7月11日

「昭和レトロを楽しむ旅」2010年　1月23日

2010年　7月10日

2011年　1月29日

回 開催日時 テーマ 講師
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＊
i
p
h
o
n
e
日
本
で
の
発
売
開
始（
9
月
）

＊
観
光
庁
発
足（
10
月
）

開
設
30
周
年
、

記
念
講
演
会
開
催（
10
月
4
日
）

講
師
：
旅
行
作
家・山
口
由
美
氏

「
だ
か
ら
世
界
の
旅
は
面
白
い
」、

ド
イ
ツ
文
学
者・エ
ッ
セ
イ
ス
ト

池
内
紀
氏「
旅
す
る
心
」

特
別
展
示
の

企
画
開
催
ス
タ
ー
ト（
2
月
）

図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る

企
画
展
示
を
実
施
。

2
0
1
5
年
2
月
ま
で
に
全
21
回
開
催

来
館
者
数
が
80
万
人
を
突
破（
4
月
）

＊
東
日
本
大
震
災
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故（
3
月
）

海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
専
用
P
C
に
て
供
用
開
始（
7
月
）

公
益
財
団
法
人
に
移
行（
4
月
）

長
期
経
営
計
画「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

「
旅
の
図
書
館
が
実
践
的
学
術
研
究
機
関
の
一
組
織
と
し
て
機
能
す
る
」

方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
。

八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
地
下
1
階
に
2
度
目
の
移
転（
4
月
）

【
蔵
書
数
】約
3
万
2
0
0
0
冊

図
書
館
シ
ス
テ
ム（
L
I
M
E
D
I
O
）運
用
開
始（
4
月
）

ク
ラ
ウ
ド
型
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

蔵
書
の
管
理
及
び
検
索
機
能
が
格
段
に
向
上
。

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
の
ビュー
ワ
ー
を
更
新（
2
0
1
4
年
4
月
）

移
転
を
見
据
え
た
新
た
な
図
書
館
構
想
に
着
手

（
2
0
1
4
年
4
〜
7
月
）

図
書
の
独
自
分
類
の
構
築
・
導
入

（
2
0
1
4
年
7
月
〜
2
0
1
5
年
6
月
）

海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
追
加
2
誌
の
利
用
開
始

（
2
0
1
4
年
8
月
）

特別展示開催記録

「フットパスを歩く旅」

「ソウル＋αで楽しむ韓国
-忠清南道、順天-」

「今年の夏は避暑地で
ロングバケーション」

「ＬＣＣで楽しむ新しい空の旅」

「Ｗ杯開催地　南アフリカ」

国内外の歩くことを楽しめる観光地についての資料を展示。

ロンドンで開催される第30回夏季オリンピック（2012年7月27日～8月12日）に際して、
イギリス、ロンドン、オリンピックに関する資料を展示。

60年に一度の出雲大社の大遷宮、20年に一度の伊勢神宮の式年離宮、そして富士山の世界文化遺
産登録を記念し、国内外の聖地を訪れる旅行ガイドブックや聖地に関する研究図書等の資料を展示。

第 回1

第 回2

第 回3

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

第 回11

第 回12

第 回13

第 回14

第 回15

第 回16

第 回17

第 回18

第 回19

第 回20

第 回21

2010年2月15日～
2010年2月26日

「奈良・平城京」 平城遷都1300年に際し、奈良や平城京に関する資料を展示。2010年3月1日～
2010年3月31日

「上海」 上海万博（2010年5月1日～10月31日）の開催に際し、上海や中国に関する資料を展示。2010年4月19日～
2010年5月28日

サッカー・ワールドカップ南アフリカ大会（2010年6月11日～7月11日）の開催に際し、
南アフリカに関する資料を展示。

2010年6月7日～
2010年6月30日

「家族旅行と道の駅」 高速道路無料化に伴う、夏休みのマイカー旅行向けの資料や道の駅のパンフレットを展
示。

2010年7月12日～
2010年8月27日

2010年世界大百済典（2010年9月18日～10月17日）の開催に際し、韓国に関する資
料を展示。

2010年9月6日～
2010年10月1日

「冬こそ北欧でオーロラ」 ノルウェー、スウェーデン、デンマーク、フィンランド、アイスランド、グリーンランド、フェロ
ー諸島に関する資料を展示。

2010年11月8日～
2010年12月3日

「さらに遠くの青森へ」 東北新幹線全通（2010年12月4日）を記念し、青森県の観光に関する資料を展示。2010年12月6日～
2011年1月28日

「九州おひなまつりめぐり」 2月～3月にかけて九州各地で開催される「おいなまつり」イベントに際して、九州のおひな
まつりに関する資料を展示。

2011年2月7日～
2011年4月1日

夏季の節電対策の一環として、避暑地（観光地）でも滞在に関する資料を展示。2011年7月4日～
2011年8月31日

「ロンドンオリンピック」2012年7月2日～
2012年8月31日

国内外の観光学の言論および理論を扱う図書および研究論文等、観光学を考える上で
の様々な資料を展示。

「東京駅からまち歩き」 東京駅のリニューアル（2012年10月完成）を記念し、東京駅と其の周辺地域の歴史、建
築、街並み、宿泊施設等の資料を展示。

2012年10月1日～
2012年11月30日

ＬＣＣ元年(2012年）に際して、ＬＣＣを利用した旅の楽しみ方、ＬＣＣのビジネスモデル
を支える仕組み等に関する資料を展示。

2013年1月7日～
2013年2月28日

「観光学を考える」2013年4月1日～
2013年5月31日

「聖地を巡る旅」2013年7月1日～
2013年8月30日

"旅と食"に関する国内外の研究図書等の資料を展示。

日本交通公社と国内の代表的温泉地が連携して取り組んだ「温泉まちづくり研究会」の
成果、及び温泉地と観光に関する資料を展示。

「観光における"食"の役割」2013年10月1日～
2013年11月29日

日本交通公社の研究成果を基に監修した写真集『美しき日本　旅の風光』の出版に際し、
写真集とともに観光資源と地域の魅力に関する資料を展示。

「なぜ人は旅するのか」 観光心理学の専門書や旅の歴史に関する国内外の図書等を展示。2014年1月6日～
2014年2月28日

「おもてなしとホスピタリティ」 2020年東京オリンピック（2020年7月24日～2020年8月9日）の開催決定に際して、お
もてなし、ホスピタリティに関する資料を展示。

2014年4月1日～
2014年5月30日

「観光資源と地域の魅力」2014年7月1日～
2014年8月29日

「日本の温泉地と観光」2014年10月1日～
2014年11月28日

2013年に訪日観光客数が年間1000万人を突破したことに際して、日本を旅した外国人
に関する資料を展示。「日本を旅した外国人」2015年1月5日～

2015年2月27日

開設30周年記念講演会チラシ
特別展示開催風景

回 開催日時 テーマ 概要
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文
部
科
学
省
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
取
扱
規
程
に
規
定
す
る

学
術
研
究
機
関
の
指
定
を
受
け
る（
4
月
）

日
本
交
通
公
社
ビ
ル
竣
工（
8
月
9
日
）

＊
港
区
南
青
山
に
当
財
団
本
部
と
と
も
に
移
転（
引
越
）（
8
月
10
日
〜
21
日
）

＊
開
館
準
備（
8
〜
9
月
）

関
係
者
を
招
い
た
内
覧
会
＆
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e（
特
別
版
）を
3
回
開
催（
9
月
）

旅
の
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館（
10
月
3
日
）

開
設
当
初
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、観
光
の
研
究
者・実
務
者
向
け
の
図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
再
開
館
。

【
蔵
書
数
】約
6
万
冊
。

観
光
文
化
2
3
1
号「「
観
光
の
研
究
と
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
」を
目
指
し
て
」刊
行

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の
寄
託
図
書
館
に
認
定（
3
月
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
1
周
年
事
業
を
実
施（
10
〜
12
月
）

1
周
年
を
記
念
し
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー「
た
び
と
し
ょ
」刊
行
、第
11
回
た
び
と
し
ょ
c
a
f
e
開
催
、パ
ネ
ル
展
示

旅
の
図
書
館
総
監
修『
ツ
ー
リ
ス
ト（
大
正
期
）』復
刻
版
　
ゆ
ま
に
書
房
よ
り
刊
行（
9
月
〜
）

古
書
・
稀
覯
書
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化（
及
び
保
存
箱
作
成
）に
着
手（
1
月
〜
）

専
門
図
書
館
協
議
会
よ
り
平
成
30
年
度
団
体
功
績
表
彰
を
受
賞（
6
月
）

開
設
40
周
年
記
念
事
業
を
実
施

第
15
回
た
び
と
し
ょ
c
a
f
e
開
催

観
光
文
化
２
３
９
号
「
古
書
か
ら
学
ぶ
」
刊
行

古
書
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
示
（
第
1
弾
〜
第
3
弾
）

移
転・リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め一
時
閉
館（
2
0
1
5
年
10
月
〜
2
0
1
6
年
9
月
）

南
青
山
へ
の
移
転
準
備
の
た
め
1
年
間
休
館
。

図
書・什
器
等
を
倉
庫
に
一
時
保
管
し
、資
料
室
資
料
の
統
合
作
業
、引
越
作
業
に
入
る
。

「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」の
開
催
ス
タ
ー
ト（
11
月
）

研
究
者
や
実
務
者
と
の
気
軽
な
交
流
の
場
の
創
出
を
め
ざ
し
、

八
重
洲
ダイ
ビ
ル
で
の
旧
館
時
代
に
5
回
開
催
。南
青
山
に
移
転
後
も
継
続
開
催
。

再
生
期
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
専
門
図
書
館
と
し
て
再
出
発

2
0
1
6

　
1
年
間
の
一
時
閉
館
を
経
て
、
当

財
団
本
部
と
と
も
に
港
区
南
青
山
に

移
転
。
2
0
1
6
年
10
月
、
〝
観
光

の
研
究
や
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
〞

と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
専
門

図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館

し
ま
し
た
。

〝
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
を
目
指

す
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
べ
く
、
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

たびとしょCafe（第2回）

関係者を招いた内覧会＆
たびとしょCafe（特別版）を
3回開催（9月） 館内図

八重洲ダイビル地下1階移転後の図書館（館内）
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館内の専用ＰＣで閲覧できる「デジタルコレクション」

開設当時のリーフレットに紹介されている古書・稀覯書

長年収集してきた古いガイドブック

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
旅
の
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
開

設
し
た
当
館
で
は
、
当
初
か
ら
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
収
集

に
は
力
を
入
れ
、
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
、

『
フ
ォ
ー
ダ
ー
ズ
』
の
2
シ
リ
ー
ズ

は
開
設
以
来
長
ら
く
収
集
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
1
9
9
0
年
代
は
、
来

館
者
の
9
割
が
海
外
の
情
報
を
求
め

て
い
た
時
代
で
、
1
9
9
6
年
に
は

『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
『
フ
ォ

ダ
ー
ズ
』
の
シ
リ
ー
ズ
全
点
を
購
入

し
て
い
ま
す
。
記
録
に
よ
る
と
、

『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
は
、
当

機
内
誌
・
時
刻
表

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
ら
ぶ
当
館
の

特
徴
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
機
内
誌

と
時
刻
表
が
あ
り
ま
す
。

①
機
内
誌

　
機
内
誌
は
、
1
9
8
2
年
の
開
設

4
周
年
企
画
と
し
て
、
日
本
に
乗
り

入
れ
て
い
る
各
航
空
会
社
の
協
力
を

得
て
、
国
際
線
の
機
内
誌
（
搭
乗
し

な
け
れ
ば
読
め
な
い
イ
ン
・
フ
ラ
イ

　
旅
の
図
書
館
の
蔵
書
（
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
は
、
旅
・
観
光
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
は
40
年
に
わ
た
る
運
営
の
中

で
収
集
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
当
館
の
場
合
、
こ

れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
開
設

以
降
の
周
年
事
業
に
お
け
る
企
画
展

示
な
ど
を
契
機
と
し
て
重
点
的
に
収

集
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
的
な
関
心

や
建
築
、
民
俗
（
族
）
学
、
産
業
遺

跡
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
な
ど
、
歴
代
館

長
の
経
験
や
興
味
、
嗜
好
な
ど
が
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
専
門
図
書
館

の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
当
館
の
独
自
分
類
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
F
（F

o
u
n
d
a
tio
n

）
分
類
」

の
資
料
は
、
当
館
の
蔵
書
の
な
か
で

も
、
と
り
わ
け
〝
旅
の
図
書
館
（
た

び
と
し
ょ
）
な
ら
で
は
〞
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
す
。
こ
こ
で
は
、
当
館
自

慢
の
蔵
書
が
構
築
さ
れ
て
き
た
経
緯

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

古
書
・
稀
覯
書

　
戦
前
を
中
心
と
し
た
旅
行
・
観
光

関
連
の
貴
重
資
料
は
現
在
約

2
3
0
0
冊
。
「
観
光
文
化
資
料

館
」
の
開
設
（
1
9
7
8
年
）
当
時
、

す
で
に
約
5
0
0
冊
の
稀
覯
書
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当

財
団
の
前
身
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
1
9
1

2
年
創
立
）
の
生
み
の
親
で
あ
る
木

下
淑
夫
氏
が
収
集
し
て
き
た
蔵
書
や

同
氏
の
意
を
受
け
継
い
で
収
集
さ
れ

た
「
木
下
文
庫
」
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』

『
日
本
案
内
記
』『
鉄
道
旅
行
案
内
』

『B
aedeker's 

H
andbook

』
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
少
し
ず
つ
古
書
・
稀

覯
書
の
収
集
を
続
け
、
寄
贈
な
ど
も

い
た
だ
き
、
次
第
に
充
実
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
は
、
一

般
書
架
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
り
、
書
架
が
手
狭
な
こ
と

か
ら
倉
庫
に
預
け
て
い
た
時
期
も
あ

り
、
そ
の
存
在
は
一
般
の
利
用
者
に

充
分
認
知
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
南
青
山
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

分
類
を
見
直
し
、
古
書
・
稀
覯
書
専

用
の
書
架
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
を
行
う
よ
う
に
し

た
こ
と
で
、
多
く
の
来
館
者
に
そ
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
外
部
の
博
物
館
で
の

企
画
展
示
に
協
力
す
る
機
会
も
増
え
、

あ
ら
た
め
て
所
蔵
す
る
古
書
の
貴
重

さ
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
古
書
・
稀
覯

書
は
、
破
損
や
劣
化
も
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
長
期
的
な
保

存
と
利
便
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
当
財
団
の
前

身
）
の
雑
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
1
9
1
3
年
創
刊
）、
日
本
で
最
も

長
く
続
い
た
旅
行
雑
誌
「
旅
」

（
1
9
2
4
年
創
刊
）
は
、
開
設
30

周
年
を
記
念
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
に
着
手
し
、
現
在
は
、
両
誌

と
も
創
刊
号
か
ら
前
者
は
終
刊
ま
で
、

後
者
は
2
0
0
4
年
1
月
号
ま
で
、

当
館
内
で
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
と
し
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
さ
ら
に
開
設
40
周
年
を
迎
え
、

2
0
1
7
年
度
か
ら
は
残
る
古
書

稀
覯
書
の
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
化
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

たびとしょ
コレクション
が

できるまで

時
当
館
で
最
も
利
用
率
の
高
い
シ
リ

ー
ズ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
開
設
20

周
年
に
あ
た
る
1
9
9
8
年
に
は
、

海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
1
2
0
0
冊
を

収
集
し
展
示
し
ま
し
た
。

　
南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
あ
た
っ
て
は
、
収
蔵
方
針
の
見

直
し
に
伴
い
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
網

羅
的
収
集
か
ら
厳
選
収
集
へ
と
変
更

し
ま
し
た
。

よ
し 

お
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開設4周年を記念して開催した時刻表展示

開
設
4
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た

機
内
誌
展
示

　
2
0
1
6
年
の
南
青
山
へ
の
移
転

は
、
長
ら
く
別
々
の
場
所
で
運
営
し

て
き
た
当
財
団
本
部
と
の
一
体
化
、

お
よ
び
コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
に
よ
る

新
た
な
図
書
館
へ
の
転
換
と
い
う
点

で
、
過
去
2
度
の
移
転
と
は
異
な
る

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
移
転
計
画
が
本
格
的
に
動
き
出

　
3
度
目
と
な
る
こ
の
移
転
で
は
、

敢
え
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
え
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ

ト
・
マ
ガ
ジ
ン
）
3
3
誌
を
集
め
公

開
し
た
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
収
集
を
続
け
て
き
て
お
り
、
現

在
も
収
集
し
て
い
る
機
内
誌
は
、
国

内
・
海
外
合
わ
せ
て
約
40
誌
（
す
で

に
就
航
し
て
い
な
い
航
空
会
社
の
古

い
機
内
誌
等
を
含
め
る
と
約
70
誌
）

に
及
び
ま
す
。
海
外
の
航
空
会
社
の

機
内
誌
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も

納
本
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
館
は
、

様
々
な
航
空
会
社
の
機
内
誌
が
古
い

時
代
の
も
の
も
含
め
て
閲
覧
で
き
る

数
少
な
い
の
図
書
館
と
い
え
ま
す
。

②
時
刻
表

　
機
内
誌
と
同
様
に
、
開
設
4
周
年

調
査
研
究
資
料

　
現
在
、
当
館
の
書
架
に
は
、
観
光

に
関
す
る
各
種
研
究
レ
ポ
ー
ト
や
統

計
資
料
が
一
般
の
研
究
書
・
実
務
書

と
一
緒
に
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。「
灰

色
文
献
（
一
般
の
出
版
流
通
に
の
ら

な
い
資
料
）」
と
い
わ
れ
る
こ
れ
ら

資
料
の
多
く
は
、
当
財
団
の
50
年
余

り
の
研
究
活
動
の
中
で
収
集
し
て
き

た
調
査
研
究
資
料
で
、
研
究
部
門
が

あ
っ
た
本
部
資
料
室
に
あ
り
、
非
公

開
資
料
と
し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
機
に
、
可
能
な
限
り
公
開
し
て
い

ま
す
。

旅の図書館

ニューアル
回 想 録

背景
と
経緯

2014-2016

企
画
（
1
9
8
2
年
）
と
し
て
、
国

内
各
地
の
私
鉄
や
バ
ス
時
刻
表
（
23

種
）
を
展
示
し
、
大
型
時
刻
表
で
は

省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
も
調
べ
ら
れ

る
と
あ
っ
て
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま

た
開
設
15
周
年
（
1
9
9
3
年
）
に

は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
特
別

記
念
展
示
「
世
界
と
日
本
の
時
刻
表

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
国
内
外
の
鉄

道
お
よ
び
バ
ス
時
刻
表
（
約
32
か
国

80
点
）
を
公
開
し
、
旅
行
フ
ァ
ン
に

加
え
、
時
刻
表
マ
ニ
ア
が
多
数
来
館

観
光
関
連
社
史

　
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
社
史
は
、

旅
行
や
運
輸
・
交
通
、
宿
泊
等
の
観

光
関
連
産
業
を
中
心
に
約
3
2
0
冊
。

社
史
の
刊
行
時
に
寄
贈
い
た
だ
く
な

ど
し
て
少
し
ず
つ
充
実
さ
せ
て
き
ま

し
た
が
、
南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
機
に
、
利
用
者
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

「
社
史
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
配
架
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
、
開
設
40
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
観
光
関
連
社
史
の
収
集
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

U
N
W
T
O
関
係
資
料

　
当
館
は
2
0
1
7
年
3
月
、
国
連

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の「
寄
託

図
書
館
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
、『Yearb

o
o
k of T

o
u
rism

 

S
tatistics

』、『C
om
p
en
d
iu
m
 of 

Tourism
 S
tatistics

』な
ど
従
来
か

ら
収
集
し
て
き
た
資
料
に
加
え
、

様
々
な
U
N
W
T
O
の
刊
行
物
を
収

集
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
旅

行
情
報
収
集
手
段
の
変
化
に
よ
り
、

旅
の
下
調
べ
を
目
的
と
し
た
図
書
館

と
し
て
の
利
用
価
値
が
低
下
し
て
き

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
今
後

の
図
書
館
が
、
旅
行
情
報
に
つ
い
て

紙
媒
体
を
中
心
に
提
供
す
る
図
書
館

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
多

く
の
寄
贈
も
い
た
だ
き
現
在
に
い
た

っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
1
9
8
5
年

以
前
の
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
復
刻

版
を
除
き
閉
架
資
料
と
し
て
扱
っ
て

お
り
、
研
究
目
的
で
の
閲
覧
に
限
定

し
て
い
ま
す
）。

し
た
2
0
1
4
年
か
ら
、
1
年
間
の

一
時
休
館
を
含
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開

館
ま
で
の
約
2
年
半
は
、
新
た
な
図

書
館
づ
く
り
へ
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
連
続
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
背
景
と
そ
の
経
緯
を

紹
介
し
ま
す
。

※
寄
託
図
書
館
：
高
度
な
教
育
機
関
ま
た

は
科
学
の
分
野
で
認
知
さ
れ
た
機
関
に
属

し
て
い
る
こ
と
、
U
N
W
T
O
の
刊
行
物

を
収
集
し
、
広
く
公
開
す
る
図
書
館
で
あ

る
こ
と
と
い
っ
た
一
定
の
基
準
の
も
と
に

認
定
さ
れ
る
。

地
域
情
報
誌

　
当
館
で
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
て
い

る
選
り
す
ぐ
り
の
地
域
情
報
誌
は
現

在
約
1
1
0
誌
。
2
0
1
7
年
よ
り

収
集
を
は
じ
め
た
最
も
新
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
主
要
な
都

市
や
観
光
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地

域
情
報
誌
は
、
そ
の
地
に
足
を
運
ば

な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市

販
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
な
い
地
域

な
ら
で
は
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
情
報

の
宝
庫
で
も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的

に
収
集
し
て
い
く
予
定
で
す
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
の

背
景
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図 1 移転・リニューアルの経緯（2014-2016年）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
必
然
的
な
流
れ

で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
現
在
の
図

書
館
の
姿
が
導
き
出
せ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」
策

定
時
に
描
か
れ
た
図
書
館
の
方
向
は
、

①
専
門
性
の
強
化
、
②
研
究
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
機
能
の
強
化
、
③
広
報
機
能

の
強
化
、
④
研
究
員
の
研
究
の
利
便

性
の
向
上
、
⑤
観
光
文
化
の
振
興
に

寄
与
す
る
蔵
書
の
充
実
と
い
っ
た
も

の
で
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
現

図
書
館
も
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の

機
能
の
充
実
を
図
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
必

ず
し
も
公
開
性
の
高
い
図
書
館
で
な

く
と
も
、
研
究
部
門
の
あ
っ
た
当
財

団
本
部
資
料
室
の
機
能
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
あ
る
程
度
対
応
は

可
能
で
す
。
事
実
、「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
受
け
た
検
討
段
階
で
は
、
い
わ
ば

企
業
内
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
的
な
閉
架
型

の
図
書
館
と
い
う
選
択
肢
も
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
本
部
と

の
物
理
的
な
一
体
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

〝
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の
組
織
活

動
の
一
翼
を
担
う
図
書
館
と
は
？
〞

と
い
う
本
質
的
な
課
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
「
組
織
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
も
寄
与
で
き
る
図
書
館
の

あ
り
方
」
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

 

移
転
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し
て
き

た
2
0
1
4
年
4
月
。
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
現
状
に
と
ら
わ
れ
ず
、

学
術
研
究
機
関
の
図
書
館
と
し
て
の

あ
り
方
を
徹
底
的
に
探
り
、
そ
の
具

体
イ
メ
ー
ジ
を
青
写
真
と
し
て
描
く

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
図
書
館

を
取
り
巻
く
動
き
を
知
り
、
図
書
館

の
持
つ
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
す

べ
く
、
様
々
な
公
共
図
書
館
や
専
門

図
書
館
に
足
を
運
び
、
そ
の
ヒ
ン
ト

を
探
し
ま
し
た
。
そ
し
て
図
書
館
職

員
全
員
で
議
論
を
重
ね
、
目
指
す
新

た
な
図
書
館
像
を
構
想
に
し
ま
し
た
。

幸
い
こ
の
構
想
は
組
織
に
概
ね
受
け

入
れ
ら
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
方
向

性
が
定
ま
り
ま
し
た
。
構
想
策
定
時

に
描
い
た
図
書
館
像
は
、
「
観
光
の

研
究
と
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
後
の
図
書
館
の
姿
と
し
て
か

た
ち
と
な
り
、
現
在
の
運
営
の
な
か

に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

 

コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
に
よ
る
新
た

な
図
書
館
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
は
、

の
ま
ま
で
は
将
来
的
な
利
用
者
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
難
し
い
こ
と
は
、
次

第
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
2
0
1
0
年
7
月
に
は
、

本
部
資
料
室
の
存
在
や
観
光
・
旅
行

関
係
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
当

財
団
の
強
み
を
活
用
で
き
る
「
観
光

分
野
の
調
査
・
研
究
の
た
め
の
専
門

図
書
館
」
と
い
う
方
向
性
も
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
実
現
の
前
提
と
な
る
本
部
と
の
一

体
化
は
容
易
で
は
な
く
、
2
0
1
2

年
に
は
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
に
2
度
目

の
移
転
。
図
書
館
を
取
り
巻
く
厳
し

い
環
境
下
で
の
運
営
が
続
き
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
の
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
当
財
団
が
公
益
法

人
認
定
を
機
に
2
0
1
2
年
に
策
定

し
た
長
期
経
営
計
画「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」に

お
い
て
、「
実
践
的
な
学
術
研
究
機

関
」
と
し
て
の
組
織
像
が
打
ち
出
さ

れ
、
基
本
方
針
の
一
つ
に
「
旅
の
図

書
館
が
機
関
の
一
組
織
と
し
て
機
能

す
る
」
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光
研

究
機
能
に
対
応
し
た
図
書
館
の
方
向

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、学

術
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能
お
よ
び

経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
当
財
団

本
部
と
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
た
自

社
ビ
ル
建
設
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し

た
こ
と
で
、
本
格
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

構
想
策
定
〜

新
た
な
図
書
館
像

を
描
く

2
0
1
4
年
4
月
〜
7
月

蔵
書
を

再
構
築
す
る

2
0
1
4
年
4
月
〜
7
月

2
0
1
4
年
度

2
0
1
5
年
度

2
0
1
6
年
度

4月

7月

10月

1月

4月

7月

10月

1月

4月

7月

10月

1月

4月

構想
収蔵方針の
見直し

独自分類の
構築

新ビル計画
建設 図書館計画 資料の整理 移転（引越） 開館準備時期

新ビル
プロジェクト
（新基本
計画･設計）

新ビル建設

フロア計画
書架計画

書架計画
（収蔵計画
の調整）

家具
選定

運営準備

旧図書館
資料の整理

本部資料室
資料の整理

●竣工

●一時閉館　　　
　（9月末）
●旧館引越　　　
　（12月末）

●南青山移転
　（8月）

●リニューアル開館
　（10月3日）
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図 2 構想策定時に描いた図書館像（2014年5月時点）

主
た
る
利
用
対
象
と
し
て
想
定
し
た

観
光
の
研
究
者
や
実
務
者
に
重
点
を

置
い
た
蔵
書
の
再
構
築
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
収
蔵
方
針
の
見
直
し
で
し

た
。
そ
れ
は
、
移
転
後
の
所
蔵
ス
ペ

ー
ス
に
制
約
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

旅
の
図
書
館
に
あ
る
蔵
書
と
今
後
統

合
す
る
本
部
資
料
室
資
料
の
中
か
ら
、

〝
何
を
残
し
〞
、〝
何
を
除
籍
（
廃

棄
）
す
る
か
〞
の
選
択
基
準
を
つ
く

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

収
蔵
方
針
の
見
直
し
に
よ
り
、
旅

の
下
調
べ
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

旅
行
記
（
エ
ッ
セ
イ
）
な
ど
の
旅
行

情
報
提
供
の
た
め
の
資
料
は
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
当
館
が
収
蔵
し
て
き
た

様
々
な
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

機
内
誌
、
時
刻
表
な
ど
の
古
い
も
の

は
、
当
財
団
と
同
じ
く
学
術
研
究
機

関
で
あ
る
大
学
の
付
属
図
書
館
に
も

な
い
特
徴
的
な
資
料
で
あ
り
、
観
光

研
究
の
上
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
と

し
て
の
価
値
を
持
ち
う
る
た
め
、
厳

選
し
継
続
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蔵
書
の
再

構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
の
蔵
書

を
対
象
に
、
観
光
の
研
究
お
よ
び
実

務
の
参
考
に
資
す
る
か
ど
う
か
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
蔵
方
針
の
見
直
し
と
と
も
に
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
図
書
館
を
実
現

す
る
上
で
不
可
欠
な
取
り
組
み
が
、

観
光
研
究
分
野
の
専
門
資
料
に
対
す

る
独
自
分
類
の
導
入
で
す
。
こ
れ
ま

で
旅
・
観
光
に
関
す
る
一
般
の
図

書
・
雑
誌
を
中
心
に
収
集
し
て
き
た

当
館
で
は
、
開
設
以
来
、
公
共
図
書

館
と
同
様
に
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ

Ｄ
Ｃ
）
を
用
い
て
分
類
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
重
点
と
す
る
観

光
研
究
分
野
の
専
門
資
料
は
様
々
な

領
域
に
関
わ
る
た
め
、
N
D
C
の
第

三
次
区
分
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

「
6
8
9
（
観
光
事
業
）
」
の
中
に

す
べ
て
収
め
る
こ
と
に
は
も
と
も
と

無
理
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
わ

が
国
で
は
歴
史
の
浅
い
観
光
学
の
体

系
が
十
分
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
ま
ま
適
用
で
き
る
分
類
方
法
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、
独
自
分
類
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
つ
つ
も
、
取
り
組

む
と
す
れ
ば
、
独
自
分
類
を
再
構
築

し
た
う
え
で
す
べ
て
の
蔵
書
の
分
類

を
見
直
し
、
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換

え
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー

タ
の
修
正
を
行
う
と
い
う
大
が
か
り

な
作
業
に
な
る
た
め
、
そ
れ
な
り
の

覚
悟
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
館
と

同
様
に
特
定
テ
ー
マ
を
も
ち
、
独
自

分
類
を
行
っ
て
い
る
専
門
図
書
館
と

し
て
取
材
し
た
「
食
の
文
化
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」 

「
松
竹
大
谷
図
書
館
」
、

「
広
告
図
書
館
（
現
ア
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
東
京
）」は
、
い
ず
れ
も
各
館

の
所
蔵
資
料
の
特
性
に
合
わ
せ
た
丁

寧
な
独
自
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
専

門
図
書
館
に
お
け
る
独
自
分
類
の
必

要
性
を
痛
感
さ
せ
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
独
自
分
類
を
導
入
す
る
上
で
の

多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
現
在
当

館
が
観
光
研
究
資
料
に
用
い
て
い
る

「
T
（T

ourism

）
分
類
」
と
い
う

独
自
分
類
は
、
国
内
の
観
光
学
の
第

一
人
者
で
あ
り
当
財
団
の
専
門
委
員
、

評
議
員
で
も
お
ら
れ
た
鈴
木
忠
義
氏

（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
の
観

光
学
の
体
系
、
国
内
外
の
「
観
光
」

「T
ourism

」
の
概
論
が
書
か
れ
た

主
要
図
書
の
目
次
な
ど
を
参
考
に
し

つ
つ
、
当
館
の
所
蔵
資
料
に
合
致
す

る
よ
う
考
慮
し
、
本
部
研
究
員
と
と

も
に
2
0
1
4
年
7
月
か
ら
約
1
年

を
か
け
て
検
討
を
重
ね
構
築
し
た
も

の
で
す
。
当
館
の
独
自
分
類
は
、
観

光
研
究
分
野
で
は
国
内
で
初
め
て
の

分
類
方
法
と
い
う
こ
と
で
、
国
立
国

会
図
書
館
に
も
注
目
い
た
だ
き
ま
し

た
。

独
自
分
類
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

2
0
1
4
年
7
月
〜

2
0
1
5
年
6
月

研究者が集まりたく広場／観光
研究交流を促すプラットフォーム

財団の研究活動を
肌で感じてもらえる（見える）

博士論文が生まれる（生み出す）、
論文が書きたくなる

若手研究者を
生む・育てる・支援する

観光研究や観光課題の
解決に役立つ

観光研究への興味・関心が高まる、
研究の種をまく

観光を学ぶ学生が
一度は訪れたくなる

新しい研究＆ワークスタイルを
実現する

様々な観光（観光地）情報が
集まり発信される場（基地）

●国内外の観光研究の資料が
　収集され、公開されている
●外部研究者との共同研究や
　交流の場として利用されている
　（学会フォーラム、ミニ研究会など）
●ワイワイ、ガヤガヤ情報交換できる
　研究者のサロン

●JTBF研究員が自ら運営
●財団の調査研究活動やその成果を
　わかりやすく紹介
●研究やミーティングする姿が見られる
●研究図書や観光研究の世界をガイド

●国内外の学術誌・研究論文が
　閲覧できる

●研究者や
　観光地と協働で、
　様々な企画展が
　開催されている、
　様々な観光地情報が
　集まってくる

●観光を学ぶ学生から研究者への芽を
　育てる／若手研究者が、
　この図書館をベースとして成長し、
　社会に認められる
●若手研究者の出番がある、
　交流ができる
　（図書館カフェや公開講座など）

●研究者のほしい図書・資料を
　紹介できる
　（レファレンス対応が充実している）
●観光の現場課題や研究テーマに
　応じた相談ができる
　（専門テーマにはJTBF研究員が
　対応・アドバイス）

●JTBF研究員が、
　図書館で創造的に
　仕事ができる
　（情報収集、
　論文・原稿執筆、
　プロジェクト会議・
　研究会議など）

●わくわく、好奇心をそそる資料が
　紹介・展示がされている
●新たな研究のヒントが見つかる

●図書館をめぐると、観光のことが
　理解できる
　（わかりやすい図書・資料の
　分類・配架、案内）

様々な人と
情報が集まる
観光研究
交流広場
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象
と
な
っ
た
図
書
も
運
営
し
て
い
る

間
は
廃
棄
で
き
な
い
た
め
、
図
書
館

と
し
て
の
通
常
運
営
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ

と
で
し
た
。
こ
の
選
別
作
業
や
再
分

類
作
業
は
日
々
、
開
館
時
間
だ
け
で

な
く
、
開
館
前
と
閉
館
後
の
時
間
も

活
用
し
て
ス
タ
ッ
フ
で
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
図
書
・
資
料
の
選
別
か

ら
除
籍
作
業
ま
で
の
一
連
の
作
業
は

ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
す
る
2
0
1
5
年

12
月
ま
で
に
終
了
し
、
そ
の
後
は
資

料
室
資
料
の
作
業
に
移
り
ま
し
た
。

な
お
、
約
6
万
冊
に
及
ぶ
蔵
書
の
再

分
類
と
図
書
ラ
ベ
ル
等
の
再
装
備
に

か
か
る
作
業
は
、
専
門
資
料
を
対
象

と
す
る
た
め
外
部
委
託
せ
ず
、
す
べ

て
当
館
の
ス
タ
ッ
フ
自
身
の
手
で
行

い
ま
し
た
。
期
間
的
な
制
約
が
あ
る

中
で
の
膨
大
な
作
業
で
し
た
が
、
結

果
的
に
図
書
館
を
運
営
す
る
職
員
が

自
館
の
蔵
書
を
熟
知
す
る
う
え
で
貴

重
な
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
（
引
越
）
準
備
の
た
め
、
図

書
館
は
2
0
1
5
年
9
月
末
に
一
時

閉
館
。
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
す

る
12
月
末
ま
で
の
3
ヶ
月
は
、
図

書
・
資
料
の
除
籍
・
廃
棄
作

業
や
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換

え
、
引
越
作
業
な
ど
に
追
わ

れ
ま
し
た
。
除
籍
図
書
の
う

ち
、
ま
だ
利
用
価
値
が
高
い

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
紀
行
書
な

ど
約
3
0
0
0
冊
に
つ
い
て

は
、
幸
い
、
当
財
団
を
事
務

局
と
す
る
「
温
泉
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
」
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
阿
寒
湖
温
泉
（
北
海
道

釧
路
市
）
と
由
布
院
温
泉

（
大
分
県
由
布
市
）
が
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
当
館
で
は
、
当
財
団
刊
行

物
や
調
査
研
究
報
告
書
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
・
機
内
誌
・
時
刻
表
、
古
書
・

貴
重
資
料
な
ど
の
特
徴
的
な
蔵
書
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
F

（F
o
u
n
d
atio
n

）
分
類
」
と
い
う

も
う
一
つ
の
分
類
方
法
も
併
せ
て
構

築
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
2
つ

の
独
自
分
類
と
、
基
礎
的
な
文
献
の

分
類
に
用
い
る
従
来
の
「
N
D
C
分

類
」
を
組
み
合
わ
せ
た
3
つ
の
分
類

方
法
に
よ
っ
て
蔵
書
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
は
、
社
内

に
自
社
ビ
ル
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
が
設
置
さ
れ
、
い
よ
い
よ
新
社
屋

の
建
築
に
向
け
た
構
想
、
計
画
・
設

計
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
本
部
と
の
一
体
化
を
伴

う
図
書
館
の
計
画
も
、
図
書
館
単
独

で
は
進
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
社
屋

全
体
の
機
能
や
空
間
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
な
か
で
、
新
た
な
役
割

を
発
揮
で
き
る
図
書
館
計
画
を
具
体

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
図
書
館
計
画
は
、
当
財

団
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
分

科
会
の
一
つ
と
し
て
、
本
部
研
究
員

も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
な
が
ら

検
討
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
組
織
全
体

で
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
め
ざ
す
新
社
屋
（
日

本
交
通
公
社
ビ
ル
）
に
お
い
て
図
書

館
は
、
当
財
団
と
外
部
の
人
や
組
織

を
つ
な
ぐ
た
め
の
中
核
的
な
存
在
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

当
財
団
の
総
合
受
付
を
兼
ね
た
カ
ウ

ン
タ
ー
、
研
究
活
動
を
「
見
え
る

化
」
す
る
た
め
に
設
け
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
研
究
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も

使
え
る
閲
覧
席
、
ミ
ニ
研
究
会
か
ら

1
0
0
人
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま

で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
活
用
が
可
能
な

メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
は
、
既

存
の
図
書
館
の
発
想
か
ら
抜
け
出
し

て
、
図
書
空
間
を
最
大
限
に
活
か
し

た
「
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
づ
く
り
を
徹
底
的
に

追
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　
計
画
は
他
の
部
門
と
の
調
整
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
概
ね
2
0
1
5
年

6
月
ま
で
に
骨
格
が
で
き
あ
が
り
、

2
0
1
5
年
10
月
か
ら
は
建
築
工
事

へ
と
移
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
書
架

の
計
画
（
蔵
書
の
種
別
配
置
計
画
）

も
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た

が
、
本
部
資
料
室
も
含
め
た
図
書
・

資
料
の
選
別
・
再
分
類
が
完
了
す
る

移
転
間
際
（
2
0
1
6
年
7
月
）
ま

で
、
収
蔵
計
画
の
見
直
し
は
幾
度
と

な
く
続
き
ま
し
た
。

　
収
蔵
方
針
の
見
直
し
、
独
自
分
類

の
構
築
が
完
了
し
た
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
、
書
架
計
画
と
並
行
し
て
の
図

書
・
資
料
の
選
別
・
再
分
類
、
装
備

（
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換
え
な
ど
）
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー
タ
修

正
、
そ
し
て
除
籍
作
業
で
す
。

　
移
転
前
の
蔵
書
数
は
、
図
書
館
約

5
万
冊
（
図
書
3
・
7
万
冊
、
雑
誌

1
.
3
万
冊
）
、
資
料
室
約
1
.
5

万
冊
（
図
書
1
・
3
万
冊
、
雑
誌

0
・
2
万
冊
）
で
、
合
わ
せ
て
約

6
・
5
万
冊
。
そ
の
他
倉
庫
に
あ
る

未
整
理
資
料
を
含
め
る
と
7
万
冊
近

く
に
及
び
ま
す
。
一
方
で
移
転
後
の

書
架
の
収
蔵
規
模
は
、
資
料
室
と
の

重
複
図
書
や
収
蔵
方
針
の
見
直
し
に

よ
る
削
減
を
前
提
に
、
収
蔵
能
力
の

高
い
書
架
（
移
動
書
架
）
の
導
入
に

よ
り
確
保
可
能
な
6
〜
7
万
冊
を
目

標
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
移
転

後
の
蔵
書
の
増
加
に
も
対
応
し
て
い

く
に
は
、
1
万
冊
を
超
え
る
図
書
の

削
減
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
図
書
・
資
料
の
選
別
作

業
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
除
籍
対

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
前
の
図
書
館
（
開
館
準
備
中
）

一
時
閉
館
し

ダ
イ
ビ
ル
を

退
去
す
る

2
0
1
5
年
1
0
月
〜

2
0
1
5
年
1
2
月

図
書
・
資
料
を

選
別
・
再
分
類
す
る

2
0
1
5
年
1
月
〜

2
0
1
6
年
7
月

図
書
館
を

計
画
す
る

2
0
1
4
年
8
月
〜

2
0
1
5
年
6
月
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移
転
後
に
引
き
継
ぐ
図
書
・
資
料
、

お
よ
び
什
器
備
品
は
1
年
間
埼
玉
県

久
喜
市
の
倉
庫
に
預
け
、
12
月
末
、

八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
は
当
財
団

本
部
資
料
室
が
有
す
る
資
料
約
1
・

5
万
冊
の
整
理
・
統
合
作
業
に
移
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
長
年
調
査
研
究

活
動
の
な
か
で
収
集
し
て
き
た
国
内

外
の
観
光
研
究
書
や
実
務
書
、
調
査

報
告
書
、
統
計
資
料
な
ど
で
、
図
書

館
と
は
別
の
分
類
方
法
で
管
理
し
て

き
た
非
公
開
資
料
で
す
。
図
書
館
と

の
重
複
本
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、

再
分
類
、
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え

な
ど
を
実
施
し
、
可
能
な
限
り
公
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
館
の
作
業
期
間
中
に
整
理

し
き
れ
な
か
っ
た
古
書
や
機
内
誌

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）
も
、
本
部
に

移
し
引
き
続
き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
図
書
館
の
フ
ロ
ア
は
、
木
製
家

具
を
中
心
と
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

図
書
館
へ
の
入
口
と
な
る
１
F
は
、

「
カ
フ
ェ
風
」
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
具
の

デ
ザ
イ
ン
や
選
定
に
も
図
書
館
と
し

て
主
体
的
に
関
わ
り
ま
し
た
。
た
と

え
ば
１
F
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、

来
館
者
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
性
に

も
配
慮
し
そ
の
高
さ
や
幅
も
慎
重
に

検
討
し
ま
し
た
。
書
架
や
雑
誌
架
、

メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
も
、
細
か
な
デ
ザ

イ
ン
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
特
注
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
１
F
、
B
1
F

の
閲
覧
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
、
ソ
フ
ァ

な
ど
は
、
職
員
自
ら
幾
度
も
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
足
を
運
び
選
定
し
た
も
の

で
、
そ
れ
だ
け
に
こ
だ
わ
り
と
愛
着

が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
図
書
館
の
家
具
は
、
新

し
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
F
の
エ
ン
ト
ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
雑

誌
架
、
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
奥
の
低

書
架
、
木
製
イ
ス
（
3
脚
）
、
そ
し

て
B
１
F
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
図
書

館
を
継
承
す
る
意
を
込
め
た
旧
館
時

代
の
思
い
出
の
家
具
た
ち
で
す
。

　
2
0
1
6
年
8
月
10
日
〜
14
日
、

本
部
の
総
務
・
研
究
部
門
に
先
立
ち

引越風景（移転時のダンボールの山）

リニューアル開館前の図書館（開館準備中）

左：本を寄贈した阿寒湖温泉（まりむ館）、右：由布院温泉（由布市ツーリストインフォメーションセンター）

港
区
南
青
山
へ
引
越
。
久
喜
倉
庫
に

あ
る
旧
館
の
資
料
と
本
部
資
料
室
資

料
の
2
箇
所
か
ら
の
引
越
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
移
転
時
の
資
料
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
約
2
3
0
0
箱
分
（
図

書
館
1
5
0
0
箱
、
資
料
室
8
0
0

箱
）
で
、
開
梱
・
書
架
入
れ
は
数
日

か
け
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
用

意
周
到
に
準
備
し
て
き
た
と
は
い
え
、

2
箇
所
の
資
料
を
は
じ
め
て
同
じ
書

架
に
収
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
想

定
通
り
に
収
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
後
開
館
ま
で

は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー
タ

の
修
正
や
運
営
資
料
の
準
備
な
ど
に

追
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
に
は
、
財
団
・
J
T
B
関
係

者
や
賛
助
会
員
、
図
書
館
関
係
者
な

ど
を
対
象
に
、
「
特
別
版
た
び
と
し

ょ
C
a
f
e
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
3

回
の
内
覧
会
を
開
催
し
、
10
月
3
日
、

1
年
間
の
休
館
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
開
館
を
果
た
し
、
新
し
い
図
書
館

と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
は
社
会
の
情
報
基
盤
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
過

去
の
先
人
の
知
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
資
料
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
受
け
継
ぐ
べ
き
知
的
遺
産
で
も
あ

り
ま
す
。

　
旅
の
図
書
館
は
、
観
光
文
化
資
料

館
と
し
て
開
設
以
来
、
時
代
社
会
の

要
請
に
応
え
な
が
ら
図
書
館
機
能
お

よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

過
去
の
蓄
積
の
上
に
、
現
在
の
図
書

館
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
「
観
光
文
化
の
向

上
（
振
興
）
」
と
い
う
開
設
時
の
理

念
と
旅
行
・
観
光
に
関
す
る
知
的
遺

産
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
ま
す
ま
す
情

報
が
社
会
の
基
盤
に
な
る
「
情
報
社

会
」
の
な
か
で
、
「
観
光
の
研
究
・

情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
専
門
図
書

館
を
目
指
し
て
運
営
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

資
料
室
資
料
の

整
理
・
統
合
に

取
り
組
む

2
0
1
6
年
1
月
〜
7
月

南
青
山
へ
の
移
転
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館

す
る

2
0
1
6
年
8
月
〜
10
月

家
具
の
調
達
に

奔
走
す
る

2
0
1
6
年
4
月
〜
6
月

知
的
遺
産
を

受
け
継
ぎ
、

新
た
な
役
割
を
担
う

専
門
図
書
館
へ



60

ジャパン・ツーリスト・ビューローの機関誌

「ツーリスト」
1913年の創刊から1932年まで、
グラフィックデザイナー・杉浦非水が
この美しい表紙を手がけた。

杉浦非水は日本の商業デザインの礎を築いたひとり。
1916年からはほぼ年一度、

1月号から新しい表紙になっている。
年 年

年 年 年 年

年 年 年 年

年 年 年 年

年 年 年 年
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年 年 年 年
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